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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イラスト／ｐａｋｏ















　──ロンドン橋落ちる（London bridge is falling down,）


　　　落ちる、落ちる（Falling down, falling down,）


　　　ロンドン橋落ちる（London bridge is falling down,）


　　　マイ・フェア・レディ（My fair Lady.）









イギリス民みん謡ようより

















　『序章』







　そこは、ひどく暗い空間だった。


　どうやら、自然にできた洞どう窟くつのようである。


　乾かわいた土の壁かべからは、ごつごつした石くれがはみだしている。そんな壁のあちこちに、複雑な色の土や炭が塗ぬりつけられ、墓地にも似た陰いん鬱うつさを漂ただよわせていた。


　おそらく、かつては何かの宗教の祭さい祀し場じようだったのだろう。それも、軽く千年以上は前のものだ。ひょっとすると、紀元前まで遡さかのぼれるかもしれない。石器時代のアルタミラ洞窟ほどではないにせよ、重大な人類の遺産と言えた。


　そんな洞窟の闇やみに──ぽっかりと、女のカタチが浮うかんだのだ。


「はっはあ。こいつが〈聖堂〉ってやつかい」


　朱しゆ唇しんの端はしをつりあげる。


　すると、異様に長く鋭するどい糸切り歯が露あらわとなった。


　明らかに尋じん常じようとは隔かく絶ぜつした長さの──それはもはや牙きばだった。それも、べっとりと血の臭においが染しみついた、歴戦の獣けものの牙である。


　吸きゆう血けつ鬼き。


　女を、そう呼ぶ者もいる。


　もっとも、彼女をそう呼んだ者のほとんどは、その牙によって喰くい殺されてしまったのだが。


「……ふん」


　と、女が鼻を鳴らす。


　すう、とその視線が闇を流れた。


「〈協会〉の会議場によく似てるね。あたし以外は、全員、霊エーテル体でご出席ってわけか」


　朧おぼろな光が、そこに浮いていた。


　霊エーテル体である。


　単なる死し霊りようや生き霊ではなく、高度な魔ま法ほう使いのみが成せる、遠えん隔かく地ちよりの霊エーテル体投射だった。東洋では、陽体とも尸解仙とも呼ばれる、純じゆん粋すいな霊エーテル体である。


　女以外に、全部で五つの霊エーテル体が浮いているようだった。


「見たか？」


　と、代表らしき霊エーテル体が問うた。


「見た」


「見たわ」


「…………」


「見ましたよ」


　肯こう定ていする声と気配がいくつも流れた。


　それを確かく認にんしてから、最初の声がもう一度言う。


「彼女を我らの〈聖堂〉に迎むかえ、〈王国マルクト〉の座とする。皆みな、不服はないな」


　今度も、肯定の思念と気配がさざなみのように伝わった。


　代表の言葉は、それだけの重みを持っているようであった。


　いや。


「は？　〈王国マルクト〉？」


　女自身が、大きく眉まゆをひそめたのだ。


　魔術のみか西洋思想全体に大きな影えい響きようを及およぼす秘法『カバラ』。〈王国マルクト〉とは、そのカバラの神秘をあらわした図──セフィロトの樹の、最も下部にあたる位置だった。


　凄すさまじい殺気を、女の身体からだが放つ。


「てめえ……要するに、あたしが一番下っ端ぱってことかよ」


「誤解してもらっては困る。先に説明を受けたかと思うが、この会議に列席し、座を与えられるのは最も能力を認められたものだけだ。我らに長く協力してもらってる者ですら、この会議を知らぬ者の方が多い」


　言葉通りであれば、新参も新参の彼女を、いきなり幹部として迎え入れたことになる。


　なるほど、これほどの優待はそうなかろう。


　しかし、


「そういう問題じゃねえ」


　と、女は吐はき捨てた。


「あたしは、最強の魔法使いにしてもらえるっつうから来たんだぜ。なのに、あたしより偉えらいってやつが、四人も五人もいるってのがうざったいんだよ。……なんだったら、そこのシュークリームぱくついてるヤツからどいてもらおうか？」


　ふい、と斜ななめ前を振り向き、舌なめずりする。


　そこの霊エーテル体だけが、姿をくっきりと投影させていた。


　およそ、十七か八ほどの若者である。


　枯かれ草色で癖くせっ毛の髪かみ。子供っぽい鳶とび色の瞳ひとみ。造作だけ取れば、女にも劣おとらず整っているというのに、なぜかそれを感じさせない相手だった。


　シュークリームは……おそらく、霊エーテル体と同時に、遠隔地における現実の肉体も動かしているということなのだろう。恐おそろしく高度な技術ではあったが、それだけに間ま抜ぬけな風景でもある。


「や、これは困ったな」


　と、若者の霊エーテル体が首を傾かしげた。


　癖っ毛が、その動きに応じてふわりと揺ゆれた。クリームのついた指をぺろりと舐なめる。


「この座をあげるのは全然かまわないんですけど、もともとここについたのも、そこの人にお願いされたからなんですよ。矛む盾じゆんするお願いの場合は、僕、基本的に先着順にしてるんで」


「お前の嗜し好こうなんざ聞いちゃいねえよ。霊エーテル体でも、あたしに喰われりゃちいとは痛いぜ」


　女の牙が、ぞろりと剝むき出された。


　この吸血鬼が、呪じゆ力りよくを主食とすることを──若者は知っているのかどうか。


　霊エーテル体が欠ければ、現実の肉体にも大きな影響を及ぼす。欠落が大きければ、突とつ如じよ衰すい弱じやく死しすることだって十分ありえるのだ。


「止やめよ」


　と、代表の声が制止する。


　ほかの霊エーテル体は、ただ黙もくして見守っているきりだ。


「いいやあ」


　女の手が伸のびる。


　纏まとった毛皮から取り出されたのは、一枚のメダルであった。


　その表面に刻まれたるは、古代の北ほく欧おうを席巻したる秘文字──ルーン魔ま術じゆつ。そこに女の意思が加わったとき、いかなる怪かい異いが洞どう窟くつに吹ふき荒あれるか。


「…………」


　もう一度、囁ささやきがこぼれた。


　女の耳だけに、その言葉は届いたのだ。


　途と端たん、女の動きが止まった。


「……お前、今、何つった？　つうか、それ、何のことだ？」


　ぐるりと、首だけが振ふり返る。


　恐ろしいことに、その回転は優に百六十度近くに至った。女の身体構造がすでに人間離ばなれしていることの証明でもあった。


「我らの目的だ」


　と、端的に声は答えた。


　今度こそ、時間が止まったように女は硬こう直ちよくした。驚きよう愕がくなど生まれる前に忘れ果てたような目が、飛び出すほどに大きく剝かれた。


　数秒で、それは爆ばく発はつ的な行動に変じた。


「っははははははははははははははははっはははははははははははははははははははははははははははははははっはははははははははははははははははははははははははははははあっはははははははははははははは！」


　腹部を押さえて、女は哄こう笑しようしたのだ。


　まともな人間であれば、鼓こ膜まくが破は裂れつしてしまいそうなほどの、凄すさまじい笑い声だった。


「そりゃあいい！　確かにそりゃあ魔法使いの理想だ！　果てない夢だ！　そいつを叶かなえようってなら、あんたは救世主だって言ってもいいだろうさ！　ああいや、世界最悪の夢想家かもしれねえがな！」


　笑い声を止めず、涙なみだの滲にじんだ目め尻じりを拭ふく。


「……納なつ得とくできたのか」


「ああいいよいいよ。だったらあんたに忠誠を誓ちかってやる。……少なくとも、あんたがその夢を忘れない間はな」


　ふんぞりかえり、女はその場に腰こしを下ろした。


　はじめて、ほかの霊エーテル体をじろりと睨にらんだ。ぼんやりとした光からは年ねん齢れいも性別も定かでないが、女にはその特とく徴ちようがはっきりと認にん識しきできるらしかった。


「いろいろいやがるな」


　と、値ね踏ぶみするように、自分の牙きばを舐めあげた。


「……で、聞いてる数からは、ふたりほど足りないみたいだけど。あたしを勧かん誘ゆうしたあの髑どく髏ろ仮面とかはどこに行ったわけさ」


「彼らは……倫敦ロンドンに行っている」


　と、声は告げた。





「我ら〈螺旋なる蛇オピオン〉の……夢の第一歩を記すために」










第１章　魔法使い、英国へ




　　　　１




　ヒースロー空港から、特急列車エキスプレスに乗っておおよそ二十分。


　パディントン駅は、ロンドンを訪おとずれる海外の観光客が最もよく利用する鉄道駅だ。十九世紀半ばに造られた駅舎は、英国の最も勇ゆう壮そうだった時代を伝えるべく、幅はば七十三メートルものプラットフォームに驚おどろくほど高いアーチ状の屋根が三つも連なっている。


　その屋根がまた、丁てい寧ねいに磨みがき抜ぬかれた硝子ガラス張りなのだ。


　水すい晶しようとも見み紛まがう硝子を透すかし、広々としたホームに淡あわい陽光が満たされている。


　優美なフォルムの列車といい、塵ちりひとつない構内といい、どこを見ても、これこそが英国だという誇ほこりにあふれた空間。首都の玄関として、歴史と伝統に裏打ちされた場所。


　その駅舎の階段を降りたところで、どうやら高校生あたりと思おぼしい少年が顔をひきつらせたのである。


「……つつつ、着いちゃった、倫敦」


　おそるおそる、そんなことを呟つぶやき、瞬まばたきする。


　柔やわらかな黒くろ髪かみに、子供っぽさの抜けない顔立ち。あまり似あわないスーツとネクタイに身を固め、右目には海かい賊ぞくを思わせる大ぶりの黒い眼帯を当てていた。


　伊い庭ばいつきである。


　その左目は、突とつ然ぜん引っ越こしさせられた小動物みたく、おどおどと周囲の景色を映している。


　なにしろ、初めての海外なのだった。


　育ててくれた叔お父じ夫ふう婦ふと義妹は海外住まいなのだが、いつき自身は海外に来たことがない。それどころか、飛行機に乗ったのさえ、物心づいてからは初めてという次し第だいだった。


「……ほ、ホントにガイドブック通りだ。白くておっきな建物がヒルトン・ロンドン・パディントンで……すぐ向こうのちっちゃい通りがサセックスガーデンで……くまのパディントンの銅像もあって……うわわわわ、だ、大だい丈じよう夫ぶかな。僕迷わないかな。というか、もう迷ってないかな?!」


「どうやったら、こんなとこで迷えるん？」


　額を押さえて、後ろの少女が口にした。


　こちらは栗くり色いろの髪に、たおやかなセーラー服を纏まとった少女だった。肌はだは雪花石膏アラバスターのミルク色。すっと通った鼻び梁りようは涼すずしく、その下の唇くちびるは魅み入いられるほど艶つややかだった。日本人離ばなれした顔立ちと、薄うす縁ぶちの眼鏡めがねに覆おおわれた蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは、この少女にふたつの国の血が流れていることを示している。


　つまり、日本と英国との──ハーフ。


　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラー。


　硝子細工みたいなため息をこぼし、少女は少年へ人差し指をつきつける。


「遊びに来たんやないんやから、社長はもっときりっとして。でないと、社員のあたしら全員が困るんやけど」


「で、でも、倫敦とか初めてだし……日本語通じないと思うし……」


　珍めずらしく、少年が口答えすると、


「関係あらへん」


　実にそっけなく、穂波が切り落とした。


「中学レベルの英語ができるんやったら、だいたい事足りる。迷いたくなかったら、ひとりでうろちょろせんかったらええんや。それに……」


　穂波が、言いかけたときだった。


　続く言葉は、意外な方向からかかった。


「それに……あまり目を引きますと、〈協会〉の査定にも響ひびきますよ？」


　しん、とふたりともが黙だまりこくった。


　ざわざわと、周囲を歩く通行人の声さえ、急に遠くなったようだった。


　いつきはおどおどと、穂波は鋭するどい敵意さえ込こめて振ふり返る。


「……影かげ崎ざき」


　そこに、あまりにものっぺりとした男が立っていたのだ。


　このロンドンにおいてすら、男の印象は変わらなかった。


　人種や容姿に関かかわりなく、影崎という存在そのものが薄うすっぺらに映っていたのだ。


　唯ゆい一いつ、個性らしいものといえば、唇から紫し煙えんをくゆらせる細葉巻シガリロぐらいなもので、それさえもこの男がすると、三文芝しば居いの小道具めいて見えるのだった。


　影崎。


〈協会〉という組織が擁ようする──魔ま法ほう使いを罰ばつする魔法使い。


「っ……」


　一いつ瞬しゆん、唇を嚙かんで、穂波が言い返す。


「学校やあるまいし、そんな内申点みたいな査定されても困るんやけど？」


「おや。……しかし、魔法使いたるもの、日常の行いこそ評価すべきではありませんか？　魔法使いの日常とはそれこそが秘ひ儀ぎであるべきなのですから」


「詭き弁べんや。日常の積み重ねがあってはじめて秘儀につながるもんやけど、日常のすべてをいちいち評価しとったら、そもそも魔法使いとして成り立たへん」


　ふたりの間で、空気が軋きしむ。


　限界ぎりぎりまで膨ふくらんだ風船みたいに、強きよう烈れつな敵意が世界さえも変質させる。


　ただし、穂波からの一方通行であった。


　影崎の側からは、何の害意も発されていなかったのだ。


　本当に、気き遣づかいで言ったかのように──いや、本当は気遣いさえなく、機械の人工音声にも似てあらゆる感情を排はいして言ったかのように思われた。


（…………っ！）


　いつきは、息を飲む。


　穂波の怒いかり以上に、影崎のその虚きよ無むが少年には恐おそろしかった。


　ちりちりと痛む右目へ触ふれる。分厚い革かわの眼帯を透すかして、いつきにはある流れが見えた。


　呪じゆ力りよくである。


　魔法使いを魔法使いたらしめる、神秘の流れ。


　穂波の身体からだを取り巻くそれは、清せい冽れつな碧みどりの奔ほん流りゆうを形成している。遠く彼方かなたの森を思わせる、深く豊ほう饒じような色合いは、少女自身の性質をあらわすようでもあった。


（だけど……）


　と、いつきは視線を移した。


　そこには、何も見えなかった。


　少年の右目をもってしても、影崎からは呪力の欠片かけらさえ感じられなかったのだ。今回に限らず、影崎という男に呪力を感じたことが、いつきには一度もなかった。知りあって一年もの時間が過ぎたというのに、本当に魔法使いなのかどうかさえ分からない。


　だからこそ。


　この男は不気味だった。


　行使する魔術系統すら知れぬのに、目の前に立つ穂波を威い圧あつする……それだけの何かを、確かに宿しているのであった。


「前から思ってたけど、影崎さんは〈アストラルうち〉のことに口を出しすぎ違ちやう？　いくら〈協会〉の担当や言うても、干かん渉しようしすぎは御ご法はつ度とやろ」


「一応、節度はわきまえてるつもりですよ。それに、担当結社の格付けとなれば、私にも相応の影えい響きようがあります。老ろう婆ば心しんからの助言ぐらいは許されると思いますが」


「どこが老婆心や。おためごかしにもなってへん」


　穂波の憤いきどおりを、影崎は無表情に受け流す。


　端はたから見れば、ちょっとした口くち喧げん嘩かにしか思えまい。


　しかし、その実は人ひとりの命など物とも思わぬ、異形の世界の戦いだった。指ひとつ動かせば心臓が止まってもおかしくない、凄せい絶ぜつなる前ぜん哨しよう戦せん。


「……う、わ」


　事実、いつきは目眩めまいさえ覚えた。


　恐きよう怖ふにすうっと手足が冷たくなり、視界が急に狭せまくなる。今にも卒そつ倒とうしそうな恐怖が、ぞくぞくと背筋を駆かけ登る。


　──と。


「だ、駄だ目めですよ～。影崎さん、わざわざ〈アストラル〉の担当として一いつ緒しよに来てくださったんですから」


　のんきな声が、三人の間に割り込んだ。


　魔法使いにしか聞こえない、霊エーテル体の『声』だった。


　同じく魔法使いにしか見えない黒くろ髪かみが流れ、ふわふわと青いパーカーの裾すそが揺れる。陽光を滲にじませる半はん透とう明めいの身体は、異国の地にあっても変わっていなかった。


〈アストラル〉幽霊社員、黒くろ羽はまなみである。


「黒羽さん」


　振ふり返ったいつきの顔を、さらに四匹ひきの鳴き声が迎むかえた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～～～～あ」


　ひしりあがる声は、日本でも聞き慣れた四重奏カルテツト。


「ややや、すいません。検けん疫えき証明やら何やらで思ったより時間がかかりまして。ああ、でもそんなことはこの猫ねこの素す晴ばらしさの前ではまるで苦になりません！　検疫所の皆みな様さまも猫の絶対的価値を知ればこそ、果てしない労働に意味を見いだすのでしょう。おお、まさしく猫こそ光、猫あるところに慈じ愛あいあふれん！」


　手にも肩かたにも乗せた四匹の猫。いつも通りの猫賛美を歌いあげ、パディントン駅のゲートから、猫ねこ屋や敷しき蓮れんが姿を現したのである。


　その細い目が、かすかに開く。


「──て、まだいたんですね、影崎さん」


　青年は、すっ、と背後に手をやった。


　猫屋敷の後ろには、がくがくと巫み女こ服ふくを震ふるわせる小さな女の子──葛かつら城ぎみかんがしがみついている。


「……ぁ」


　とだけ、その可か憐れんな唇くちびるから声が漏もれた。


　ずっと、みかんは猫屋敷の後ろに隠かくれていたのだ。


　この少女が影崎を怖こわがる理由を、いつきは知らない。しかし、ロンドンへの行程中もみかんは猫屋敷のそばから離はなれなかった。そのため、黒羽と猫屋敷とみかんの三人だけは、別の席や車両で移動していたのだった（もっとも、黒羽だけは霊エーテル体なのをいいことに両方をうろちょろしていたが）。


「どうかしましたか？　てっきり私は、もう影崎さんが〈協会〉の本部へ行かれているものだと思ってましたが」


　言葉面づらだけは丁てい寧ねいに、しかしはっきりと拒きよ絶ぜつの意思を露あらわにして、猫屋敷が言う。


　この青年陰おん陽みよう師じには珍めずらしいことだった。


　みかんと同様、猫屋敷もまた、影崎にだけは態度を豹ひよう変へんさせる。


「いえ、何でもありませんよ」


　影崎がかぶりを振った。


「……穂波さんの言った通り、余計な差し出口だったようです。失礼をお許し下さい。では、これで」


　ゆっくりと一礼する。


　折り目正しく、きっかり六十度。教科書通りの礼とともに踵きびすを返した。口元の紫し煙えんだけが男のくたびれたスーツにまとわりつく。


「あ、影崎さん」


　と、その背中を黒羽の声が叩たたいた。


「何か？」


「あの……倫敦までの飛行機で、わざわざあたしの分の席まで用意してくださって、どうもありがとうございます。とっても嬉うれしかったです」


　半透明の、吸い込まれそうな笑え顔がお。


　一いつ瞬しゆんだけ、影崎の無表情が和やわらいだ──ような気が、いつきにはした。


　それも、ほんの一瞬。


「〈協会〉の規定ですので」


　と、あらゆる感情を排はいした顔で、男は返した。


　そのまま、スーツ姿と紫煙とが、倫敦の雑ざつ踏とうへと遠ざかっていったのだった。
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　完全に姿が消えたのを確かく認にんしてから、


「べ───っだ！　べええええええ─────っだっ!!」


　思い切り目の下を引っ張り、舌を出して、みかんがあかんべえをした。


　アレンジされた巫女服や隣となりの猫屋敷の格好もあって、通行人たちからかなりの注目を集めているのだが、まるでおかまいなしだ。よほど腹に据すえかねていたと見える。いかに離れた席や車両とはいえ、ロンドンまでの行程をともにしていたという事実は、幼い少女にとってそれだけの苦痛でもあったのだろう。


「はいはい、みかんちゃんもそれぐらいにしておいてね。せっかく倫敦まで来たんだから、怒おこってばっかりだと損でしょ？」


　黒羽がなだめ、しばらくするとようやくみかんが落ちついた。


　それでも、肩をいからせ、ふーっ、ふーっという威い嚇かく体勢を崩くずさない。うっかり触さわると、がりっと嚙かみつかれてしまいそうなぐらいだった。


「は、はい、みかんちゃん、どうどうどう」


「もうお兄ちゃん社長！　暴れ馬じゃないんだからね！」


　ぷんすかと、少女の柔やわらかな頰ほおが膨ふくらむ。


　でもまあ、なんとか会話になっていることに安心して、いつきは胸をなでおろした。


「ははは。……でも、本当に倫敦なんだなあ」


　やっと腑ふに落ちたという風に、改めて周囲を見回す。


「はい！　あたしも初めてでうきうきします！」


「あたしは一年ぶりやね。……まさか〈アストラル〉の皆みなで来るとは思わんかったけれど」


　黒羽が胸むな元もとに拳こぶしを引き寄せ、穂波が軽く目を細めた。


　猫屋敷は、四匹ひきの猫ねこたちの世話に余念が無い。毛並みや肉球に旅行疲づかれはないかと、一匹ずつ肢あしまで持ち上げて語りかける始末だ。ちなみに猫の反応はそれぞれで、お調子者の白びやつ虎こと気分屋の朱雀すざくは二匹そろってあちこちを冒ぼう険けんしてる。知性派の青せい龍りゆうは猫屋敷の肩から瞳ひとみだけをきょろきょろ動かし、でぶ猫の玄げん武ぶは「……にあ」と眠ねむそうに鳴いた。





　──魔ま法ほう使い派は遣けん会社〈アストラル〉、倫敦へと来たる。





（……本当に、違ちがう国なんだなあ）


　いつきは、そんな感想を胸中で漏もらした。


　景色の、ひとつひとつが違う。


　建物の造りや道行く人々は言うに及およばず、煉れん瓦がの色合いも、石いし畳だたみの感かん触しよくさえも異なる。


　──「～～～～～～」


　──「～～～～～～」


　いつきには聞き取れぬ、異国語のざわめき。


　あるいは、走っている車の種類や、クラクションの音。


　あるいは、通りに立つ電柱のカタチや、ひっそりと道路を飾かざる植え込みの在り方。


　頰を撫なでる風や、舌に触ふれる空気の質感さえも、どこかしら違い和わ感と──長年積み重なってきたこの国の時間を思わせた。


　伊庭いつきは、その全身で、異国にいることを実感していた。


「──社長？」


　穂波が、ふわりと振ふり返った。


　栗色の髪かみはこの国の風景とよく似合っていて、数秒の間、いつきは自分が呼ばれたことにも気がつかず、すぐにあわてて瞬まばたきした。


「あ、いや、ごめん。なんとなくぼうっとしちゃって……」


「はしゃぎすぎや思ったら、今度はぼんやり？　ホント、世話の焼ける社長やね」


　言いながら、穂波も微び苦く笑しようしただけだった。


　少女も、少年の気持ちを理解したのかもしれなかった。はじめて異国を体験したときの、胸躍おどるような、少し怖こわいような心持ちを穂波もまた忘れていなかったものか。


「でも、やっと格付けがあがるって話なんやから、それは忘れんといてね」


「う、うん！」


　これには強く、いつきもうなずいたのである。


　事の始まりは、一週間前にさかのぼる。


　突とつ然ぜん、〈アストラル〉事務所を訪おとずれた影崎が、〈協会〉からの伝達事じ項こうを述べたのだ。


　いわく、最近の業績を評価し、長らくＣＣＣトリプルＣクラスだった〈アストラル〉について、格付けの見直しを行うこととなった。ついては審しん議ぎを行うため、英国の〈協会〉本部まで来られたし、と。


　幸い、移動費用については〈協会〉が負担するということだったので、万年金欠の〈アストラル〉でも渡と航こう自体は可能だった。問題はいつきやみかんの学校だったが、こちらは家庭の事情やら宗教上の理由やら、文字通りの口八丁手八丁を駆く使しすることで、猫屋敷が一週間の休みを勝ち得てきた。


　かくして、〈アストラル〉のメンバーは、英国の地を踏ふむに至った次し第だいである。


「……格付けの審議はともかく、〈協会〉本部まで呼び出されたんはちょっと予想外やったけどね」


　穂波が顎あごに人差し指をあて、傍かたわらで聞いていた猫屋敷も片目をつむった。


（前の──〈金こん翅じ院いん〉のせいでしょうね）


　玄武の頭を撫で、白虎をあやしながら、密ひそやかに思いを馳はせる。


　一ヶ月ほど前に起きた、吸きゆう血けつ鬼きの事件。


　その結果として、〈アストラル〉はほかの結社から霊れい地ちの移い譲じようを受けることとなった。


　これまで、さまざまな意味で話題になりつつも、実益を受け取っていなかった〈アストラル〉が、はじめて『実』を得たことになる。その結果は、おそらく各所に波は及きゆうを呼ぶだろうと、当時の猫屋敷は予想した。


　はたして猫屋敷の想像通り、〈協会〉は動いた。


　格付けという名目はもっともだが、その実際は今の〈アストラル〉を検分したいと、そういう思いの方が強いだろう。この一年、葛城家の鬼おにや〈ミーミル〉の吸血鬼に関かかわってきた新興結社の実態を、その目で確かめたいと考えてもおかしくあるまい。


（ですが──）


　猫屋敷の思考が止まる。


　だとしても、わざわざロンドンまで呼ばれたのは意外だった。


　なにかしら、裏で猫屋敷も知らない動きがあるのかもしれない。日本だけならともかく、欧おう州しゆうの事情まで絡からんでは、さしもの青年陰陽師も見通すことができなかった。


「ま、考えても仕方ないですね」


　軽く肩かたをすくめ、猫ねこたちを連れて立ち上がる。


「……社長、とりあえずホテルの方に移動しますよ。でないと、可愛かわいい猫たちが疲つかれちゃいますからね～」


「あああ、はい！　はい！　はい！」


　あわてて、かくかくといつきがうなずいた。


　黒羽も首しゆ肯こうして、いよいよあちこちを物色しはじめていたみかんを捕つかまえる。


　そこで、


「あ、ちょっと待って」


　と、穂波が手をあげたのである。


「あたしは、先に〈学院〉の方寄ってく。オルトもそっちに行ってるはずやから」


　一ヶ月半前に入社した新入社員オルトヴィーン・グラウツは、ほかの社員に先行して英国に到とう着ちやくしていた。ロンドンに在する〈学院〉は、穂波とオルトヴィーン双そう方ほうにとって、魔術界の母校といえる場所だったのだ。


「分かりました。では後で合流しましょう。住所はご存じの通りですので」


　猫屋敷が言って、不意に手を打った。


「あ、そうですそうです！」


「何？」


「〈学院〉に行くんでしたら、たっぷり宣伝しておいてください」


　茶目っ気のある顔で、ざらりと大量の紙し片へんを渡わたしたのだ。


　穂波はその紙片を見やり、すぐにんまりと笑った。


「商売熱心やね」


「そりゃもう。格付けがあがるんだったら、今こそ仕し掛かけ時ですからね。社長もいろいろ協力してもらいますよ」


「──え、ぼ、僕もですか?!」


　瞬きしたいつきも、紙片を覗のぞき込む。


「あ」


　と、声をあげた。


　もちろん、紙片は名めい刺しであった。


　水すい晶しようの透すかしが入った表面には、いつも通り、セピア色の文字でこう書かれている。





〈魔ま法ほう使い派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　ただし。


　今回は、新たな一言が添そえられていたのだ。





〈六月×日現在、倫敦に滞たい在ざい中！　御ご用ようのある方は、是ぜ非ひ以下のホテルの電話番号まで！〉
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　ロンドンより、やや西の郊こう外がい。


　スラウと呼ばれる、小さな土地がある。


　かつて、ある王室天文官が居を構えていた閑かん静せいな土地は、しかしこの数十年ほどで、激しい近代化の波に晒さらされた。各種の企き業ぎようがロンドンを見み据すえたビルを建設し、瞬またたく間にのどかな田園の空気は押しやられたのである。


　それでも目を凝こらせば、あちこちに昔の面おも影かげは残っている。


　その丘の周囲へ広がった森も、そんな場所のひとつだった。


　ある種の魔法使いには、カンタベリーラインとも呼ばれる霊脈レイラインの流れる森。


　地元の者もほとんど近づかない鬱うつ蒼そうと茂しげった森のただ中に、思わず息を飲むような、大きな屋や敷しきが佇たたずんでいたのだ。


　いや。


　ここまでくれば、むしろ城と言った方が近いだろうか。


　入り口から屋敷までは徒歩で十分以上の距きよ離りにもなり、その半ばには、丁てい寧ねいに職人の手を加えられた英国式庭園がいくつも連なっていた。日本の庭園と英国のそれの違ちがいは、つまるところ自然の姿を活いかすか人の手を優先するかだと言うが、だとすればこの庭は人工美の極きよく致ちに違いない。


　直線的かつ大だい胆たんに切り込まれたボーダーガーデン。


　さまざまな泥炭ピートブロックに、直接花々を植え込んだピートガーデン。


　灌かん木ぼくや色とりどりのハーブを組み合わせ、ふんだんにアイディアを盛り込まれた通り道は、来客の目をけして飽あきさせまい。おそらく、どの庭の花も季節に合わせて植え替かえられ、最も効果的な配置に造成されるのだろう。場所によっては小さな川も流れ、滝たきさえも人工的に造られていた。


　とりわけ、鮮あざやかなのが薔ば薇らの庭園だった。


　赤、白、黄、紫むらさき──午後の光の下を、おびただしい色しき彩さいが溢あふれる。艶つややかな花弁には水すい滴てきが揺ゆれ、水滴にはまた別の花弁が映り、どこまでも連れん鎖さしていく夢幻の花園。


　そんな薔薇の間を抜ぬけて、黄金の煌きらめきが世界を割った。


　少女の金きん髪ぱつであった。


　ドレスは夜そのものの漆しつ黒こく。


　薔薇に触ふれた指先は、どんな白薔薇よりも白く。


　これらの薔薇もすべて少女を際きわだたせるためにあると、そう言うようだった。


　あるいは、久しぶりの主あるじを迎むかえたことに、屋敷全体が歓かん喜きしているようでもあった。


　アディリシア・レン・メイザース。


　魔術結社〈ゲーティア〉の首領たる、ソロモンの姫ひめ。


　今、その少女の周囲に、長衣ローブを着た数人の男女が佇んでいる。胸から〈ソロモンの五ご芒ぼう星せい〉を下げ、同じカタチの刺し繡しゆうをされた長衣ローブを纏まとっているのは、すなわち彼らが〈ゲーティア〉の徒と弟ていであるという証明だった。


「分かったわ。下がりなさい」


　長い睫まつ毛げを物もの憂うげに伏ふせ、アディリシアはそっと口にした。


　若き主の指示に従い、徒弟たちが退出する。


　それから、


「……まったく、面めん倒どうですわね」


　と、少女は薔薇の香りに吐と息いきをこぼす。


　独り言と思われる響ひびきではあったが、はたして応こたえはあった。


「どうかしましたか、アディリシア先せん輩ぱい」


　徒弟と入れ違いに、十四、五ほどの少年がひょっこり顔を出したのだ。


　亜あ麻ま色の髪に、エメラルドグリーンの瞳ひとみ。初夏だというのに、耳当て付きの帽ぼう子しをかぶり、さらには手て袋ぶくろや分厚い革かわのコートまでも纏っている。それでいて、男の子の額には、汗ひとつ浮かんでいなかった。


　オルトヴィーン・グラウツと呼ばれる少年だった。


「どうもこうもありませんわ」


　と、アディリシアがかぶりを振ふる。


「〈アストラル〉の審しん議ぎについて、主立った結社の評価を集めさせていたのですけれど」


「否定派ばかりだとか？」


「いいえ、綺き麗れいに賛否両論で真っ二つ。これだけ割れると、かえって反対ばかりよりもやりにくいですわね」


「なるほど。確かにそれは面倒です」


　納なつ得とくして、オルトヴィーンがうなずいた。


　否定派ばかりならば、思い切った工作も仕し掛かけられようが、真っ二つでは難しい。下手な手段を使えば、もともとの賛成派を逃がす可能性があるからだ。そうでなくとも、注目を集めている〈アストラル〉の審議だ。いかにＡＡＡトリプルＡクラスの〈ゲーティア〉といえど、一結社の意向だけで評価を覆くつがえすのは困難だろう。


　近くの椅い子すに座り、アディリシアが指先を絡からませる。


　ふう、とさきほどとはどこか違うため息が、空気に混じった。


　複雑な考え事をしているというより、何かしらの物思いに耽ふけるような表情だった。詩人ならば、その姿を垣かい間ま見ただけで、生しよう涯がいの傑けつ作さくをものするかもしれない。


「イツキは……そろそろこちらに着いた頃ころかしら」


「アレがそんなに気になります？」


　棘とげのあるオルトヴィーンの言葉に、アディリシアは眦まなじりを決した。


「あ、アレはないでしょう。仮にもあなたが在ざい籍せきする結社の首領です！　もう少し敬意を持ちなさい」


「敬意を持つにふさわしい相手であれば、ですよ」


　これは、オルトヴィーンが唇くちびるを尖とがらせた。


「魔ま法ほう使いたるもの、高位の魔法使いにしか従いません。結社の首領に敬意を払はらうのも、首領が最も高位であるという前提の上です。その意味で言えば、アレは魔法使いでさえないんですから」


「……確かに、魔法使いではありませんけど」


　滔とう々とうと意見を述べる少年に、アディリシアはふわりと微び苦く笑しようする。


「あなたも、そういうところは変わってませんのね」


「ボクは何も変わりませんよ」


　ふん、とオルトヴィーンが鼻を鳴らす。


　軽く首筋を撫なでる。


「ですが、先輩の言葉であれば、できるかぎりは優先します」


「それで結構ですわ」


　愉たのしそうに、アディリシアが口にした。


　その碧へき眼がんが、少年を真正面から捉とらえなおす。


「……で、あなたがわざわざ足を運んでくださった理由は何かしら？　確か、ホナミと〈学院〉で会うはずでしたわね」


「穂波先輩へは伝言を頼たのんでます」


　即そく答とうして、オルトヴィーンはこう続けた。


「いささか面おも白しろい人を見たもので。アディリシア先輩に話しておこうかと」


「電話じゃ駄だ目めな相手ってこと？」


「はい」


　オルトヴィーンの返事に、少女の眉び宇うが寄った。


　すぐに、その表情が大きく変じた。


　アディリシア・レン・メイザースという人間にはひどく珍めずらしい──それは、驚きよう愕がくの表情であった。
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　──同じ頃。


　伊庭いつきは、ひどく狼ろう狽ばいしていた。


　猫屋敷に従って、おっかなびっくり後ろをついていってるのだが、どうも通りの感じがおかしいのだった。


「な、なんか、だんだん雰ふん囲い気きが荒すさんできてる気がするんですけど……」


「お、社長、勘かんがいいですね。さっきからどんどん治安の悪い場所に入ってますから」


　言って、猫屋敷はひょいひょいと進んでいく。


　その曲がり角からして、すでに怪あやしい。ペンキは好き放題に塗ぬりたくられ、窓はほとんどが割れており、ところによっては血けつ痕こんと思おぼしい赤黒いものまで付着していた。人通りはやたらと少ないが、たまに見かけると、たいていが目つきの悪い集団ばかりだ。


　思い出したように、黒羽が唇へ手をあてた。


「そういえば……倫敦って、治安の良し悪あしがはっきり地区で分かれるってガイドブックにもありましたね」


「はい。このへんはかなり最悪に近い地区ですねえ」


「え、えええっ」


　途と端たん、いつきの肩かたがびくうっと十センチばかり持ちあがった。


「スリぐらいならいいんですけど、あまり離はなれると、いつ誘ゆう拐かいされるか分からないんで気をつけてくださいね。日本人のしかも学生って、結構なカモなんで」


「えええええええええええっ！」


　今度は、叫さけびとともに、本当に飛びはねてしまう。


　ちょうどすれちがった男にぎろりと睨にらまれ、思わず「ごめんなさいごめんなさい」と日本語で謝りながら、早足になってしまう。


　何度となく死線をくぐっていても、あくまで魔法使いとの戦いばかりである。スリやら誘拐やら、なんというか、微び妙みように身近な犯罪にはまるで慣れてなかった。結果、聞いただけで少年はぐるぐると目を回し、心臓をばくばく鳴らせている按あん配ばいだった。


　ちなみに、みかんはおかまいなしに白虎や朱雀とスキップを踏ふんでいる。鼻歌まで口ずさんでいるあたり、ご機き嫌げんそのものだ。


「み、み、みかんちゃんは怖こわくないの？」


「え？　お兄ちゃん社長は怖いの？」


　きょとんと、首を傾かしげられる有様である。


　いつきの逆で、箱入りの魔ま法ほう使いはこういった恐きよう怖ふとは縁えん遠どおいらしい。無論、霊エーテル体の黒羽が普ふ通つう、人を怖おそれるはずもない。


「う、ううう……」


　結果、ほとんど孤こ立りつ無む援えんに、いつきは必死で恐怖を飲みこんでついていく。


　まるで迷めい路ろのような路地をさらに二十分も歩いた頃ころ、ようやく猫屋敷は足を止めた。


「はい、到とう着ちやくですよ♪」


「ふぇ？」


　と、いつきは間ま抜ぬけな声をあげた。


「こ、ここが……ホテルなんですか？」


　建物を見上げ、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　ホテルというよりは、幽ゆう霊れい屋や敷しきに近い。


　いや、〈アストラル〉事務所だって人のことを言えたような代しろ物ものじゃないのだが、これは本当に幽霊屋敷にしか見えなかった。玄げん関かんの金属部分は残らず錆さびつき、いったい何百年前だっていう煉れん瓦が作りの壁かべは、そこら中に怪しい染しみを浮うき出させている。その染みのひとつひとつが、人間の顔にしか見えないのだった。


　ああ、それこそ切り裂さきジャックやらバネ足ジャックやらが事件を巻き起こした通りもさもあらんって感じなのだ。


「ね、猫屋敷さん？」


「ええ。もちろん由ゆい緒しよ正しいホテルですよ。先代の頃から懇こん意いにしてましてね。穂波さんも倫敦時代は時々使っていたそうです」


　猫屋敷が玄関へあがっていく。


　そうすると、いつきもついていかざるを得なかった。


　かたかたと奥歯を鳴らし、


「お、お邪じや魔ましま～す……」


　おそるおそる口にして、猫屋敷の後ろから首を突つっ込むようにロビーを覗のぞく。


　狭せまい、円形のロビーだった。


　案外綺き麗れいに掃そう除じされた絨じゆう毯たんへ、年代物っぽいシャンデリアが光を投げかけている。調度品は古ぼけたソファと本ほん棚だなぐらいだが、こちらも埃ほこりひとつかぶってない。管理人はよほど物持ちがいいのだろう。


「あ……」


　ほっ、と胸を撫なでる。


　案外、中はまともそうだ。


　これだったら、由緒正しいホテルというのもまんざら噓うそじゃないかもしれない。むしろ、あのシャンデリアや、受付の万年筆なんかは、結構な値打ち物ではあるまいか。


　観察する余よ裕ゆうを取り戻もどし、いつきがまじまじと室内を眺ながめたときだった。


　その瞬しゆん間かん、


「……ＷＨＯ～ＡＲＥ～ＹＯＵ～？」


　突とつ然ぜん、脇わきの廊ろう下かから、蠟ろう燭そくを持った影かげが現れたのだ。


　蠟燭の朧おぼろな光に照らされた人影は──眼がん窩かを落ちくぼませ、ありとあらゆる肉を失った──骸がい骨こつであった。


「うわあああああああああああああああああああああああ！　おばけえええええええええええええええええええええ！」


　今度こそ。


　いつきは、背後へとひっくりかえった。


「しゃ、社長?!」


　しかし、驚おどろきはそれにとどまらなかった。


　蠟燭の燭しよく台だいを持った、燕えん尾び服ふく姿の骸骨がこちらを見下ろし、


「何がお化けぞい。そっちこそ幽霊を連れ歩いてるくせに」


　と、喋しやべったのである。


「に、日本語?!」


「必要なら、オランダ語でもフランス語でもラテン語でも中国語でもかまわんよ？」


　得意げに、唇──というより顎あごの片方をつりあげる。


　いや、それ以上に驚くべきことは、今の骸骨の発言からして黒羽の姿が見えているということだった。


　魔法使いしか見えないはずの彼女が見えるということは……


「ここは、魔法使い専用のホテルなんですよ」


　と、猫屋敷が手を広げた。


「おかげで、少々おかしなことがあっても咎とがめ立てされないし、こちらの事情もおもんぱかってくれますからね。拠きよ点てんにするには何かと便利というわけです」


「じゃ、じゃあ……この骸骨さんも……」


「誰だれが骸骨か。ちょろっとばかり瘦やせてるだけじゃろうが」


「え、ええ？」


　目を剝むいたいつきに、骸骨がその顔を接近させた。


「ほれ、ちゃんとぴちぴちの肌はだも潤うるおいのある唇も健在じゃろう。この三十年で少しばかり瘦せたが、骸骨呼ばわりされる覚えはないわい」


　骨としか思えない指で、自分の顔を指し示していく。


　その状じよう況きよう自体が完全なホラーなのだが、かろうじていつきは耐たえた。嚙かみ合わない奥歯を強ごう引いんに嚙み合わせ、ぎこちなく首を縦に振ふる。


「さ、さすが倫敦……ですね」


「……何がさすがか分からんが、まあ良かろう」


　骸骨の顔が引いた。


　隣となりの猫屋敷へ振り向いて、


「久しぶりだの、蓮坊ぼうや」


「はあ、また厄やつ介かいになります。ジェロームさん」


「……ふむ」


　ジェロームと呼ばれた骸骨は満足げにうなずき、残るふたりに落ちくぼんだ眼窩を向けた。


「そこのちっこいのと、幽ゆう霊れいは？」


「……あ、葛城みかん、三み橋はし小学校三年もも組です！」


　ぱたこん、とツーテールの少女が元気良くお辞じ儀ぎする。


「ほう、礼儀正しくて結構」


　骸骨が機嫌良くうなずいた。


　ついで、視線を隣に浮ふ遊ゆうする黒羽へと移す。


「……あ、あの〈アストラル〉幽霊課契けい約やく社員、黒羽まなみです」


　あわてて、黒羽もぺこんと頭を下げる。


「ふん、幽霊課かよ。そいつは、先代の〈アストラル〉にはなかったの」


「は、はい。社長にスカウトされたんです」


「社長？」


　いぶかしげに、骸骨が首を傾かしげた。


　それから、ぐるりと猫屋敷へ振り返り、いつきを指差したのだ。


「まさか、こいつが二代目なのか？」


「そのまさかでして」


　猫屋敷が口元を扇せん子すで隠かくす。


　笑っているようにも、試ためしているようにも見えた。


　骸骨もその表情を見て、ぎちりと顎あご骨ほねのあたりをさすり、少年を手招きした。


「おい、お前」


「ははは、はい！」


　いつきがかくかくとうなずく。といっても、腰こしは抜ぬけたままで起きあがれない。さきほどの骸骨の出現は、それだけのインパクトを与あたえていたのだ。


「名前は？」


「い、伊庭いつきです」


「確かに……姓せいは一いつ緒しよだが、似てねえなあ、おい」


「っ──父さんを知ってるんですか？」


　すると、あ～あ、と骸骨が首筋を打って、嘆たん息そくした。


「さっき、蓮坊やが先代から懇こん意いにしてるつったろうが」


「……ところで、できれば蓮坊やはやめていただけると嬉うれしいのですが」


「蓮坊やの教育が悪いんじゃねえのか？　まあ、あの親父おやじに似てる餓が鬼きなんざ見たくもないが」


　あっさりと猫屋敷の願いが無視される。


　青年陰おん陽みよう師じもそういう応答を予期していたらしく、それ以上は言わなかった。


「で、お前が〈アストラル〉の二代目ってことは……なんだ、今回の騒さわぎの元はこいつか」


「ほう。騒ぎにもなってますか」


　猫屋敷が訊きいた。


「おお。わざわざ極東から〈協会〉本部へ招しよう聘へいされたってことで、最近静かだった魔ま術じゆつ界かいがああだこうだとやかましいぜ。ま、それなりの事情通の間だけのことだがな。……で、一体、何をやらかしてきたんだ？」


「あ、いや、その……」


　いつきは、ぱくぱくと口を開くばかりだ。


　まるきり要領を得ない。


　というより、状況を飲み込めてない。なんとか、この骸骨が骸骨に見えるだけの人間らしいことと、このホテルが魔法使い御ご用よう達たしであることまでは理解したが、父親との関係だとか、骸骨の言う魔術界の話だとかは、右から左へ脳を絶賛素す通どおり中だ。


　そんな少年の様子を見て、


「……まあ、いいさ」


　と、骸骨が肩かたをすくめる。


　そのまま一歩下がり、受付のそばですうと身をかがめた。


「ようこそ、倫敦──〈ホテル・リンボ〉へ」


　古典的な燕えん尾び服ふくにふさわしいしゃちほこばった姿勢で、骸骨は〈アストラル〉の全員に一礼したのだった。





　　　　３




　陽ひが落ちて、しばらくすると、再びロビーに光が満ちた。


　どこか月光にも似た、シャンデリアのさやけき光。そこに数本の蠟ろう燭そくもあいまって、複雑な陰いん影えいを形作っている。


　猫ねこと、青年と、骸骨の影かげだった。


「久しぶりだの、蓮坊ぼうや」


「はあ」


　気のなさそうに、猫屋敷が膝ひざの玄武を撫なでた。


　疲つかれ果てたいつきは、先に自分の部屋で眠ねむっている。黒羽とみかんもそれに追従した格好だ。


　結果、こうして〈ホテル・リンボ〉のロビーには、骸骨と猫屋敷だけが残っているという次し第だいであった。


　ふたりの間には小さな丸机が置かれ、その上に何本かのワインと切り分けられたチーズが並んでいる。


　ぱさぱさの唇くちびるでチーズを愉たのしみながら、骸骨──ジェロームが尋たずねた。


「ツカサ・イバのことはそれとなく聞いてたが、ヘイゼルや隻せき蓮れんはどうしてるんだ？」


「どちらも好き勝手に世界周遊中でして」


「そりゃ、あいつららしいな。ユーダイクスは？」


「今はエジプトのようです」


　答えながら、猫屋敷はテーブルの下でああだこうだと忙いそがしい。


　こちらは酒よりも、猫の世話だった。


　チーズは白虎が、ワインは朱雀が担当し、青龍と玄武は旅行用に詰つめてきたキャットフードをかじっている。


　ちなみに四匹ひきのうちでも、朱雀はお酒大好きっ子である。より正確には、白虎と朱雀が二匹して好こう奇き心しんから飲んでしまったのだが、お調子ものの白虎は飲みすぎて二日ふつか酔よいを起こし、以降酒に近寄らなくなったものだ。


「……で、あれが二代目の社長か」


　と、骸骨が訊いた。


「はあ」


「面おも白しろい顔してたなあ」


　くつくつと、骸骨が燕尾服の肩を震ふるわせる。


「巫み女こも悪くなかったし、幽ゆう霊れいの社員ってのも面白かった。が、やっぱりあの社長が一番面白かったぜ」


「見世物じゃないんですけど」


「そう言うなよ」


　ワインを取って、骸骨が喉のどに流し込む。


　知らぬものが見たら、脇わき腹ばらあたりから漏もれ出すんじゃないかと心配しそうな風景ではあったが、幸いそんなこともなく、ほとんどラッパ飲みの勢いでぐいぐい消費していく。


　ぱあ、と極ごく楽らく満面な吐と息いきをこぼし、唇を手の甲こうで拭ぬぐってから、


「……で、うちを選んだ理由は〈アストラル〉の審しん議ぎか？」


　と、問いかけた。


「くく、確かに〈協会〉から、審議員をやってくれないかって申し出が来たぜ。本当は話しちゃいけないんだがね」


「ははは、裏取引になっちゃいますからね」


「が、まあ、裏取引のひとつもない魔ま術じゆつ界かいなんてのも変な話だろうさ。もともと魔術なんて、こそこそ人の見えないとこでやってなんぼだしな。──んで、お前は〈アストラル〉に格上げしてほしいのかね」


「どうでしょう」


　曖あい昧まいに、猫屋敷は微び笑しようする。


「ああでも格上げされた方が仕事はしやすいし、仕事があると、お猫様の食事のレベルもあげられます。今でもこんなに良い毛並みなのに、もっともっと美しくなってしまう！　うわ、それは実に素晴らしい」


「だけど、それ以上じゃねえって意味か？」


「ジェロームさん、それ以上の意味なんて世界にはないでしょう！」


　これは間ま違ちがいなく本気で、猫屋敷が激げき怒どしたものである。


「わ、分かった分かった。それは否定しない」


　あわてて両手を振ふって、骸骨が何度もうなずく。


　それから、


「なあ蓮坊や」


「はあ」


　いつも通りの返事の猫屋敷に、骸骨はこう訊きいた。


「いろいろきな臭くさいのは、俺の気のせいか？」


「……きな臭い、ですか？」


「まあ、あの二代目も、あの年にしちゃ頑がん張ばってるんだろう。でも、それだけじゃどうにも説明がつかないことが多すぎる。少なくとも〈協会〉はこんなに気張らなくてもいいはずだ」


「…………」


　骸骨の視線を、猫屋敷は真っ直すぐに受け止める。


　軽く、首を横に振った。


「……私にも全部分かってるわけじゃありませんよ」


「ほ、お前がそんなことを言うか。あれだけ昔はなんでも知ってなきゃ気のすまなかった聞かん坊だったお前が。こりゃ時代は変わったもんだな。つくづく年を実感するわ」


「だから、昔の話をするのはやめてください」


　不満げに猫屋敷が片目をつむる。


　すると、骸骨はくくく、と乾かわいた喉を鳴らした。


「老人に昔話をやめろってのは、そりゃ死ねってことだぜ」


「じゃあ死んでください」


「な、なんつう言いぐさをっ！」


「もともと死んでるみたいな顔じゃないですか！　えい、白虎、朱雀、片かた端はしから食べて飲んでやりなさい！」


「おおおおお、俺のチーズ！　ワインー！　ノオオオオオオオオオオオウ！」


　猫屋敷の命令一下、白虎がチーズを、朱雀がワインを舐なめる速度が倍増しとなり、骸骨はこめかみを押さえて、身も世もない声でわめく。


　その叫さけびに、新たな足音が混じった。


「あー！　ふたりして、いいことしてる！」


　階段を降りてきたみかんが、人差し指を突つき出したのである。


「おお？」


　骸骨が振り仰あおぐと、後ろから黒羽も顔を覗のぞかせた。


「……ご、ごめんなさい。みかんちゃんが眠ねむれないって起きだしちゃって」


「あたしも食べる！　食べる！　食べるったら食べるー！」


　ぶんぶんと手を振り回して、みかんが主張する。異国のチーズはよほど美味おいしそうに見えたらしい。


「分かった分かった。酒は駄だ目めだが、チーズは食え」


　苦笑した骸骨が、別の皿へ取り分ける。


　ついで、猫屋敷が黒羽へと訊いた。


「社長はどうしました？」


「えーと……いつきくんは、まだ目を回してます。さっきホテルの備え付けのハーブティーを出したんですけれど、それ一口飲んだだけで、すぐまたぱたんって。あ、ジェロームさん、わざわざハーブをありがとうございました」


「いやいや気にせんでよろしい。お客にサービスするのはホテルの務めだ」


　にやけた声で、骸骨が一礼する。


「私には、そんなサービスなかったですけど」


　猫屋敷が冷ややかな目つきで言った。


「昔からジェロームさん、女の子には甘かったですよね」


「人聞きの悪い。だいたい、先代の〈アストラル〉は女っ気が無さ過ぎたわ！」


　一いつ喝かつして、骸骨が胸を張る。


　そのときだった。


「……こんばんは」


　と、ホテルの扉とびらが開いたのだ。


　そこから覗いたのは、魔ま女じよのとんがり帽ぼう子しであった。続いて、滑なめらかな闇やみ色のマントが、最後にねじくれた樫かしの杖つえが現れた。白い肌はだと蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは、それらの呪物フエテイシユを統すべる冬の国の女王を想起させた。


「おや、穂波さん」


「穂波お姉ちゃん、おかえりー！」


　猫屋敷とみかんが、ふたりして振り返る。


　その声へ、穂波も意外そうに顔をあげた。


「わ、みんな、なんでロビーで集まってるん」


「いえその、みかんちゃんがチーズの匂においにつられちゃって……」


　申し訳なさそうに黒羽が言い、フォークを掲かかげたみかんが満開の笑え顔がおになった。


「うん！　このチーズ、すっごい美味しい！」


「……そりゃ仕方ないなあ」


　その様子に、穂波も唇くちびるをほころばせた。


　慣れた〈アストラル〉の風景だけに、おおよその事情をすぐさま理解したらしい。


　そして、骸骨の方へ向き直った。


「お久しぶりです。ジェロームさん」


「おお、ちょうど一年ぶりじゃの。ケルト魔術のレポートをまとめて以来か」


「あのときにはお世話になりました」


「……そんなかしこまらなくてもよかろうに。ほれ、もう少し砕くだけて、俺のところで資料とか調べていかんか？」


「〈学院〉では、女の子がジェロームさんのところで調べものをする場合の、注意事じ項こうをまとめてるそうですよ。第四級危険地帯への指定も考えてるとか」


「なな、なんじゃと！　くうっ、なんという誹ひ謗ぼう中傷！　老人のいたいけな心をもてあそびおって！」


「老人がいたいけな心を持つのが間ま違ちがえてます。ジェロームさん、いたいけって日本語では『幼い気分』って書くんですよ？」


　さっくりと穂波がかわす。


　こちらも知り合いだけあって、馴な染じんだ空気ではあった。


「じゃあ、あたしもチーズをもらおかな？」


「……どいつもこいつも人の秘蔵品ばかり狙ねらいおって」


　老人の歯は軋ぎしりをよそに、微び笑しようした穂波とみかんと白虎がそれぞれにチーズをつまむ。朱雀はぺろぺろとワインを舐なめ、新たに炭酸水ペリエの瓶びんも開けられた。


　和なごやかに、ロンドンの夜が更ふけていく。





　──しかし。





〈ホテル・リンボ〉の扉を開いたあの一いつ瞬しゆん。


　穂波の横顔へ落ちていた暗い影かげには、結局、誰だれも気が付くことがなかったのだった。





　　　　４




　──夢を、見た。





　遠く、時間も場所も離はなれた、ある屋や敷しきの夢だ。


　ひびの入った壁かべには何重にも蔦つたが絡からみ、打ち捨てられた庭には枯かれた薔ば薇らや石像を押しのけ、ねじくれた雑草が伸のび放題となっていた。周囲の森のせいで昼なお暗く、夕暮れともなると伸びた影と緋ひ色いろによって、ことさら不気味に彩いろどられる廃はい墟きよ。


　ちょうど、このホテルと似た感じだった。今いま更さらになってこんな夢を見たのも、そのちょっとした共通点のためかもしれなかった。


　つまり、こう呼ばれていたのだ。


〈幽ゆう霊れい屋敷〉、と。


（…………）


　いつきは、見ている。


　長い廊ろう下かの中央で、倒たおれている自分。


　声もなく、指一本も動かさず、ひょっとすると息もしてないんじゃないかという、小さな自分。母親代わりの叔母おば（ああ、当時は本当に母親だと思っていたのだ）が縫ぬってくれたアップリケも、見る影もなく汚よごれてしまっていた。


　幼よう稚ち園えんの頃ころだ。


　それは、ハジマリ。


　いつきが、この眼めになったときの風景。


　横たわった自分の傍かたわらには、彼女が座っている。


『ごめんなさい……ごめんなさい……』


　膝ひざをつき、座り込んだまま、少女は泣いている。


　喉のどを嗄からし、目を腫はらし、赤くなった頰ほおを何度も何度も擦こすりあげている。夢見るいつきの方がもういいよと言いたくなるぐらいに、少女はずっと謝っていた。


　今は、彼女が誰か知っている。


（穂波……）


　穂波・高瀬・アンブラー。


　当時から魔ま術じゆつを学んでいた少女は、つい好こう奇き心しんから、〈幽霊屋敷〉へいつきを誘さそってしまったのだ。その結果として、いつきは今のような眼帯をすることになり、穂波は後々まで残る傷を心に負った。


（……そう、だ……）


　茫ぼう洋ようと、いつきは思う。


　いまだに記き憶おくははっきりしないけれど、穂波はずっと悔くやんでいたのだ。自分のせいで伊庭いつきがこういう眼になってしまったのだとそう思って、ずっとずっと少年を癒いやす方法を探してきた。どうやっても自分を許せなくて、一時は〈アストラル〉から離り反はんさえした。


　だから、いつきは、この眼のことを『ふたりの傷』だと言った。


　自分だけの傷でもない。


　穂波だけの傷でもない。


　ふたりの傷なのだと。


（……今は……どうなんだろう……）


　あれから、半年以上の時間が経たった。


　学生である自分たちが変わるのには、十分すぎるほどの時間。


　実際、いつき自身だって大きく変わっている。隻蓮から武術を学び、いくつもの事件と出会い、今はこうしてロンドンまで来ている。自分ではよく分からないけれど、考え方や感じ方だってきっとそれなりに変わっているだろう。


　ならば、今の彼女は、どう思っているのだろうか？


　いつきの眼のことを、かつての事件のことを──あるいは今の伊庭いつきのことを、どんな風に感じているのだろうか？


（僕は……）


　いつきは、考える。


　だけど、考えた端はしから、思考が曖あい昧まいになっていく。


（僕は……）


　思考が鈍にぶく、やがて光が広がって──





『これが……伊庭いつきのハジマリで、アンブラーの名を継つぐ魔女との出会いかね？』





　突とつ然ぜん、異質な声が夢に割り込んだのだ。


　知らない声だった。


　知らない気配だった。


　しかし、いつきには分かった。


　これは、少年の夢に侵入してきたのだ。


　はっきりとした違い和わ感が、そのことを確信させた。胃いの腑ふに石でも詰つめ込まれたような異物感が、夢全体をぎしぎしと軋きしませていた。





【見ロ……】





　ぎちり、と右目が喋った。


　妖精眼グラム・サイト。


　少年の右眼は、極度に特異な呪じゆ力りよく、強大な呪力にのみ反応する。


　つまり、いつきの夢に侵しん入にゆうした者をそれだけの相手と認めたということだった。過去、個体で反応した数少ない対象──吸きゆう血けつ鬼きに匹ひつ敵てきするほどの！


（だ、れ……？）


　目の覚めるような、鮮あざやかな蒼あおのスーツ。椅い子すに座り足を組んでいる。黄金とも見み紛まがう金きん髪ぱつをオールバックにしており、そのたたずまいと反比例した猛たけ々だけしさが、男を静かな獅し子しのように見せていた。


　しかし……顔だけははっきりしない。


　これは夢なのだ。


　夢の法則にのっとって、印象以上の細部までは判然としなかった。


『私が誰だれか、というのはさしたる問題ではない』


　淡たん々たんと、男が告げた。


　その様子も、王者を思わせた。それも王権神授の時代。神より権けん威いを与あたえられた尊きもの。


　アディリシア・レン・メイザースが生まれながらの貴族であれば、この男は生まれながらの王であった。高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユなどよりも、他人を従え、屈くつ服ぷくさせ、効率的に運用することを重視する生物であった。


『問題は、君の眼であり、君のハジマリであり、君が何を求めるか、だ』


（僕が……何を……求めるか……？）


　朦もう朧ろうとした意識で、いつきが思う。


　男が言っている意味は分からないが、共感する何かは胸の中にあった。この一年、まがりなりにも〈アストラル〉とともにいて、得た何か。


『そう、考えなくてもいい。それが本当に求めるものなら、答えはすでに君の中にある』


　男が、近づく。


　息のかかりそうな、心音が聞こえそうな、至近距きよ離り。


【見ロ。視みロ。観みロ──！】


　右眼の絶ぜつ叫きよう。


　機械の警告音アラームにも似て、脳をつんざく。


『その答えを──解体させてもらおう』


　まるで、名医の持つメスのように、男の指がいつきの胸むな元もとに突つきたてられて──








「──うわああっ！」


「あ、社長やっと起きた」


　カーテンを開いて、少女がこちらを振ふり向く。


「え──?!」


　いつきもまた、ベッドのシーツを跳はねとばしたまま、そちらを窺うかがった。


　栗色の髪かみに、きらきらと朝の光が反射している。


　この国の淡あわい光は、穂波の髪や肌はだとよく似合っていた。両親から受け継いだのだろう特質は、もうひとつの故郷とあいまって、なおさらその美しさを増すようであった。


「穂、波……」


　ぼんやりと、その名を呼んで、すぐにいつきは頭を押さえた。


「変な夢でも見たん？」


「……あ、うん、そうかも……しれない」


　ぼやけた頭で、いつきは小さくうなずく。


　確か、最初はあの〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉の夢だった気がする。その途と中ちゆうで、何かおかしな夢と混ざって……誰かに出会って……


　あれは……誰だった？


　そもそも、誰かと出会ったりしたか？


「えっと……どうだっけ……」


「仕方ないなあ」


　呆あきれ半分な声とともに、緑の色彩が突きつけられた。


　すると、爽さわやかな香かおりが鼻び孔こうを抜ぬけた。


　その香りは、あたかも邪じや気きを払はらう箒ほうきのように、いつきの脳にわだかまっていた悪夢の残ざん滓しを一いつ掃そうせしめたのである。


「うわ──」


「目覚めのハーブ。少しはマシやと思うけど」


「う、うん。すっと頭が軽くなった」


「よかった。効かなかったら、魔女術ウイツチ・クラフトの沽こ券けんにかかわるもん」


　微び笑しようして、穂波が言う。


　すっきりした頭で、その微笑を眺ながめ、


「……え？」


　と、ようやく現状にいつきは思い至った。


「えええええ！　こ、ここ、僕の部屋だよ！　なな、なんで穂波がいるの?!」


「そりゃまあ、私が入れたからですが」


　声は、隣となりのベッドからかかった。


　マットの上に座り、朝っぱらから四匹ひきの猫ねこと戯たわむれている猫屋敷である。何故なぜだか、四匹の内朱雀だけがやたらべろんべろんと酔よっぱらいみたいな動きをしているが、昨夜何かあったのだろうか。


「……あ」


　とまれ、やっといつきも納なつ得とくした。


　もとより、貧びん乏ぼう続きの〈アストラル〉だ。


〈協会〉から旅費は出ているものの、雑費やあれこれを考えれば、潤じゆん沢たくな旅行とは言い難がたい。結果、少しでも滞たい在ざい費ひを浮うかせるため、いつきと猫屋敷は相部屋となっていたのだった。


「分かった？」


　念を押すように、穂波がこちらに顔を突き出した。


「う、うん」


「ならさっさと起きてくれへん？　〈ゲーティア〉から車を回してもらったからね」


「へ？　車？」


　すると、猫屋敷が言葉を継ついだ。


「ええと、昨日、穂波さんに〈学院〉に行ってもらったのですけどね。なんでも、是ぜ非ひ社長に会いたいっていう人がいるとかで」


「まあ、そういうわけ」


　穂波がいつきを見て、くすりと笑った。


　まるでいたずらっ子みたいな、ほくそ笑えみである。


「な、何？」


「なんでもあらへん」


　さらりとかわす穂波に、なんだか嫌いやな予感がした。


「じゃ、じゃあ猫屋敷さんは？」


「私は行くところ多いですからねー。それに、社長にはそろそろ独自のコネクションを獲かく得とくしていただかないと。幸い、〈学院〉は教育機関として名目上中立を保ってますから、実に好都合です。──あ、黒羽さんとみかんさんは借りておきますね」


「え、ええっ、じゃあ穂波とふたりだけ……?!」


　言いかけて、突とつ然ぜん、いつきは停止した。


　急に、空気が冷えたのだ。


　初夏とは思えぬ、圧あつ倒とう的な冷気。コンマ数秒でホテルの部屋が氷河期に変わりそう。


「…………っ」


　ぎりぎりと首さえ軋きしませて、いつきが振ふり返る。





　そこに、魔ま女じよが立っていた。





「──あたしとふたりやったら、なんか不満なわけ？」


　いつもと変わらぬ声で、いつもと変わらぬ微笑を浮かべ、穂波が訊きいた。


　それはもう、不自然なぐらいいつもと変わらぬ態度だった。


「い、いやその、不満とか、そういうのじゃ……まったくないんだけど……」


　だらだらと、少年の頰ほおを冷や汗あせが垂れていく。


　四し肢しは強こわ張ばり、心臓が高鳴る。身体からだが内側から凍こおりつく。


　まるで、美しい猛もう獣じゆうの前に放ほうり出された気分だった。いや、まだしも猛獣の方がマシだと、いつきは確信する。


　しかも、





「……あら、それはそうでしょう？」





　もうひとりの魔女が、部屋の扉とびらから現れたのである。


「ホナミとふたりだけだなんて、それはどんな殿との方がたでも怖おそれおののくと思いますわよ」


「──アディリシアさん」


　啞あ然ぜんと言って、すぐいつきが息を飲んだ。


　ガチガチと、奥歯まで嚙かみ合わなくなる。


　この事態は、予想してしかるべきだったのだ。


〈ゲーティア〉から車を回してもらった、と穂波は言っていたのだから。


「アディ、それどういう意味？」


　静かに、穂波が振り向いた。


　級友にしてライバルを迎むかえ、その瞳ひとみはますます恐おそろしさを増す。


「もちろん、言葉通りの意味ですわ」


「ふうん、それはもちろん自分自身も含ふくめてのことやろうね？」


「あら、そんな必要はないでしょう？　少なくとも、私は殿方に怯おびえられた覚えなんてありませんけれど」


「ふうん？　はじめて社長に会ったとき、七十二の魔神まで使って脅きよう迫はくしてたんはどこの誰だれやったっけ？」


「っ──！　そんな古い話まで持ち出して！」


　ふたりの間で、吹ふき荒あれるのは呪じゆ力りよくの嵐あらし。


　先の穂波が氷河期を引き起こしたなら、この場に出現したるは地球原初の光景か。ぐつぐつと煮にえたぎる、赤い溶よう岩がんの海をいつきは幻げん視しした。迂う闊かつに投げ込まれれば、人生をコアセルベートからやりなおす羽目になりそうな……！


「ちょ、ふ、ふたりともこんなところで……！　猫屋敷さん……って、いつのまにか白虎たちと一いつ緒しよに消えてるし！」


　眼帯を握にぎりしめ、心底からいつきは叫んだ。





　無論。


　そんなことで、このふたりが止まるはずもなく──間かん一いつ髪ぱつ、絶ぜつ叫きようを聞いた黒羽とみかんが駆かけつけたときは、それぞれが互たがいの秘術を繰くり出そうとするその刹せつ那なだったのである。





　　　　５




　そうこうして、いつきたちは〈学院〉へ向かっていた。


「…………」


「…………」


　同じ車内にいながら、穂波とアディリシアは絶賛冷戦状態である。


　広いリムジンのおかげで圧あつ迫ぱく感は感じないのだが、それでも凄すさまじく居い心地ごこちは悪い。ロイヤルスイートルームで、頭の両側から機き関かん銃じゆうを突つきつけられていれば、こんな感じになるだろうか。


　車は、郊こう外がいの道を辿たどって、ロンドンの南東へと走っていった。


　近くには、有名なグリニッジ旧天文台が在するあたりだ。首都の空気事情のため、一九四九年に天文台としての役目は終えたが、子午線のゼロ地点に設けられた──つまり西半球と東半球の境目に建てられた建築物であるという、その魔術的意味は欠片かけらも損そこなわれていない。


〈学院〉がこの土地を選んだのも、それが関係しているのだろうか。


　やがて、


「──そろそろ、〈学院〉の敷しき地ちですわね」


　森の一角へ差し掛かかったとき、そんな言葉をアディリシアが呟つぶやいた。


「あれ……？」


　と、いつきが眼帯に触ふれた。


「どうかしましたの？」


「なんかその……呪力とかは感じないんだけど……妙みように近寄りにくいっていうか……」


「ああ、それも魔ま術じゆつですわ」


「でも、呪力は……」


「あらあら」


　すると、くすくす、とアディリシアが唇くちびるを押さえたのだ。


「イツキ。魔法というのは、何も呪力を使った本物の魔法だけを指すものじゃありませんのよ？」


「え？」


　きょとんと目を開いたいつきへ、アディリシアはゆっくりと話す。


「いちいち呪力を使っていては、いつ呪波汚お染せんが起きるかも分からないでしょう。だから、〈学院〉の結界は、人間の心理的な効用も利用してつくられているの。──つまり、無意識のうちになんとなく近寄りたくなくなるような道のカタチや、樹木の枝ぶりといった具合にね」


　走行中に垣かい間ま見える、木々のひとつひとつを指さして、アディリシアが言う。


　だからこそ、一流の魔法ということもできるだろう。


　たとえ魔術に頼たよらずとも、魔法使いは魔法使いたりえる。その証しよう拠こを、今いつきは見せられていたのだった。
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　そして、今のアディリシアは言外に伏ふせたが、おそらく呪力を通したならば、それらの結界はまったく違ちがうカタチを見せるのだろう。偽いつわりの魔法と、本物の魔法。〈学院〉の敷地は、その二段構えを備えていたのだ。


（本場の……魔術集団……か）


　いつきは、なんとなくネクタイの結び目を押さえた。


　強大な魔術集団の土地へ至るのは、これが初めてではない。


　四ヶ月ほど前、みかんの故郷である葛城家の土地に着いたときも、いつきは身体からだの異状を感じた。ねっとりした粘ねん性せいの空気は、あらゆる他者を寄せつけず、かつ近づいてきたものを自分たちの呪力で染め上げようという、そんな意志を秘めていた。


　だけど、今回は、そのときの感覚ともまったく違う。


　外部と隔かく離りしようという意識はあるが、あくまでトラブルを避さけるための、必要上の処理でしかなかった。


　それは、西せい欧おうと日本の魔術集団の違いか。


　それとも、中立の教育機関である〈学院〉に特有のものなのだろうか。


「…………」


　ふと、隣となりを窺うかがう。


　穂波は、複雑な顔をしていた。


　アディリシアとの冷戦もあるが、それとも異なる表情だった。


「穂波……？」


「ん？　何、社長？」


　少女が振ふり返る。


「どうかした？　なんか……ずっと、考え事してるみたいだけど」


　それが、気にかかっていたのだ。


〈学院〉自体に悪感情を抱いだいているようではない。むしろ、懐なつかしい土地に帰ってきた喜びだって感じる。


　なのに、どこかしら憂ゆう鬱うつな、いつまで経たっても消えきらない影かげを、〈学院〉から帰ってきた穂波は漂ただよわせていたのだ。


「あたしは……」


　口を開きかけ、少女はかぶりを振った。


「……なんでもあらへん。気のせいやろ」


「…………」


　アディリシアも、一瞬、何かを言いかけたが、これは自分で取りやめた。他人の口出しするようなことではないと、そう考えたのかもしれなかった。


　数分すると、急に霧きりが出てきた。


「霧……？」


「今度は、呪じゆ力りよくの霧や」


　穂波が言う。


「迷いの霧。あたしの魔女術ウイツチ・クラフトとも同系統の術。ほら、〈竜りゆう〉の事件のときにも似たようなことあったやろ？」


「あ……」


　いつきの顔が蒼そう白はくとなった。


〈竜〉の事件のときの霧は、忘れられない。


　あの霧を吸った人間が片かた端はしから眠ねむりに落ちていったのだ。結果、布ふ留る部べ市の人口のほとんどは昏こん睡すい状態に陥おちいり、その最さ中なかに、実体化マテリアライズした〈竜〉が街中を暴れ回ったのである。


「心配せんでも、あんなことは起きへんよ」


「そ、そう……？」


　ごくり、と唾つばを飲み込む。


　思い出しただけで、少年の心臓は喉のどからこぼれ落ちそうになっていた。〈竜〉だけに限らず、もうひとりの妖精眼グラム・サイト──ある青年のことも含ふくめて、いつきにとっては最も重大な事件だったのだ。


　何度か深呼吸して、気を落ち着ける。


　その内、霧の向こうに、瀟しよう洒しやな建物が見えてきた。


　最初に見えたのは、蔦つたの絡からまる白いチャペル。続いたのは、そのチャペルを中心にして寄り添そう、古式造りの塔とうと洋館の集まりだった。どの洋館の屋根も特とく徴ちようのある色彩と紋もん様ようで塗り分けられ、回転する風見鶏どりは蜥蜴とかげや一いつ角かく獣じゆうに姿を変えていた。


　ある煙えん突とつからは虹色の煙けむりが噴ふき出し、ある窓からは青い燐りん光こうがこぼれている。


　気がつけば、窓の隙すき間まから忍しのび込んでくる霧にも、淡あわい香かおりがついているようだった。


　時には硫い黄おう、時には薔ば薇ら、時には得体も知れぬ薬やく剤ざい、とらえどころもなく変化し続けるそれは──まさしく、魔ま術じゆつの香りだった。


（これが……〈学院〉……）


　穂波やアディリシアの学んだ、魔法使いの教育施し設せつ。


　いつきの感想を待たず、その〈学院〉の正門へと、リムジンは吸い込まれていったのであった。








　車を降りてすぐ、いつきはまったく違う印象を抱くようになった。


「な、なんか……すごい視線を感じるんだけど……」


　敷しき地ちに、人の数は少ない。


　むしろ、ほぼ皆かい無むといってもいい。少なくとも見み渡わたせる範はん囲いでは、誰だれひとりとして見あたらなかった。


　なのに、塔や洋館のあちこちから視線を感じるのだ。


　数多くの窓から、あるいは扉とびらの隙間から、こちらを窺うかがう視線が肌はだに突つき刺ささる。


「それはそうでしょう。今回の〈アストラル〉の審しん議ぎ、ここの生徒や教師にとっても大いに興味あるところでしょうし」


　金きん髪ぱつをかきあげ、アディリシアが口を開く。


「加えて言えば、私とホナミへの視線もありますわね。私が〈学院〉に来るのは一年半ぶりになりますけれど、あまりここは変わってません」


　少女の口調は、ひどく慣れたものだった。


　こうして注目を集めるのは、一度や二度ではなかったらしい。むしろ、心地ここちよいシャワーでも浴びるように、淡い微び笑しようさえ浮うかべてみせる。


「そういえば、有名人だって言ってたっけ……」


　いつきが言った。


　穂波とアディリシア。


　このふたりの少女は〈学院〉でも首席を相争っていたと、そんな話をいつきも聞いたことがあったのだ。


「結局、ふたりとも中退やけどね」


「そんなところまで似なくてもよろしかったのに」


　アディリシアが、可か憐れんな唇くちびるをかすかに尖とがらせる。


　案外、自分の経歴についた中退という文字を、無念に思っているのかもしれない。そういううところでも完かん璧ぺき主義を貫つらぬく少女ではあった。


　くすり、と穂波も微笑ほほえんだ。


「別にええやん。〈学院〉の生活がどうやったって今いま更さら影えい響きようがあるわけ違ちやうし」


「学がく閥ばつというものもありますわ。こちらでの交こう渉しようごとには、それなりに有用ですのよ」


　ふたりして、軽口を叩たたき合う。


　ようやく冷戦が終わったらしい。


　喧けん嘩かと融ゆう和わ。小こ競ぜり合いに一時休戦。


　淡い霧の中、ふたりの学園生活は、ずっとこんな繰くり返しだったのかもしれない。


（……オルトくんも、こんなのを見てたのかな？）


　ふと、同じ〈学院〉に在ざい籍せきしていた新入社員のことを思い出したとき、洋館のひとつから声がかかった。


「穂波くん！　アディリシアくん！」


「あ、マクレガー先生」


　穂波が、名を呼んだ。


　洋館のひとつから、山高帽ぼうの男が走ってくる。


　年ねん齢れいは、五十代半ばといったあたりだろうか。立派なコールマン髭ひげをたくわえ、短い杖つえを持った老ろう紳しん士しであった。


　皺しわ深い両手を広げ、実に大げさな身み振ぶりで、いつきに話しかけてくる。


「おお、これが噂うわさの〈アストラル〉社長！」


「ええっ。し、知ってるんですか。そ、そうだ。挨あい拶さつを──」


　猫屋敷に言われたことを思い出し、けなげにもスーツの懐ふところから名めい刺しを出そうとする。


　しかし、相手の方がはるかに早はや業わざだった。


「では、失礼を！」


　目を丸くしたいつきをよそに、マクレガー教授は、いきなりスーツの懐から小さな器具を取り出したのだ。


　メジャーである。


　巻き取り式のそれをぴいいいっと伸のばし、ぺたぺたと少年の身体からだを触さわりながら、なにやら怪あやしげな計算を始めたのである。


「ちょ、ちょっと、あの、その……！」


「ふむ、身長と体囲は日本人としては標準的。いや、やや小さめかな？　伝承から算出した、妖精眼グラム・サイトの保持者の成長データが信用できるなら、これも符ふ号ごうはする。それともこの場合、重要なのは視覚情報を処理する頭ず蓋がいの形か？　眼球の大きさも測りたいところだが……この場合、火星から木星の距きよ離りに人体を対応させて……」


　腰こしや胸にとどまらず、教授のメジャーはいつきの頭や首にも巻かれていく。


　あげく、おかしな形の物差しまで当てられて、目玉や喉のど仏ぼとけの大きさを測られる。その測り方と目つきがあまりに熱意に満ちあふれていて、びしっ、びしっ、びしっ、とありえない音まで聞こえるようだった。


「ほ、穂波！」


　助けを求めて、いつきが首をめぐらせる。


　しかし、当の少女は額を押さえ、ためいきをついたきりである。


「ごめんな社長。そうなると、マクレガー先生、気がすむまでおさまらへん。悪いけど好きにやらせてあげて」


「う、噓うそ！　穂波、口元が笑ってる！」


「そんなん気のせいや。人聞きの悪いこと言わんといて」


　答えながら、少女の肩かたがくつくつと震ふるえた。


　その反応で、ぴんと来た。


「じゃ、じゃあ、是ぜ非ひ僕に会いたいって言ってた〈学院〉の人って──」


「もちろん先生に決まってる。ホント、ごめんね。マクレガー先生はあたしの恩師やから、無下に断るってわけにもいかんかったし……」


　一応、悩なやんだふりだけはしてみせる。


　が、お人ひと好よしに筋金が入ったいつきでさえ、明らかにふりだと分かるような棒読みであり、演技であった。


「ああー、肩震ふるえてる！　絶対笑ってるう──ってええっ、や、やめてください！　ふ、服まで脱ぬがさないでくださいいいい！」


　つい最前のホテルのときにも倍して。


　少年の悲鳴は、郊こう外がいの高い空まで響ひびき渡わたったのだった。
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　銀の蒸留器アレンビツクが、独特の唸うなりをあげる。


　哲学者の卵フラスコたちが、こぽこぽと虹にじ色いろの泡あわを吹ふき上げる。


　満たされし液体は飲用黄金か水銀か、はたまた錬れん金きん術じゆつ師したちが夢に見た柔やわらかなる石か。


　ずらりと並んだ硝子ガラス瓶びんのひとつには、まるまった蜥蜴とかげが入っており、ぎょろりとこちらを見つめてきた。それもまた、魔術でつくられた人工生物ホムンクルスの一種であると、穂波とアディリシアは知っていた。


　わずか十五平方メートルに完成した、異形の部屋であり、異質な世界。


　マクレガー教授の研究室であった。


「……おかげで満足したよ」


　ふむん、とマクレガーがため息を漏もらす。


　なんとも幸せそうな表情ではあった。椅い子すに座ったまま、コールマン髭はしなやかに反りかえっている。肌はだの艶つやさえ十歳は若返ったかのようだ。研究を続けている限り死なないんじゃないか、という噂も〈学院〉ではもっぱらである。


「社長は、終わった後もしばらく泣いてたけどね」


　穂波が、少し悪いことをしたというように、微び苦く笑しようする。


「ちょっとだけ同情しちゃいましたわ」


　これは、アディリシアも珍めずらしく同意した。


　いつきは、部屋の外で待たされている。


　穂波としてはひとりで待たせるのはやや不安だったのだが、〈学院〉の規則上、無関係の人間を研究室にいれるわけにはいかなかったのだ。一応、事情を考こう慮りよして、〈学院〉側からも案内をつけてくれるというので、仕方なく任せたものである。


　続けて、マクレガーが手元の資料を撫なでた。


「いや、妖精眼グラム・サイトのデータをこれだけ集められたのは、この百年に無いな。なにしろフィンくんはひたすら非協力的だったし、そもそも〈学院〉にもほとんど顔を出さなかったしね」


「…………」


　フィンの名前に、穂波が眉まゆを曇くもらせた。


　かの妖精眼グラム・サイトの青年が巻き起こした、〈竜りゆう〉の事件についてはマクレガー教授に話していない。〈協会〉も、あの事件については喧けん伝でんしてないようだった。フィンが〈協会〉に所属していたことを考えれば、〈協会〉自体の不ふ祥しよう事じでもあるわけだから、ある意味当然だったろう。


　それより、今は大事なことがあった。


「ともあれ、ありがとうございました」


　穂波が、頭を下げる。


「かまわんさ。こちらとしても興味深い研究だ。──必要なのは、妖精眼グラム・サイトを抑よく制せいする方法だったね」


「はい」


　穂波と……アディリシアも、強くうなずいた。


　いつきに〈学院〉まで来てもらった、それが最大の理由だった。


　妖精眼グラム・サイト。


　少年を徐じよ々じよに蝕むしばみつつある、呪じゆ的現象。


　最近でこそ、呪波汚お染せんなどの副作用は落ち着きつつあるが、それは少年の身も心も妖精眼グラム・サイトに馴な染じんできているということにほかならない。完全に蝕まれたとき何が起こるか、それはこのふたりの魔ま女じよをしても分からなかったのだ。


　ゆえに、穂波もアディリシアも、この治ち療りようを最優先事じ項こうとしたのである。


「あの眼帯が、一応の封ふう印いんにはなっている。確か、あのヘイゼル・アンブラーと隻蓮と──ユーダイクス・トロイデの合作だったか」


「はい。ユーダイクスさんはそう言ってました」


　先代〈アストラル〉に在ざい籍せきしていた錬金術師の名である。


　かつて、自らつくりだした人工生物ホムンクルス・ラピスとともに今代〈アストラル〉へ挑いどんだ彼は、いくつかの助言を残していた。


　眼帯の情報。


　伊庭司つかさについて。


　そして──もうひとつ。


　思い出しながら、穂波が言う。


「もうひとつ、お願いが」


「ああ。昨日言っていたことだね」


「はい」


　うなずいて、穂波は一冊の平へい凡ぼんな大学ノートを取り出したのだ。


　マクレガーの瞳ひとみが、鋭するどい光を帯びた。


「それが……先代〈アストラル〉社長、ツカサ・イバの源書（オリジナル・グリモア）かね？」


「はい。ユーダイクスさんは、ここに妖精眼グラム・サイトの情報があると言ってました」


　源書（オリジナル・グリモア）。


　魔法使いにとって、あらゆる魔術書や情報はそれだけでは意味をなさない。


　魔法使いに流れる血、才能、特質、環かん境きよう、個性──いくつもの因子によって、魔法の成立する条件は変化するからだ。まったく同じ術式をもって、正反対の現象をもたらすことだって、珍しいことではないのである。


　だからこそ、魔法使いは自分だけオリジナルの魔術書を持つ。


　既き存そんの術式を検討し、時には大だい胆たんに、時には繊せん細さいに手を加え、まったく新しい魔術書を織り上げていく。そういう行こう為いを経ることによって、自分の中にひとつの世界システムをつくりあげていくのだ。


　これが、『源書（オリジナル・グリモア）』であった。


「多くの源書（オリジナル・グリモア）は、その秘ひ奥おうを他所に漏もらさないよう暗号や隠かくし文字を使っているのが常道だがね。だとしても、まさか、君たちふたりがそろって読めないとはな」


　マクレガーが、軽くこめかみを叩たたく。


「っ……最初は、半年もあれば読めるかと思ったんですけれど」


「私も……こんな複雑な魔術書グリモアは初めてですわ。ちゃんと読解できたつもりが……それではまるきり魔術の初歩しか触ふれてなくて」


　穂波とアディリシアがふたりして、屈くつ辱じよくに唇くちびるを震ふるわせる。


　まさしく、彼女たちからすれば屈辱であったろう。〈学院〉の首席を奪うばい合い、自分こそが最高の魔女との誇ほこりを持つふたりである。


　いかに恩師といえど、本来なら、他人に頼たよることなど考えもすまい。


　それでも、なお頼らざるを得ない理由があった。


　つまり……どちらにとっても、あの少年はそれだけの意味を持っているということ。


（……ふむ）


　面おも白しろそうに、マクレガーがコールマン髭ひげを撫なでた。


「君たちが読んだところまでの結果はあるかな？」


「はい、こちらです」


　アディリシアがうなずくと、後ろまで持ってこさせていたレポート用紙を、次々と机の上へ重ねていく。


　優に、座ったマクレガー教授の頭ぐらいまでの体積があった。


「よくもまあ」


　と、老ろう紳しん士しが目を丸くする。


「これだけの暗号解読法を思いつくだけで大変だろうに」


「どちらかというと、それだけ思いついて、結局解き明かせなかったのが恥はじですわ」


　鼻を鳴らしたアディリシアに、マクレガーが苦く笑しようした。


「よろしい。できるかぎり、やってみよう。代わりに、妖精眼グラム・サイトに関係しない論考は、私の論文にも使ってかまわないかな」


「もちろんです」


　穂波が首しゆ肯こうする。


　一応の契けい約やくがこれで完かん了りようしたことになる。互たがいが魔法使いであれば、略式の口約束とはいえ十分な効力を発揮する。


　それから、ふと思い出したように、マクレガーが尋たずねた。


「〈アストラル〉の審しん議ぎ、どこで行うかは聞いたかね？」


「いえ」


　ふたりが否定したことに、マクレガーは眉まゆをひそめた。


　ため息とともに、告げた。


「……会場は、〈学院〉のホールになったよ」


「なっ──！　どうしてですの？　〈学院〉は〈協会〉から独立した中立の教育・研究機関でしょう?!」


「…………」


　アディリシアが訊きいたが、穂波の方はかすかに息を飲んだきりだった。


　そちらに、老教授が目を向ける。


「穂波くん？」


「……なんとなく、そうなるんやないかと思ってました」


「どうして？」


　マクレガーの問いに、一いつ瞬しゆん躊躇ためらった後、穂波はこう答えたのだ。


「昨日、この〈学院〉で、あの人を見ましたから」


「…………」


　穂波の言葉に、マクレガーが沈ちん黙もくした。


「それって……」


　アディリシアの金きん髪ぱつが翻ひるがえり、隣となりの少女を向いた。


「アディも知ってるん？」


「オルトヴィーンから聞きましたわ。正直、半信半疑だったのですけれど……」


　魔女の唇が震えた。


　そういう相手だったのである。


　この、アディリシア・レン・メイザースが、名前を聞いただけでおののくような……。


「……よほど、〈アストラル〉に興味があるらしいね。まさか、ご自身で来られるとは思わなかった」


　マクレガーのため息は、研究室の薬やく剤ざい臭くさい空気にゆるく溶とけていったのだった。
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「……ひ、ひどいや穂波も、アディリシアさんも」


　研究室から離はなれ、いつきは庭園のベンチでうずくまっていた。


　七つの塔とうと十二の洋館からつくられた〈学院〉。それらの建物の間に点在する、小庭のひとつである。


　その庭もまた、魔ま法ほう使いの世界にふさわしい場所だった。


　螺ら旋せん状に植生された花々は仄ほのかな光を内側から放ち、とめどなく流れる噴ふん水すいからは、時折奇き怪かいな生物が跳はねていく。たとえトビウオといっても噴水には棲すまぬし、鳥の翼つばさが生えた魚など真っ当な世界には存在しないだろう。


　もっとも、少年にはそれを見るほどの余よ裕ゆうもない。


「痛ぅ～～～～……」


　右目を押さえ、さらに氷ひよう囊のうまでもらって、革かわの眼帯の上から冷やしている。


　いまだに、目がちかちかしていた。


　マクレガー教授にひたすら測定されまくったあげく、あれもこれもと大量の目薬を打ち込まれたのである。最後の方は、すでに薬というよりも硫りゆう酸さんとか塩酸に近かったと思う。ごぽごぽと怪あやしげな泡あわをたてまくる液体は、記き憶おくにも残しておきたくない。


（…………）


　でもまあ、ふたりの考えもなんとなく分かった。


　自分の、妖精眼グラム・サイトのことだろうと。


（……心配、させてるのかな）


　ちらりと思う。


　あのふたりからすれば、いつきのやっていることは無理無茶無む謀ぼうもいいところだろう。こうして、なんとか生き延びているのは、単なる偶ぐう然ぜん以外のなにものでもない。


　正体も知れない右目の『力』。


　定期的に穂波に治ち療りようしてもらい、この眼帯だって、一度は壊こわれたものを〈トリスメギストス〉のディアナに修復してもらっている。


　それでも、先は分からないのだ。


　いつき自身にも、この目を使い続けることで自分がどうなってしまうかは分かっていない。分からなくても、自分が少しずつ蝕むしばまれていくのだけは、はっきりと知覚できた。


　ゆっくりと、自分が自分以外になってしまう感覚。


「っ……」


　拳こぶしを握にぎりしめる。


　怖おそれはある。


　考えるだけでも、こめかみから冷や汗あせが伝う。


　ガタガタと奥歯が嚙かみ合わなくなり、頭のてっぺんから寒気が全身を支配する。


　しかし同時に、それでもこの右目に頼たよらねばならぬ瞬間もまた、少年のやり方だと存在してしまうのだ。


　以前、隻蓮は言った。


　伊庭いつきは妖精眼グラム・サイトから逃げることはできない。だから、全身全ぜん霊れいをもって立ち向かえ、と。


（どうやったら……いいのかな）


　氷囊を握りしめ、いつきは思う。


　自分が自分でありながら、皆みなを守れるだけの方法。


　この目に支配されず、頼り切らず、それでも戦えるだけの『力』。


　ロンドンに来て──〈アストラル〉が格上げされるかもしれぬという、そんなときだからこそ、なお強くいつきは思った。


　──と。


「ああ、君が伊庭いつき君か」


　不意に、声がかけられたのだ。


「はい……？」


　いつきが顔をあげ、目を細める。


　逆光の中に、ひとりの人ひと影かげが立っていた。


「あの、〈学院〉の案内の人ですか？」


「いや。受付で、君が来ていると聞かされてね。だったら、現実こちらでも、ぜひ一度お会いしておこうと」


　男臭くさい声。


（────っ？）


　勝手に、手元から氷囊が落ちた。


　いつきの精神こころよりも、身体からだの方がその声を覚えていたのだ。


　目の覚めるような、蒼あおいスーツ。黄金とも見み紛まがう、金きん髪ぱつのオールバック。そのオールバックがたてがみとも見えて、少年にあの夢のことを思い出させた。


　少年の夢に侵しん入にゆうした──獅し子しに似たたたずまいの男を。


「ああ、私の顔は知らなかったか、これは失礼」


　笑えみをこぼし、流りゆう暢ちような日本語とともに、人影は厚い胸むな板いたへ手をやった。





「〈協会〉の副代表──ダリウス・レヴィと言う。どうぞ、お見知りおきを」
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　『間章』




「……ふ、む」


　男は、多くの資料を前に呻しん吟ぎんしていた。


　この数日で、魔術界のもっぱらの噂うわさとなっている──〈アストラル〉の審しん議ぎのためだ。


　男もまた〈協会〉から選ばれ、審議を委ゆだねられたひとりだった。正直に言えば、引き受けた当初は、評判の案件に関かかわることで、自分の名声を高められるかとも思っていたのだ。


（……だが）


　と、男はため息をついた。


　調べれば調べるほど、この〈アストラル〉という組織は分からなくなる。


　複数の魔ま術じゆつ系統を持つというだけで評価が難しいのに、二代目首領を擁よう立りつして以降、この一年に関わった事件が多すぎるのだ。これで格上げを審議するとなれば、いかに老練したロンドンの魔法使いたちといえど、至難を極きわめよう。


　いや、〈アストラル〉だけではない。


〈アストラル〉の提てい携けい相手である〈ゲーティア〉からして、現状の評価が定まらないのだ。


　──〈ゲーティア〉。


　魔術結社の格付けが現行のものとなって以来ＡＡＡトリプルＡクラスより落ちたことのない名門中の名門結社。


　しかし、この一年に限って言えば、不ふ祥しよう事じが重なっていた。


　先代首領オズワルドの突とつ然ぜん死しを筆頭に、あいつぐ高こう弟ていの死や離り反はん。しかも、現当主がわずか十七歳の少女となれば、本来は格付けが落とされないほうがおかしい。


　だが。


　同時に、この一年の業績もまた目覚ましいものがあったのだ。


　布留部市に起きた〈竜りゆう〉事件の解決。


　鬼おにの事件の援えん助じよによる、葛城家からの後あと押し。


　現当主──アディリシア・レン・メイザースにしてからが、すでに至上の四柱の喚かん起きに成功し、オズワルドや初代のソロモン王に継つぐ、七十二の魔神全喚起の可能性すら目されている。


　これだけの業績と不祥事がせめぎあえば、〈アストラル〉同様、〈協会〉の上層部をしても一律の判断は不可能だ。


〈アストラル〉ともども、こうしてロンドン本部にまで招しよう聘へいされたのは、しかるべき理由があったのである。


「……やれやれ」


　難しい顔になって、男はソファに埋うもれた。


　思考を整理し、手元に置いていたパイプを取る。火皿チエンバーに煙草たばこを詰つめ、パイプ全体を焦こがすように火をつけて、口の中に思い切り煙けむりを取り込む。


　そうしながら、


（……猫屋敷を待つか）


　と、考えた。


　先代〈アストラル〉から所属している陰おん陽みよう師じと男とは、一応のつながりがあった。


　審議の一いつ端たんを委ねられたのも、そうした事情を考こう慮りよしてのことだろう。


（それに……）


　煙を吐はき出しながら、男の視線が資料の一点へ落ちる。


　気になることがあった。


〈アストラル〉の複数の事件に垣かい間ま見える、同一の名前。どの事件についても、直接関係はしていない。だが、それだけに、続けてあがってくることが不気味ではあった。


　こればかりは、直接尋たずねてみなければ、詳くわしいことは分かるまい。


「…………」


　考え事をする内に、少し眠ねむっていたのかもしれない。


　それでも、男は一流の魔法使いといえた。耳じ朶だを直接叩たたく、ある音にすぐさま気がついたのだから。


　呪的警報マジツク・アラーム。


　家の周囲に仕し掛かけておいた、魔術による警報が反応していた。


「……誰だれだ？」


　パイプの葉を落とし、同時、指に並べられるのはカバラの護ご符ふ。


　西洋において最も基本とされる魔術系統が、男の修めた学問であった。


　猫屋敷なら、呪的警報の対象から外してある。なのに反応するということは、断りなく侵しん入にゆうしようとする──しかも魔法使いに違ちがいない。


　身構え、十分な準備を整える。


　やがて、扉とびらが開いた。


　現れたのは、ひどく巨きよ大だいな男であった。


　大おお柄がらと言わず、巨大と言ったのはその身長ゆえだ。


　長身も、二メートル近くなれば、もはや巨身というほかなくなる。その肉体を純白のインバネスが覆おおい、岩のような猪い首くびの上には奇き怪かいな仮面をつけていた。


　ざわざわと長い髪かみを下ろしたその狭はざ間まに──人骨を模した、不気味な仮面を貼はり付けていたのである。


「……だな」


　ぎこちない声があった。


　自分の名前が呼ばれたと気づくのには、数秒かかった。鉄と鉄を擦こすり合わせるような響ひびきは、人の声というよりも、からくり仕掛けのそれを思わせた。


　瞬しゆん間かん、男は愕がく然ぜんと息を飲んだ。


　そんな『存在』に心当たりがあったのだ。


　ちょうど今、資料の中にあった……ある錬れん金きん術じゆつ師しの名に。


「お前、まさか……っ？」


「その魔ま法ほう……もらいうける」


　おぞましい響きとともに、人ひと影かげは傲ごう然ぜんと歩み寄ってきた。










第２章　魔法使い殺人事件




　　　　１




　──ロンドン中心部。





　いつも観光客でにぎわう広場ピカデリー・サーカスから、やや北東にずれた中ちゆう華か街がいの裏通りである。


　俗ぞくに、ソーホーと言われる地域だった。


　その地名の語源は、かつて一帯が王家の狩しゆ猟りよう場ばであった頃ころ、獲え物ものを見つけたときの合図からだともいうが、現代では多くの劇場やレストラン、はたまたディスコやナイトクラブが集まり、ロンドン随ずい一いちの歓かん楽らく街がいと化していた。


　華はなやかさと妖あやしさと──その両方がないまぜになった裏通りは、〈ホテル・リンボ〉のあったあたりとも違って、妙みようにけばけばしい。


　昼なお暗く、道行く人々の色合いも、どこかしら夜の香かおりを偲しのばせた。


　そんな一ひと筋すじ縄なわではいかない感覚こそが、多くの観光客を惹ひきつけるのかもしれない。


　しかし。


　今、通りを歩いているのは、そんな中でもとりわけ目立つ集団であった。


　先行するものは、それぞれ白、ぶち、三毛、の猫ねこ三匹びき。


　さらに一匹だけ、やたらと太った黒猫を肩かたに乗せて、日本の羽織を着た青年が早足で石いし畳だたみを闊かつ歩ぽしている。


　その後ろをついていってるのは、独自にアレンジされた巫み女こ服ふくを纏まとう少女だった。


「猫屋敷さん、猫屋敷さん、どこに行くの？」


　両手を広げ、てけてけと走りながら、みかんが視線をあげる。


　対して、猫屋敷は扇せん子すを片手に、軽くうなずいて見せた。


「ええまあ。昔なじみの知りあいに、ちょっとおかしな話を聞かされましてね。詳くわしく伺うかがいにいこうかと」


「おかしな話、ですか？」


　これは、黒羽が訊きいた。


　隣となりに浮ふ遊ゆうする霊エーテル体は、大きな黒目をますます大きくしている。


「審しん議ぎの真っ最中ですし、忙いそがしい社長や穂波さんに、これ以上負担をかけるわけにいきませんからね。こちらで出来ることは、こちらで処理しておこうってわけですよ」


　そこで言葉を区切り、猫屋敷は淡あわく微笑ほほえんだ。


「それに……今のうちに、黒羽さんにはいろいろ教えておきたいものでして」


「え？　私に？」


　きょとんと自分を指さした黒羽に、猫屋敷は少し考えてから答える。


「みかんさんもそうですが……社長とは、案外黒羽さんが一番長い付き合いになるんじゃないかと思うんですよ」


「…………！」


　途と端たん。


　黒羽に起きた化学反応は、激げき烈れつだった。


　霊エーテル体の半はん透とう明めいの耳が、かつての習慣を思い出して、先まで真っ赤に染まったのだ。しばらく口も利きけず、数秒の間、ぱくぱくと少女の唇くちびるだけが開閉した。


「へ、変なこと言わないでください、猫屋敷さん。あ、あ、あ、あ、あたしがいつきくんと一番長い付き合いになるなんて、そんな──」


「やや、真ま面じ目めな話だったんですが」


　軽く、青年陰おん陽みよう師じが頰ほおを搔かく。


「そ、そうなんですか？」


「ええ」


　と、猫屋敷はうなずく。


「年ねん齢れいもありますし……何よりしがらみですね」


「しがらみ？」


「黒羽さんは、背景に何も持たれてないでしょう」


　神妙な声で、猫屋敷はそう口にした。


「私や穂波さん、アディリシアさんは言うまでもなく、みかんさんだって自分だけの事情は抱かかえてます」


「……うん」


　これは少し重い表情で、みかんがうなずく。


　黒羽も知っている。


　葛城家の事情。


　四ヶ月前の鬼おにの事件を経ても、おそらくみかんが死ぬまですべて解決することはないであろう、さまざまに絡からんだしがらみ。


「だからこそ、あなただけは、ほかの皆みなとは違ちがう意味で社長に付いてあげられるかもしれない。まあ、それが私の希望でもあるんですけどね」


「…………」


　黒羽は、生前の記き憶おくがない。


　気がついたときには、いつきと出会った病院にいたし、そこにいた年月だって定かではない。魔ま法ほう使い以外に知覚されない黒羽にとって、たったひとりの日々は切なくなるほどに長く、あれがたった数週間のことでも、数十年のことでも納なつ得とくできるように思える。


　だけど。


　だからこそ、いつきにとって『力』になれるかもしれない。


　そんな風に考えるのは初めてだったので、少女は新しん鮮せんな驚おどろきを感じていたのである。


「あたし、が……いつきくんに……」


　嚙かみしめるみたいにして、パーカーの胸むな元もとを押さえる。


　途端、目前の猫屋敷の背にぶつかり──半透明の頭が半ばまでめりこんだ。


　猫屋敷が、足を止めたのだ。


「ね、猫屋敷さん？」


　小さな劇場小屋とパブの間に挟はさまれた、建物であった。


　ソーホーでも特に薄うす暗ぐらい通りに立つその建物は、安っぽい看板に英語、日本語、中国語、フランス語といった各種言語で『占うらないやります』とだけ書かれている。


　なぜだか、黒羽は日本の〈アストラル〉事務所を思い出した。


「……変ですね」


　と、猫屋敷が呟つぶやく。


「猫屋敷さん？」


「呪的警報マジツク・アラームが反応しません。以前なら、ここまで魔法使いが来れば、最低限、使い魔アガシオンか何かが迎むかえに来たはずです。……それに、この臭におい」


「臭い？」


　答えず、すう、と青年の視線が横に流れた。


「にゃあ」


　すると、鳴き声をあげた白虎が、一匹ぴきだけ建物の方へ歩いていったのである。


　猫屋敷は、片目をつむっている。


　今や、その目は白虎の目となっているのだ。


　式神──陰陽道における使い魔アガシオンであるこの猫ねこと、猫屋敷とは呪じゆ力りよくの糸パスでつながっている。その糸パスを利用すれば、五感を共有することもできる道理であった。


「…………」


　黒羽もみかんも、黙もくしてその様子を見守っている。


　はたして、数分で反応があった。


　凄すさまじい勢いで、白虎が駆かけ戻もどってきたのだ。


「っ！」


　瞬間、猫屋敷は懐ふところへ手を滑すべり込ませる。


　縦四本、横五本──邪を征せいする早九字ドーマンを切り、その中央からしなやかな指が何かを放った。


　真しん紅くの紙に、水銀の朱しゆで急きゆう急きゆう如によ律りつ令りようと書かれた霊れい符ふ。


　いわく、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　霊符は、飛ひ翔しよう半ばで地じ獄ごくの炎ほのおを引きずり出し、目前の建物の玄げん関かんを鮮あざやかな緋ひ色いろで埋うめ尽つくした。


「ねねね、猫屋敷さんっ?!」


　あわてた黒羽が、犯人の青年陰おん陽みよう師じへ呼びかける。


　しかし。


　驚きよう愕がくは、すぐ次の驚愕に塗ぬり替えられたのだ。


　猫屋敷の鋭するどい視線が建物へと据すえられ、その向こうで炎に異変が生じた。


「──えっ?!」


　符呪の炎が……食い破られる。


　みるみる内に小さくなった炎は、そのまま玄関へ吸い込まれたのだ。


「誰ですか……あなた？」


　冷たく、猫屋敷が問うた。


　建物の前には、奇き妙みような人ひと影かげが立っていた。


　ひどく、背の高い影だった。


　目算で二メートル近かった。体重もそれに応じ、百二十キロは優に超こえるだろう。肩かた幅はばも胸の厚みも常人の倍近くある。もはや長身というよりも、巨きよ身しんというべき肉体だった。


　纏まとうのは、白いインバネス。


　指に挟んだのは、硝子ガラスのフラスコ。


　そのフラスコが、猫屋敷の放った炎を吸い込んだのだと、黒羽の目は見取っていた。


　ざわざわと長い真紅の髪かみの下には、奇き怪かいな人骨の仮面をかぶり──そして。


　そして。


「……今のは内臓の臭いでした。では、あなたが手に持っているそれは……なんです？」


　猫屋敷がそっとみかんの目を手で覆おおって、言う。


　黒羽は、悲鳴を押し殺して視線を逸そらした。





　仮面の男の片手は、びくびくと脈動する真紅の器官を握にぎっているのだった。





　　　　＊





〈協会〉。


　世界中の魔ま法ほう使いの、およそ七割が加盟しているとされる互ご助じよ組合。


　魔法使いの行動を監かん視しし、存在を隠いん蔽ぺいするため、その影えい響きよう力りよくは世界各国の政財界にまで及およんでいる。実際、世界規模とされるコングロマリットのいくつかには、〈協会〉の息がかかっていると、いつきでもそれぐらいのことは知っていた。


　とりわけ、この西せい欧おうにおいては絶対的な権けん威いを誇ほこる、魔法使い最大の組織。


　だから、


「〈協会〉の副代表──ダリウス・レヴィと言う。どうぞ、お見知りおきを」


　と、言われたとき、さしもの少年も大きく狼狽うろたえたのである。


「きょ、〈協会〉の、副代表?!」


「ああ」


　と、蒼あおいスーツの壮そう漢かんがうなずいた。


「その、副代表が、ど、どうして僕を？」


「知らぬわけにもいかないだろう。なにしろ、今回の〈アストラル〉の審しん議ぎは、〈協会〉側が招いたのだから」


「それは、まあ、そうですけど……」


　いつきは、言葉に詰つまる。


　一応、理り屈くつとしては通っている。


　しかし、それは役所仕事にいちいち総理大臣が出てくるようなものだ。〈アストラル〉という弱小結社に、〈協会〉の副代表クラスが出向く必要はまるでない。


　しかし、そんなことを考える前に、ダリウスと名乗った壮漢は、軽く顎あごをしゃくったのだ。


「少し、歩かないかな」


「え？　でも……僕、穂波を待つ約束で……」


「何、〈学院〉の人間には言ってある。行き違ちがいにはならんだろう」


　なぜか、逆らうことができなかった。


　それがカリスマなのかもしれない。


　何十万という人間を率い、何千という魔法使いを統すべる者が纏う、ごく自然な空気。魔法以上に他人を惹ひきつけてやまない魔力。


　なるほど、確かにこの男は王者であったのだ。


　それも、魔法使いの王。この世ならざる異形のものの頂点に立つもの。


「…………」


　いつきは、固い唾つばを飲み込む。


　自分と、この壮漢の間にある途と轍てつもない距きよ離りを思ったのだ。


〈アストラル〉の社長として、この一年、少しは成長してきたつもりでもある。しかし、こうして魔法使いの世界に冠かんたる壮漢と出会ったとき、そんな気き概がいは一いつ瞬しゆんで奪うばい去られた。


（……これが……本当の……）


　恐きよう怖ふとは別の、言いしれない感情に胸むな元もとを握る。


　そのまま連れられたのは、〈学院〉の中でも、一ひと際きわ大きな塔とうであった。


　吹ふき抜ぬけになったその内部は、広いホールとなっていた。塔としての外装は古めかしいのに、内部のつくりはむしろ近代的な会議場である。


　螺ら旋せん状につくられたホールの形と、あちこちに刻まれた紋もん様ようは、おそらく何らかの術式にもかなっているのだろう。


　数百人は入れそうな空間に、いつきが目を白黒させていると、


「ここが、今回の審議の会場になる」


　と、ダリウスが告げた。


「ここ、が？」


　いつきは、ホールを見み渡わたす。


　会場が〈学院〉になるということを、まだ少年は聞いていなかった。もっとも、中立地帯である〈学院〉が、〈協会〉の審議会場になるという意味までは、いつきには分からない。


　ゆえに、少年は、今尋たずねられることを訊きいた。


「どうして……」


「ん？」


　首を傾かしげたダリウスに、いつきは顔をあげる。


「どうして……僕の夢に侵しん入にゆうしたんですか？」


「ああ。覚えていてくれたか。てっきり、それも思い出さないまま終わるんじゃないかと心配していた」


　ダリウスが唇くちびるの端はしをつりあげた。


「……それは、理由になってません」


「私には、確かめる義務がある」


　と、壮漢は静かに言った。


「確かめる、義務？」


「〈アストラル〉が──ひいては首領である君が何を求めているか、をだ」


　視線はあくまで厳おごそかだった。


　けしてつまらぬ意地やプライドではなく、職務上の義務として、なすべきことをなしているものの厳かさだった。


　それに気け圧おされながら、やっとのことでいつきは訊いた。


「だからって……何の断りもなく、人の夢に入り込むなんて……」


　抗こう弁べんしたいつきを、壮漢の蒼い瞳ひとみが捉とらえた。


　引き結ばれた唇は、こう告げたのだ。


「……〈螺旋なる蛇オピオン〉」


「…………っ」


　少年の肩かたが震ふるえる。


「何度か、〈アストラル〉が遭そう遇ぐうしているはずの結社だが、名前ぐらいは知っているかね」


「い、一応」


　どぎまぎしながら、いつきはうなずいた。


　少年の知る限り、〈螺旋なる蛇オピオン〉と呼ばれる存在が、自分たちに関かかわったことは三度。


　一度は、もうひとりの妖精眼グラム・サイトの青年──フィン。彼は自らを〈螺旋なる蛇オピオン〉の一員と名乗り、いつきをその組織へと誘さそった。


　一度は、〈ゲーティア〉を離り反はんした魔ま法ほう使い──ガラ。いつきは後で知ったことだが、このガラこそがアディリシアの父を陥おとしいれ、魔法へと貶おとしめたのであった。


　一度は、葛城の土地で出会った守り人──橘たちばな弓ゆ鶴づる。弓鶴自身は〈螺旋なる蛇オピオン〉ではなかったが、〈螺旋なる蛇オピオン〉のガラの手によって、ソロモンの封ふう印いん術じゆつを手ほどきされていた。


「正直なところ、〈アストラル〉自体はかまわない」


　ダリウスは、一言ずつ区切って話していく。


「だが、〈螺旋なる蛇オピオン〉と関係した結果、それが魔術界の秩ちつ序じよを乱す結果となるならば……私には義務がある。たとえ、いかなる手段をもってしても、その原因を封ふう殺さつする義務がだ。君の夢に入った理由には、これで十分か？」


「…………」


　その言葉に、いつきはまた唾つばを飲み込んだ。


　反論する余地などどこにもない。ダリウスというこの副代表は、どうしようもなく正しい信念を自分へとぶつけていた。あまりに激しすぎて、こちらの身を焼くほどの熱を、その信念は伴ともなっていた。


　ぴしり、と壮そう漢かんの人差し指があがった。


「ひとつ、提案させてもらおう。〈アストラル〉の首領」


「提、案？」


「〈アストラル〉を、〈協会〉直属の結社としたまえ」


「──えっ」


　一いつ瞬しゆん、その意味を、いつきは理解できなかった。


「いらぬ不安が持ち上がったり、混乱が起こったりするのは、〈アストラル〉が独立した組織で、かつ目の届きにくい極東にあるためだ。〈協会〉直属の結社となれば、これらの問題は解決する。無論、私から言っているのだ。〈アストラル〉に対しての配はい慮りよは最大限に行わせてもらう。今回の審議についても保証しよう」


　ダリウスの言葉には、真しん摯しなものがあった。


　けして目下に向かうような態度ではなく、対等な相手を説得しようとする誠実な姿勢。


「当然、〈螺旋なる蛇オピオン〉についての調査も、こちらが全力で行わせてもらう。〈アストラル〉単独よりは、よほど効率がよいと思うが」


「……ぁ」


　少年が、身じろぎする。


　今まで、そういう風に出てこられたことはなかったからだ。


　敵対するわけではなく、あくまで相そう互ごの妥だ協きよう点を煮に詰つめ、すりあわせていこうとする──それは、いつもならばいつき自身がとるやり方だった。


「ダリウスさんは……〈協会〉は、〈螺旋なる蛇オピオン〉について、何かご存じなんですか？」


　嗄かれた声で、いつきが訊きいた。


「受け入れてもらえるなら、それも教えよう」


　ダリウスが言う。


　抗あらがえない圧力。


　少年の喉のどが震える。


　心臓を直じかに摑つかみあげられる感覚で、息が苦しくなる。


　この壮漢は、けして鷹おう揚ようなだけではない。自分への反逆を許さぬ、絶対的な威い厳げんをも兼かね備えていたのだ。


　寛かん容ようと厳格──それこそは、王者の証あかしでもあったろう。


「……良いかね」


　ダリウスが、優やさしく問いかける。


　少年はしばらく沈ちん黙もくしていた。壮漢も何ひとつ言わずに待ち、ホールには六月の柔やわらかな風だけが過ぎていった。


　やがて、


「ある人が……昔僕に言いました」


　と、その風に添そって、声が流れた。


「…………？」


　ダリウスの視線が、かすかに揺ゆれた。


　少年はうつむいたまま、スーツの前で拳こぶしを握にぎりしめていた。その拳が無様なぐらいに震ふるえていて、しかし、声だけははっきりと壮漢の耳に届いた。


「僕は、〈アストラル〉の社長として父さんの後に『続いて』いきたいのか、とそう訊かれました」


　ある錬れん金きん術じゆつ師しが問うた言葉だ。


　先代の〈アストラル〉に属していた錬金術師は、いつきに対して、こう言ったのだ。





　──『純じゆん粋すいの異常。純粋の異い端たん。純白の狂きよう気き。──君が見てきた魔法使いという生き方に、君は『続いて』いきたいのか？』





　いつきは、思い出す。


　あのときの恐きよう怖ふ。あのときの痛み。


　凄すさまじい執しゆう念ねんをぶつけられて、いつきの四し肢しはこわばり、肺と気管は炎ほのおで炙あぶられたように痛んだ。


　本当に、逃にげたくて逃げたくてたまらなかった。なりゆきでなってしまった社長なんて、一秒でも早く投げ捨ててしまいたかった。


「僕は……魔ま法ほう使いじゃありません」


　と、いつきは言う。


　あのときにも、そう思った。


　だからこそ、自分が〈アストラル〉の社長であることに疑問を持った。


「魔法使いの会社の社長なんて、本当は間ま違ちがいなのかもしれません。皆みなのやっていることの意味とか価値とか、僕にはちゃんと理解できてないのかもしれません」


　そして、今。


「だけど……僕は僕になるって……そう答えました」


　ダリウスの眉まゆが、かすかにひそめられる。


「自分に、なる？」


「あの人が求めた社長のようにはなれません。ですけど、僕は伊庭いつきとして、ほかの誰だれかとは別の──僕の〈アストラル〉をつくっていくって約束したんです」





　──『だけど、僕は、僕になります』


　──『まだ、僕は僕にさえなってない。だけど、いつかきっと、そうなります』





　そうだ。


　すでに、伊庭いつきは約束している。


　今辿たどり着いていなくても、まだなりたい自分でないとしても、いつかはそうなるのだと、誓ちかいを立てている。


「だから……このまま〈協会〉の直属になれって言われてもできません。これが僕の〈アストラル〉だって胸を張れない内に、誰かの組織に組み込まれることはできません」


　はっきりと壮漢を見返し、いつきはそう口にしたのだ。


「…………」


　ダリウスもまた、しばらく少年を見つめていた。


　緊きん迫ぱくよりも、どこか驚おどろきの方が強い目つきだった。


　数秒そうしたままで──不意に、いつきの方が弾はじかれたように、頭を動かした。


「──っ、すいません！　ぼ、僕、用事がちょっと急に！」


「ん？　ああ、かまわんが」


「あ、ありがとうございます！」


　一生懸けん命めいに頭を下げて、ホールの外へ走り出した。


　その背中を見送ってから、ダリウスはおかしそうに唇くちびるに手をあてた。


「……伊庭司の忘れ形見、か」


　ぽつりと呟つぶやく。


　すると、反応があった。


「ええ。あれが〈アストラル〉の二代目ですよ」


　いつのまにか、ダリウスの隣となりに人ひと影かげが現れていたのだ。


　ありとあらゆる特とく徴ちようを無くした男──影崎がそこに佇たたずんでいたのであった。


「言い返されたのは久しぶりだった」


　そちらを振ふり返らず、ダリウスは肩かたを震わせた。


　笑っているようだった。


「愉ゆ快かいな時間を過ごされたなら何よりです」


「ああ、楽しくはあったさ。いつの時代でも、老人は若い世代との会話にこそ楽しみを見いだすものだろう？」


「そんな歳としではないでしょう」


「君から見れば、そうだろうがな」


　ようやく、ダリウスが振り返る。


　すでに、その顔から笑えみは消えていた。冷れい徹てつなる瞳ひとみが、影崎のそれを映す。


「……で、何かあったか？」


「ええ」


　小さく、影崎の顔が上下した。


「この〈学院〉に、侵しん入にゆう者しやがあったようです」





　　　　２




　巨きよ軀くが纏まとう、白いインバネス。


　それを見たとき、黒羽と猫屋敷の反応は同一だった。


　すなわち、信じられないという疑ぎ惑わくと驚きよう愕がく。少し遅おくれて、猫屋敷の手から逃のがれたみかんもまた、びくりと震ふるえたまま硬こう直ちよくした。


　対たい峙じは、数秒のことだったろうか。


「猫屋敷、さん……」


　黒羽の声が、半ばで途と切ぎれる。


「こ、この人って……まさか……」


　顔を蒼そう白はくと染めて、青年陰おん陽みよう師じを振り向く。


「…………」


　猫屋敷は答えなかった。


「……にあ」


　と、肩の玄武だけが鳴いた。


　その鳴き声とともに、青年の手が羽織の懐ふところへと滑すべり込む。


「疾チツ！」


　漆しつ黒こくの霊れい符ふ。


　目の前へ整った星形セーマンを描えがき、仮面の巨漢へと放たれたそれが、今度は、瀑ばく布ふのごとき水の龍りゆうを吐はき出す。


　いわく、黒こく龍りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。


　しかも、今度の霊符は一枚きりではなかった。


　漆黒の霊符に重ねられたもう一枚の純白の霊符が、水の龍と同時に、巨漢の足元からハリネズミのような針山を生み出したのだ。


　いわく、太たい白はく破は軍ぐん金こん神じん符ふ呪じゆ。


　猫屋敷の放つ、二大の連続符呪──！


　そして、その水龍と剣けん山ざんを前に、仮面の巨漢は大きく飛び退すさった。血みどろの器官をインバネスのポケットへ入れ、代わりに取り出したフラスコを地面へ投げつけたのだ。


　はたして、その中に揺ゆれる液体は何であったか。


　硝子ガラスが微み塵じんと砕くだけ、内部の液体を撒まき散らすや、水龍と剣山の双そう方ほうが溶とけ去ったのだ。


「万物融解剤アルカヘスト──っ？」


　猫屋敷の瞳が揺れた。


　しゅうしゅうと溶けゆく煙にまぎれ、仮面が踵きびすを返そうとする。


　瞬しゆん間かん、


「止まって！」





「──はらいたまい、清めたまう！」





　ふたつの声とともに、本当に仮面の動きが止まったのだ。


　黒羽の騒霊現象ポルターガイストと、みかんの〈禊みそぎ〉が、巨漢の身体からだと魔ま術じゆつを呪じゆ縛ばくしたのである。


　しかし、それも一瞬のことだった。


「だ、駄だ目め……！　土地が違ちがうから……〈禊ぎ〉しきれない！」


　みかんが悲鳴をあげる。


　予想されたことではあった。


　神しん道とうは、魔術系統の内でも、より土地に密着したひとつだ。土着の宗教と混じり合ったそれは、本来の土地でこそ最大の『力』を発揮する。まして、血統そのものは優すぐれながらも、技量に劣おとるみかんが英国で〈禊ぎ〉を発動しきれないのは、当然の結果でもある。


　巨漢のインバネスから、今度はいくつもの試験管がこぼれ、仮面の身体を霧きりで隠かくす。


　同時に、黒羽の騒霊現象ポルターガイストが途切れた。騒霊現象ポルターガイストに必要な呪力の糸パスがその霧で阻そ止しされたのである。


　巨軀が飛んだ。


　ずわあ、と百キロを超こえる身体が二メートル以上も浮ういた。そのまま、通りの建物を蹴けって、さらに跳とび上がる。


　その運動能力は、人間の規格外。


　あっという間に、通りの屋上へと消えていく。


　そうなってしまえば、みかんと猫屋敷に追う術すべはなかった。


「あれ……て……」


　唯ゆい一いつ、浮ふ遊ゆうが可能な黒羽もまた、茫ぼう然ぜんと空を見上げたままであった。


　霊エーテル体の網もう膜まくに映った事象が信じられないように、何度も擦こする。


　巨漢の特とく徴ちように、今行使された魔術の数々。それらのすべてが彼女の知る人物と符合していたためである。ひとつずつならともかく、いくつも重なれば、簡単に否定しきれるものではなくなっていた。


「うん……あたしも、そう思った」


　困こん憊ぱいして、地面にしゃがみこんだまま、みかんもうなずいた。


「……あれ……ユーダイクス、さんだ」


　みかんが呟つぶやいた名は、先代〈アストラル〉に所属していた魔法使いのものだった。


　かつての猫屋敷の同どう僚りようにして、黒羽やみかんの大だい先せん輩ぱい。


　錬れん金きん術じゆつ師しユーダイクス・トロイデ。


　だが、彼は、自らがつくりだした人工生命ホムンクルスのラピスとともに、エジプトへ行ったはずだった。今、このロンドンにいる理由が見あたらない。


　まして、他人の臓器をくりぬくような傷害事件など……


「そ、そうだ！　黒羽お姉ちゃん、家の中の人──」


「もう、病院へ連れん絡らくしました。幸い、奪うばわれたのは腎じん臓ぞうだったようです。傷も致ち命めい傷しようでなかったようですから間に合うでしょう」


　猫屋敷が、深く息をつく。


　さしもの青年の顔からも、困こん惑わくの影かげが拭ぬぐえなかった。


「ひとまず、騒さわぎが大きくなる前に離はなれましょう」


「で、でもぉ、早く追いかけないと……」


「本当にユーダイクスさんかどうかはともかく、あの手並みだと、追うための痕こん跡せきなんか残してませんよ。──さ、立って」


　しゃがみこんだみかんに、手を伸のばす。


　その言い方から、黒羽はあることに気がついた。


「じゃあ、猫屋敷さんが来る前に言ってたおかしなことって──」


「…………」


　沈ちん黙もくし、みかんと手をつないだ猫屋敷が先行する。


　人目を避さけて、通りの向こうに早足で歩き出しながら、ぼそりと呟いた。


「魔法使いばかりの、連続殺人事件です」


「────っ！」


「必ずしも全員が死んだわけではありませんが……この二週間の間、たてつづけに十件近く。皆みな、臓器や四し肢しが奪い去られてます。今回、腎臓が奪われたのと同じように。そして、数少ない目もく撃げき者しやは、こう証言しました」


　一いつ拍ぱくおいて、猫屋敷はこう続けた。


「白いインバネスの巨漢を見かけた、とね」


「…………」


　黒羽とみかんが、ともに絶句する。


　通りの薄うす闇やみに溶とけ込みながら、黒羽の声が訊きいた。


「まさか……本当に、ユーダイクスさんが事件を起こしてるってことになったら……」


「格上げどころか、〈アストラル〉解散を迫せまられるでしょうね」


　猫屋敷の評価は、あくまで現実的だった。


　誰だれもの胸を詰つまらせる、重く冷たい分ぶん析せき。





　しかし。


　その頃ころの三人もまだ、ロンドンと〈アストラル〉に起きている事態を、すべて認にん識しきできていなかったのである。





　　　　＊





〈学院〉の塔とうを、いつきは駆かけ上がっていた。


　石の螺ら旋せん階段である。中央は吹ふき抜ぬけとなっており、ひとつ足を踏ふみ外すと地階まで落下してしまいそうだった。さすがにエレベーターなどという便利なものはなく、塔を登ろうと思うと、自力で駆け上がるほかなかった次し第だいだ。


「さっき……のは……」


　息を切らせながら、いつきが視線を動かす。


　捜さがしているのは、あのとき、ホールの窓から見えた人ひと影かげだった。


　ほんの一いつ瞬しゆん、垣かい間ま見えたばかりだったが、見間違うはずもない。なぜなら、あの人影はさっきダリウスと話していた錬金術師の……


「……あっ」


　と、いつきは隣となりの窓から見上げた。


　少し高い、隣の塔の屋上であった。


　そこに、ひとりの少女が佇たたずんでいたのだ。


　東とう欧おう系かと思われる顔立ちは、おおよそ十二歳前後。


　吸い込まれそうに黒いツーピースと、対照的に白い肌はだ。燃えるような赤い髪かみをなびかせ、宝石を思わせる瞳ひとみを天空へと向けていた。


　──まるで、赤と黒の天使。


　そんな風にも見えた。


「ラピスちゃん！」


　いつきが、名を呼んだ。


　忘れるはずもなかった。


　かつて、〈アストラル〉に在ざい籍せきした錬金術師ユーダイクス・トロイデ。


　そのユーダイクスが作り出した『小さな人ホムルス』──人工生命ホムンクルスこそが、この少女ラピスであったのだ。


　一瞬だけ、少女がこちらを振ふり返った。


「……いつき」


　懐なつかしい、か細い声。


　ほとんど一年ぶりに聞く、この少女の硬こう質しつな声。


「やっぱり……ラピスちゃん。なんでここに?!」


「…………」


　少女は、答えない。


　虚うつろな目に、ぼんやりとこちらの姿を映しているだけだ。


「と、とにかくラピスちゃん、そんなとこにいたら危ないから──」


「…………」


　やはり、返事は無かった。


　少女の視線は、さらに上──第三の塔の屋上へ流れたのだ。


「──社長！」


「──イツキ！　その子をつかまえて！」


　そこから、穂波とアディリシアが顔を覗のぞかせたのである。


「へっ？」


「あたしらがちょっと離はなれた隙すきに……その子が〈アストラル〉の代理やって言ってマクレガー先生を不意打ちして……源書（オリジナル・グリモア）を持っていって……ああもう、箒ほうき持ってきとったら！」


　穂波が、息も絶え絶えに訴うつたえる。


　そのことが、ラピスの行こう為いをいつきにも認識させた。少なくとも、穂波とアディリシアがこうまでして追わねばならないことを、少女がしでかしたという事実。


「ラピス……ちゃん……？　本当に……？」


「…………」


　少女は、ただ沈ちん黙もくし続ける。


　さきほどの、少年の名前を呼んだことの方が、何かの間違いな気さえした。もとよりホムンクルスであれば、自らの意思など持たぬという風でもあった。


「返す気がないのでしたら、こちらから……！」


　アディリシアの指が、胸むな元もとの〈ソロモンの五ご芒ぼう星せい〉を握にぎる。


　すると、突とつ然ぜん少女は動いたのだ。


　そのまま、すべてを振り切るようにして、自らの塔の屋上から飛び降りたのである。


「え、えええええええっ！」


　咄とつ嗟さに、いつきが手を伸ばす。


　隣の塔とうまで数メートル。その距きよ離りを埋うめるべく、窓まど枠わくに乗っかり、思い切り手と身体からだを伸ばした。


　ぎりぎり……届くか。届かないか。


　だが、目の前を通り過ぎる直前、ラピスの方からその手を摑つかみ、自分の側へと引き寄せたのだ。無論、いつきの筋力では、到とう底てい少女の体重＋落下エネルギーをこらえきれない。必然の結果として、身体ごと墜つい落らくに巻き込まれた。


「いっちゃん?!」


「イツキ！」


　ふたりの叫さけびが、一瞬で遠くなった。





「わあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」





　落ちる。


　落ちていく。


　真っ逆さまに墜落。


　そのまま、頭が爆はぜ割れるヴィジョン。


（……死、ぬ……？）


　自分の死をまざまざと思い描えがいたそのとき。


　少女の背に、翼つばさが生えた。


　まさしく、少女は天使であったか。


　ライモンドゥス・ルルスの秘薬という。霊エーテル体の翼を生やし、一時的に術者へ飛行魔ま術じゆつを帯びさせる錬れん金きん術じゆつの薬。それを少女が服用するや、白い翼は神話を思わせて、軽かろやかに羽ばたいた。


　いつきを抱だいたまま、ラピスの身体は滑かつ空くう──一気に上じよう昇しようする！


「な……あ、おうわっ」


　何度となく、視界が猛もう烈れつに回転。三半規管が反逆を起こし、いつきの脳を直接揺ゆさぶる。


　みるみる内に、〈学院〉が遠くなった。


　視界の隅すみで、アディリシアがフォルネウスを喚かん起きする姿が見えたが、この速度からすると到底追いつけるものではあるまい。


　何よりも、急加速に、いつきの方が耐たえられなかった。


「……ぁ」


　肺に残った最後の空気まで絞しぼりだされ──


「いつき……」





　──かすかに、もう一度ラピスの声が聞こえて──







　　　──いつきの意識は、今度こそ、ぷつりと途と切ぎれた。







　　　　＊





「一体、どうなってますの！」


　少女といつきの消えた空を見つめ、アディリシアが拳こぶしを握りしめた。


　フォルネウスの速度では、あの少女にはかなわない。アディリシアの支配する中で最速の魔神は、瞬間移動を可能とする蒼そう白はくの妖よう馬ばバシムであるが──それをしても、空中を飛び回る少女を捕ほ捉そくすることは不可能だった。


　あれに追いつけるとしたら、穂波ぐらいのものであろう。


　しかし、こちらも〈学院〉へ入る際、自分の箒を預けていたものだ。


「……いっちゃん」


　奥歯を嚙かみしめ、ケルトの魔女もまた、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを空へと据すえた。


　それから、急に振ふり返った。


「マクレガー先生……！」


　屋上で、よろよろと山高帽ぼうをかぶった人ひと影かげがたたらを踏ふんだのだ。


「すまん……源書（オリジナル・グリモア）の解読を手伝ってくれるというものだから……まさか、いきなり邪じや視しを向けられるとは……」


　片手で目を押さえ、杖つえで床ゆかを確かめながら歩いてくる。


　その手から、お守りがこぼれていた。〈ホルスの眼め〉と呼ばれる、エジプト発はつ祥しようの護符タリスマンである。


「邪視避よけは専門なんだがね。これほど濃のう度どの高い呪のろいははじめてだよ……。はは、どうもはじめてだらけなのは嬉うれしいが、こううまくいかないものだ……」


「休んでてください」


　あわてて、穂波が手を差し出す。


　その手を受け取って、とりあえずマクレガーはその場に腰こしを下ろした。近くの壁かべに背をもたせかけ、大きく息をつく。


「……ひとまず、〈学院〉には実験上の事故だと申告しておいた。ここではそれなりにあることだし、大きな騒さわぎにはなるまい」


「……どうもすみません」


　騒ぎとなれば、今後の審しん議ぎにも大きくつかえる。


　だから、ラピスに源書（オリジナル・グリモア）を奪うばわれたと聞いたとき、ふたりともまずは隠いん蔽ぺいを依い頼らいしたのである。


　……まさか、騒ぎにいつきまでも巻き込まれようとは、その時点では想像もしていなかったのだが。


「……本当に、なんてこと」


　アディリシアが唇くちびるを嚙む。


　あらかじめ皆みなで捜さがしてもらっていれば、いつきまで攫さらわれることはなかったはずだ。自分たちの配はい慮りよが、ここまで裏目に出ようとは。


　屈くつ辱じよくよりも、慚ざん愧きの念が強かった。


　あの少年だけは、守らなければならなかったのに。


　ほかの人間はいざ知らず、自分だけは──あの少年のことを守れなければいけなかったのに。


「嘆なげいてても仕方あらへん。とりあえず、社長とラピスを追う方法を考えへんと」


　首を振って、穂波が言う。


　少女の横顔にも、焦しよう燥そうの影が濃こかった。


　その影を振り払はらい、穂波は隣となりの少女へと呼びかける。


「アディは、このままマクレガー先生の治ち療りようしててくれるん？」


「…………っ」


　少女の言葉に、アディリシアがきっと顔をあげた。


「……分かってますわ。先生を運んだら、私もすぐにいつきの捜そう索さくに入ります。……ええ、あなただけに任せておくような危なっかしい真似まねはできませんもの」


「それならええけど。別に、ここで残ってもらってても、たいして困らへんし」


「あなたの方こそ、ここでゆっくり待っていてくださって結構ですわ。たかがホムンクルスのひとりやふたり、倫敦中を搔かき分けて、逆さに振ってでも、すぐ見つけてさしあげます」


　互たがいに視線をかちあわせ、小さく鼻を鳴らす。


　時に、このふたりの励はげまし方は、他人に分かりづらいカタチを取る。それを悟さとってか、壁にもたれたままのマクレガーも、淡あわい笑えみを唇によぎらせた。


　それから、穂波はもう一度、少年の消えた方向を見据えた。


　かすかに、眉まゆをひそめた。


「……でも、ラピスは、どうやって〈学院〉まで……」


　いつきが入るのだって、一応の許可は取っている。


　来る際の結界を考えても分かるが、容易に侵しん入にゆうできる場所でもない。もとより〈学院〉に関係ないラピスであれば、なおさらのはずだ。


　まして、いまさら、伊庭司の源書（オリジナル・グリモア）を盗ぬすむ理由は？


「…………」


　アディリシアも、唇に手をあてて、沈ちん思しする。


「……誰だれか、手引きでもしたということ？」


「分からへん。まずは、猫屋敷さんに連れん絡らく取らな。──あたし、ちょっと先に行ってくる」


「あ、ホナミ！」


　制止を、少女は聞かなかった。


　焦あせりを必死に封ふうじ込めながら、穂波は急ぎ足で塔とうを駆かけ下りていったのだった。





　　　　３




　──ロンドンの南西部。





〈学院〉より十数キロほど離はなれた土地。


　そこに建てられた、廃はい棄きされて久しい教会だった。


　あちこちの石壁にひびが入り、掃そう除じされてない床にはみっしりと埃ほこりが積もっている。


　時折、舞まい上がる埃が、窓から斜ななめに指す陽光の帯を乱反射し、あたかも天使の階段のごとく見せていた。


「し……死ぬかと……思った……」


　床から、弱々しい声こわ音ねがあがる。


　石いし床ゆかに倒たおれていたいつきが、やっと息を吹ふき返したのである。


　正確には、それなりに前から意識はあったのだが、あまりのことにショック状態から脱だつせなかったものだ。飛行中に動いたら、そのまま地表へ落ちてしまうんじゃないかと、気をもんでしまったのもある。


　きょろきょろと周囲を見回し、すぐ、あっと息を飲む。


「ラピスちゃん」


　背後の椅い子すに、自分を連れてきた少女が座っていたのだ。


　虚うつろな瞳ひとみをした少女は、ずっとそこで少年を見つめていたようだった。


「ラピスちゃん……どうして、こんな……」


　あわてて上半身を持ち上げ、いつきが問う。


　対して、少女の答えは、赤面するほどに単純シンプルだった。


「いつきに、来て欲しかったから」


「…………」


　思わず、いつきの呼吸が詰つまる。


　ぱちぱちと瞬まばたきして、少女の瞳から目を逸そらしてしまう。


　その拍ひよう子しに、ラピスが手に持っていた、大学ノートが垣かい間ま見えた。


　──源書（オリジナル・グリモア）。


　穂波の言っていたことを、やっといつきは思い出す。


「そ、そっか。……じゃあ、なんで源書（オリジナル・グリモア）を？」


「必要だった」


「必要？」


　いつきが首を傾かしげる。


　ラピスの様子を見る限り、いつきに危害を加えようとかそういうのではない。少なくとも、ここに連れ去られた今だって、縄なわや手て錠じようで拘こう束そくしようという向きはなかった。


「あの……本当にいるんだったら、言ってくれたら貸すぐらいできたし……あ、そうだ。今からでも穂波に連絡とろう。ああああ、そ、そうだ。お金かかるからって、携けい帯たい電話の国外使用手続き、猫屋敷さんのしか取ってないんだ。ええっと、じゃあ公衆電話を探して……」


　いつきが頭を抱かかえていると、ラピスがかぶりを振ふった。


「駄だ目め」


「え？」


　きょとんとしたいつきに、少女は断言する。


「〈協会〉に……知られちゃ駄目だから」


「〈協会〉が駄目？　な、なんで？」


「こっち来て」


　狼狽うろたえたいつきの手を、ラピスの手が摑つかんだ。


　とても冷たくて、柔やわらかい手であった。


　ラピスがつかつかと歩き出す。


　仕方なく、いつきもそれについていく。


　まったく現状が飲み込めない。それでも、この少女が敵とは思えなかったし、思いたくもなかった。


（……穂波、心配してるかな）


　さっきの、ふたりの様子が思い浮うかんだ。


　墜つい落らくする自分を呼んでくれた、穂波とアディリシアの姿。


　あの顔を思い出すだけで、少年の胸は痛んだ。自分の失態から、あのふたりに辛つらい気持ちを味わわせたかと考えると、ひどく苦しくなった。


「着いた」


　思う内に、ラピスが目の前の扉とびらを開く。


　教会の礼拝室だった。


　ごく平へい凡ぼんな長椅子が縦や斜めに散乱し、その向こう側には、傾かたむいた十じゆう字じ架かとステンドグラスが飾かざられている。


　そして、手前の祭さい壇だんに、見覚えのある影かげが落ちていた。


「ほう」


　と、その影が漏もらしたのだ。


「誰だれを連れてきたかと思えば……お前だったか、二代目」


　影が、うっすらと目を開く。


　見られただけで、ずしりと身体からだが重くなるような碧みどりの瞳。どれだけの時間を重ねれば、こんな瞳になるのだろう。


「…………っ！」


　まさしく、いつきは言葉を失った。


　膝ひざから力が抜ぬけても倒れることさえできず、ただ茫ぼう然ぜんと目を見開いた。


「……ユーダイクス、さん」


　名を、呼ぶ。


　呼んでも、なお信じられなかった。


　その人物がここにいることではない。それだったら、ラピスと出会ったことから、ある程度予想できている。


　いつきに信じられなかったのは、その人物が陥ってる状態だった。


「倒れなかったところを見れば、少しは成長したか。もっとも、こちらはこの有様だが」


　自じ嘲ちよう気味な声とともに、影は唇くちびるを歪ゆがめた。


　どこから声を出しているのだろうと、いつきは不思議に思った。それとも、自動人形オートマタの身体は、肺がなくても息を絞しぼり出せるのだろうか。


「その……身体は……」


「見ての通りだ。まったくもって、無様極きわまりない姿をさらしている。恥はじ入りたいところだが穴を掘ほる手もなくてな」


　どこか芝しば居いがかった声こわ音ねで、鼻に皺しわをつくる。


　肩かたもゆすりたかったのかもしれないが、今はその肩が存在しなかった。





　──そう。





　錬れん金きん術じゆつ師しユーダイクス・トロイデの身体は──首から下が失われているのであった。














　『間章』







　森の向こうへ、異様に大きな夕ゆう陽ひが落ちていく。


　その緋ひ色いろに追い立てられるように、鴉からすたちがバタバタと翼つばさを鳴らした。不ふ吉きつな羽ばたきと葉は擦ずれの音が重なって、夕暮れの森を一層暗く演出するようにも思えた。


　ロンドン南部。


　このあたりの景色は、いまだ中世の面おも影かげを残している。


　スポーツの世界大会に使われるような都市部であっても、少し外れれば、自分の立つ時代が分からなくなるかもしれない。そういう過去と現在を同居させた色合いこそが、ロンドンという都市の醍だい醐ご味みでもある。


　白いインバネスが舞まい降りたのは、そんな森の一角だった。


　鬱うつ蒼そうと茂しげった枝を搔かき分け、巨きよ軀くを森の奥へと沈しずみ込ませていく。一歩ごと、湿しめった土に靴くつがめりこんでいくのが印象的だった。


　十数分ほど歩いたあたりで、空間が開けた。


　おおよそ直径二十メートルほどの円形の空間。伸のび放題となった草むらの上へ、縦や斜ななめに、いくつもの石が組まれていた。


　環状列石ストーンサークルである。


　いまだ英国には、大小さまざまな環状列石が残っている。


　ここも、そのひとつだった。


　単純な規模でいえば、世界遺産にも指定されたソールズベリーのストーンヘンジほどではない。それゆえ観光客からも見み逃のがされがちな一点ではあるが、歴史の長さにおいてはけして劣おとらなかった。


　それは、魔ま術じゆつにおける重要度においても、ということだ。


　インバネスを纏まとう巨漢は、それらの石の間を歩みながら、さらに奥の草むらへ視線を向けた。


　小さな泉が、そこに滾こん々こんと湧わいていたのだ。


「……噴出点ノードか」


　仮面の内側で、ぽつりと呟つぶやいた。


　それから、


「メルキオーレ」


　と、名を呼んだ。


「やあ……」


　樹木の影から、ひどく陰いん鬱うつな声がこぼれたのは、数秒後のことだった。


　長い髪かみが、半顔を覆おおっている。


　青白い肌はだに、目の下の分厚いくま。


　細い身体からだには仕立ての良いチュニックを纏まとい、その上から黄色い長衣ローブを羽織っている。頭には独特な形状の帽ぼう子しもかぶっていた。


　歴史に詳くわしいものならば、それが中世の医師のスタイルだと気がついたかもしれない。イタリアの道化クラウンの衣い装しように端たんを発するそれは、奇き妙みような禍まが々まがしさを漂ただよわせていた。


　けほけほ、と軽く咳せき込む。


　今にも倒たおれてしまいそうな顔色で、メルキオーレと呼ばれた青年は、巨漢にふわりと微笑ほほえんだ。


「頼たのんだのは……取れたかな……？」


「これだ」


　短く言って、巨漢はインバネスの内側から銀色の容器を取り出した。


　冷れい凍とう保存用のカプセルであった。


　その蓋ふたをひねって開き、中身をしげしげと見てから、うん、と青年はうなずいた。


「ああ……頼んだとおりだ。これで天てん秤びん座ざの腎じん臓ぞうもそろって……全部できました。……ふふ、まあ術式自体は……フィンといっしょに組んだやつだけどね……環状列石とか合わせるのって……計算が面めん倒どうくさかったあ……」


　くすくすくす、と陰いん気きな笑い声に、細い長衣の肩かたが震ふるえる。


「…………」


　巨漢は、何も言わなかった。


　ただ、不気味に痙けい攣れんする青年を見ているだけだった。


「その身体の具合は……どうだい？　ユーダイクス」


　と、青年が振ふり向いた。


「……問題ない。何か、意見でもあるのか」


「いやいやいや……なにしろ……いくら僕でも……機械の首をつなげる手術ははじめてだったからね。……少し気になっただけだよ。……ああ、ああ、そういう意味では……ガラ君も少し……気になるかな……」


　もう一度、青年が、今度は赤い唇くちびるの端はしだけを歪ゆがめる。血色の悪い顔の中で、そこだけは異様なぐらいの赤であった。


「さあ……」


　と、青年は手を広げた。


　これから、オーケストラを指揮しようとする音楽家のように。


　あるいは、最悪の患かん者じやを前に、最高の手術を始めようとする名医のように。


　あるいは、死体のパーツをつなぎあわせ、冒ぼう瀆とくの怪かい物ぶつをつくらんとする、狂科学者フランケンシユタインのように。





「……僕たちで、倫敦を治ち療りようしようか」










第３章　魔法使いの塔




　　　　１




　聖書において、稀き代たいの妖よう女じよサロメに首を断たたれた預言者もまた、このようであったろうか。


　かの錬れん金きん術じゆつ師しは首だけとなって、教会の祭さい壇だんに安置されていたのである。


「ユーダイクスさん！　なんで、こんな──！」


　我を忘れて、いつきはそばへ駆かけ寄っていた。


　ユーダイクスの首は、ただゆっくりと息をついただけだった。


「こんな、というほどのこともない。もとより、私が製造されてからの稼か働どう時間──その三割方にあたる、百三十五年と十ヶ月と十七日と二時間十八秒──の間は似たような状態で過ごしている」


　自動人形オートマタ。


　ルネッサンス期末の錬金術師につくられた被造物こそが、ユーダイクス・トロイデといわれる魔ま法ほう使いの正体だった。そして、その彼を呪じゆ物ぶつ商人から買い上げ、先代〈アストラル〉に加えたのが、いつきの父・伊庭司であったのだ。


「だからって、これでいいわけないでしょう！　どうして、ユーダイクスさんがこんなことになってるんですか！」


　少年の問いへ、祭壇のユーダイクスは短く答えた。


「奪うばわれたからだ」


「奪わ、れた?!」


「不覚をとってな。あるいは、ラピスのおかげで首だけでも残ったことを、幸運に思うべきかもしれん」


　たとえ首だけになっても、ユーダイクスの厳おごそかな口調は変わらなかった。


　しかし、だからといって、いつきが冷静になれるわけでもない。


　何か言いたげに何度か口を開き、すぐにかぶりを振ふって、今訊きかねばならないことを訊く。


「じゃあ……なんで、ユーダイクスさんの身体からだを……」


「分からん。だが、少なくとも、今、誰だれかに使われていることは確かだな」


　いつきの眉まゆがひそめられた。


「誰かが……ユーダイクスさんの身体を使っている？」


「…………」


　いつきの表情を見て、ユーダイクスはかすかに目を細めた。


「今、この倫敦で、いくつかの事件が連続していることは知っているか？　魔法使いの殺人事件がな」


　それは、猫屋敷が調べようとしていたのと、同じ事件であった。


「魔法使いの……！」


「その事件の現場で、いつも誰かに見られているのが私──正確には、私の身体を奪い去った輩やからだ」


　文字通り、機械的にユーダイクスが述べていく。


「どういう目的かは分からん。こちらとしても、元の身体との糸パスがかろうじて残っているから、朧おぼろに行動が読めるというだけだ。読めたところで、この身体ではどうしようもない。この倫敦まで追いかけるぐらいが精々だ」


「じゃ、じゃあ……それを〈協会〉に訴うつたえれば」


「〈協会〉は信じはすまい」


　即そく座ざに、ユーダイクスが否定した。


「もとより、かつての魔術決闘フエーデで詐さ術じゆつを働いた私だ。信じられなくても向こうの問題とは言えない。まして、あれの身体は本当に私の身体なのだ。自動人形オートマタに人格を認めぬ以上、あの身体が犯おかした災わざわいは、私が起こしたのと同じことだ」


　魔法使いは、自らのつくる存在に、人格を認めない。


　ゆえに、かつてのユーダイクスには、魔術結社の首領の資格を認められなかった。詐術と言ったのは、その規則を無視して、〈アストラル〉の相続権をいつきと争ったことである。


「そんな理り屈くつ……！」


　と、言いかけたいつきを、錬金術師は厳しく睨にらみつけた。


「…………っ」


「そんな理屈が通じるからこそ、魔法使いは魔法使いたりえる」


　と、突つきつけたのである。


「以前にも言ったな、少年。魔法使いとは純じゆん粋すいな狂きよう気きにほかならない。たとえ自分の外の世界がどのように変わろうと、関係なく魔術などという異い端たんに耽たん溺できできる異常者の集まりだ」


　ああ、そうだ。


　いつきの会った頃ころと、ユーダイクスは何も変わってない。


　その重みも、その厳しさも。かつていつきへ、『伊庭司に続いていきたいのか』と問うたとき、そのままに。


　しかし、


「……それでも」


　と、今のいつきは返した。


「それでも？」


「それでも──あれから一年の間、〈アストラル〉と一いつ緒しよにいましたけれど──僕はやっぱり、魔法使いをそんな風に思いません」


「…………」


　ユーダイクスは沈ちん黙もくし、少年を見返した。


　炯けい々けいとした碧みどりの瞳ひとみに映る伊庭いつきは、ひどく矮わい小しようで、どこにでもいる平へい凡ぼんな少年に相そう違いなかった。相違ないはずなのに、この自分を真っ直すぐに見つめる少年が、ユーダイクスには理解できなかったのだ。


「僕の中で、魔ま法ほう使いは気高い人たちです」


　いつきは、言う。


　ユーダイクスの経てきた数百年にはかなわずとも、せめて一年の意地をこめて。


「穂波も、みかんちゃんも、猫屋敷さんも、アディリシアさんも、隻蓮さんも──ユーダイクスさんだって、みんな立派で、みんな誇ほこり高く生きています。魔法使いということを恥はじず、魔法使いということにおごらず、きちんと一歩ずつ地面を踏ふみしめて生きてます。それは……きっと誰にだって胸を張れる生き方です」


　いつきの知る、魔法使いの姿。


　いつきの信じる、魔法使いの在り方。


　その宣言を前に、ユーダイクスはしばし少年を見つめ……片眉をあげた。


「隻蓮に会ったのか」


　突とつ然ぜん、話が変わったので、少年は「ふぇ？」と間ま抜ぬけな声をあげてしまう。


「……あ、は、はい。武術とか、教えてもらいました」


「武術？」


「そ、その……五ご行ぎよう拳けんを、少しだけ」


　赤面して、手のひらをこすりあわせながら、いつきが言う。


　実際、少しだけというのは謙けん遜そんでも何でもない。いろんな拳法の基き礎そとなる五行拳の内、最初の三手しか教わってないのだ。隻蓮の手ほどきを受けて八ヶ月になるが、いまだ、いつきの修業は基礎の基礎さえ終しゆう了りようしていない。


「…………」


　しかし、ユーダイクスにとっては、別の効果をもたらしたようであった。


「ふん。あいつの弟で子しなら、それぐらいのことは言うようになるか」


　呆あきれたように、ため息をつく。


　ひょっとすると、この自動人形オートマタがそんな人間らしい表情をするのは、これが初めてだったかもしれない。


「ラピス」


「……うん」


　と、隣となりに立つラピスがうなずいた。


「この男についていくかどうかは、お前に任せる」


「え？」


　思いがけない言葉だったので、いつきが瞬まばたきした。


　気にもせず、ユーダイクスは続ける。


「そろそろ残留呪じゆ力りよくが限界だ。私は休きゆう眠みん状態に入る。今の言葉通り、この男についていくかどうか、〈アストラル〉と協力体制を敷しくかどうか、そういった具体的な案件はお前の判断に任せる。いいな？」


「……うん」


　もう一度、ラピスがうなずいた。


　すう、とユーダイクスの瞼まぶたが落ちた。


　眠ねむりに落ちるような自然さで、そうなっても錬れん金きん術じゆつ師しの顔から、苦行僧そうを思わせるいかめしさは消えなかった。苦しげな皺しわは、設計の当初から、彼の表情に刻まれているのかも知れなかった。


「……あにさま」


　とても──とても大事そうに、ラピスはその首を抱だき上げた。


　そして、いつきに差し出したのだ。


「いつきは、あにさまを見てて」


「え……ええっ」


　首を受け取らされ、震ふるえる指で落としてしまわないか心配していた矢先、ラピスはこう口にしたのである。


「昔、いつきのお父さんが、あにさまを直した」


　確かに、そう聞いてはいる。


　本来、ユーダイクスは主あるじに従うため造られた自動人形オートマタだ。


　長い時間の内、彼の所有者は次々と変わり、彼のパーツも次し第だいに失われていった。


　あるいは壊こわれ、あるいは貴重だということから売り払はらわれ──最後はほとんど中身だけになって、呪物商人の倉庫の中で埃ほこりをかぶっていたのだ。


　そうして、ほとんどの部品を失ったユーダイクスを、三年以上の時間をかけて、伊庭司が完全修復したのだという。


「だから、いつきのお父さんの源書（オリジナル・グリモア）には、そのときのことも残ってるはず。あにさまの身体からだを取り戻せば、その身体とあにさまの首をつなぐことだって、きっとできる」


　少女の胸むな元もとで、源書（オリジナル・グリモア）が握にぎりしめられる。


（ああ……）


　どんな想おもいで、少女が源書（オリジナル・グリモア）を盗ぬすみ出したのか、やっといつきは理解した。


　たとえ追われることになっても、それは少女にとって、唯ゆい一いつの肉親を救い出すための手がかりだったのだ。


「ラピスが……あにさまの身体を取り戻す」


　誰だれよりも強く、ラピスは断言したのであった。





　　　　＊





　夕暮れに悩なやむものは、いつきたちだけではなかった。


「──ええ、分かりました」


　猫屋敷が、携けい帯たい電話を片手に小さく首しゆ肯こうする。


　歓かん楽らく街がい・ソーホーの外れである。先ほどの占うらない小屋から離はなれ、〈学院〉の穂波たちと連れん絡らくを取っていたものだ。


　しかし、奇き怪かいな仮面の魔ま法ほう使いの報告をするだけだったものが──あにはからんや、穂波たちからも驚おどろくべき連絡が伝わったのである。


　結果、通話は十分以上続き、


「はい、そのようにお願いします」


　最後に猫屋敷が言って、電源ボタンを押した。


　携帯を閉じると、すぐに周囲から質問が投げかけられる。


「猫屋敷さん！　穂波お姉ちゃんどうしたって?!」


「ほ、穂波さん、なんて言ってました？」


　勢い込んで、みかんと黒羽が尋たずねてきたのだ。


　腕うでを組んで、少し考えてから、猫屋敷は口を開いた。


「……ラピスさんが、先代社長の源書（オリジナル・グリモア）を奪うばい、あげく社長を攫さらって逃とう亡ぼうしたそうです」


「ええええええっ！　ら、ラピスちゃんが！」


　ただでさえ大きな黒羽の目が、さらに倍も大きくなる。


「や、やっぱり、あの子、前のときにぎゃふんと言わせておけばよかった！」


　ついで、みかんが地じ団だん駄だを踏ふんだ。


　ホムンクルスの少女とみかんとは、年格好が近いせいもあってか、あまり折り合いがよろしくない。たまに〈アストラル〉事務所でラピスの話が出ると、みかんが頰ほおを膨ふくらませるのが常であった。


　もっとも、みかんがこれだけ真っ直ぐに嫌うのもラピスだけなので、単純に仲が悪いとも言い切れないと──少なくとも黒羽と猫屋敷は見ているのだが。


「……ふむ」


　と、猫屋敷が顎あごに手をおいた。


　何にせよ、事態が風雲急を告げているのは確かだった。


「じゃあ、あの仮面の人は、やっぱりユーダイクスさんで……」


　黒羽が、難しい顔で聞く。


「そのあたりは分かりません。現状ではっきりしているのは、ユーダイクスさんに似た人が連続殺人事件に関かかわっていて、社長がラピスさんに攫われたっていう、それぞれ別の独立した事象です」


「でも、そんな偶ぐう然ぜんなんて──」


「……まあ、そうですよねえ」


　猫屋敷も、眉まゆ根ねを寄せた。


　仮面の巨きよ漢かん。


　あの錬れん金きん術じゆつの冴さえと、白いインバネス。


　ざわざわと流れる真しん紅くの髪かみや、節くれ立った太い指という細かい特とく徴ちようも、すべてユーダイクスと一いつ致ちする。


　だが、それでいて、あの魔法使いがユーダイクスであると、猫屋敷はまったく信じていないのだった。


（……どうして、ですかね）


　猫屋敷とユーダイクスが同じ〈アストラル〉で過ごしたのは、数年ばかりのことだ。


　長いとも、短いとも言える。


　学生からすればひとつの教育機関を卒業するぐらいのとても長い時間であり──猫屋敷みたいにある程度の年を重ねてしまえば、たった一いつ瞬しゆんのことでもある。こうして思い返そうとしても、先代〈アストラル〉で過ごした時間は遠く、面おも影かげは消えかけた虹にじのように淡あわい。


　なのに。


　その淡い面影が、訴うつたえるのだ。


　直感というにも怪あやしい、なんとも名状しがたい印象ではあるのだが──少なくとも猫屋敷の感覚は、あれを別人だと訴えていた。


　猫屋敷は、思考を続ける。


（問題は……なら誰か、ということです）


　今、ユーダイクスを偽ぎ装そうすることで、得をする者。


　そして、奪われた四し肢しや内臓。


　錬金術にも人間の身体からだを使った術は多く存在するが、その場合、魔法使いだけを選ぶ必要性は薄うすい。別の誰かが関わっていると考えた方が、自然ではあろう。


「…………」


　いつのまにか、罠わなに嵌はめられている気がした。


　ひどく複雑で、周しゆう到とうな魔術の罠。


（……だけど、その意味は？）


　猫屋敷は自問する。


　必要なのは、情報だ。


　時間も行動も制限されている異国の地。ならば、情報の有う無むこそがすべてを決定する。魔ま法ほう使いという異い端たんの世界であっても、そのことは変わりない。


「…………」


「……にあ」


　と、肩かた口ぐちであがった鳴き声が、猫屋敷を現実に引き戻もどした。


　玄武である。


　瞬まばたきすると、むうーっと不満気な顔で、みかんがこちらを見上げていた。


「もう。どうしたの、猫屋敷さん。ずーっと黙だまりこんでるんだもん」


「や、そんなになりましたか」


　いつのまにやら、太陽は完全に地平線へ没ぼつしている。このあたりが真っ暗になるのも近いだろう。そうなると、十歳足らずの女の子を連れ歩くには、なかなか微び妙みような場所となってしまう。


「これは失礼しました。……とりあえずは、一度宿に戻りましょうか」


　頭を搔かき、猫屋敷は曖あい昧まいに笑う。


　地図を思い出しながら、足を早める。まあ、ピカデリー・サーカスまで出てしまえば問題あるまい。


　すると、


「にぃ～～～～～～あ！」


　今度は、先を行く朱雀が前まえ肢あしをふんばり、三色の毛を逆立てたのである。


　そのときには、猫屋敷も気がついていた。





「……私にも、事情を聞かせていただけますか？」





　裏路地から、ゆらりと陽炎かげろうが覗のぞいたのである。


　みかんがひっと息を飲み、猫屋敷の袖そでを摑つかむ。黒羽は、あっと目を見開いて、その名前を呼んだ。


「影崎さん……」


　くたびれた黒いスーツに、特徴を持たぬ異相の容よう貌ぼう。


〈協会〉の影崎が、そこに現れていた。


「どこでも……やってくる人ですね」


　呆あきれたように猫屋敷が言うと、影崎はうすっぺらい笑えみを、その扁へん平ぺいな顔に広げた。


「日本でも倫敦でも、私の仕事は変わりませんから」


　彼の仕事。


　つまり──魔法使いを裁く、魔法使い。


「誰だれを、裁くつもりです？」


「おや。それはいまさらな話でしょう。最前の事件の現場検証のためですよ。終わってみれば、たまたまあなた方がそばにいただけで」


　視線だけ、背後へと猫屋敷が向ける。


　さきほど彼らが争った、占うらない小屋の方角だった。


　影崎の言葉通りなら、さきほどの魔術戦せん闘とうを聞きつけて到とう着ちやくし、ひととおりの調査を終えた後ということになる。


　しかし、猫屋敷たちがあの占い小屋を離はなれてから、まだ一時間ばかりなのだ。


　警察でも、まず調査の終しゆう了りようには足らぬ時間。さらに、猫屋敷たちは知らぬが、いつきが攫さらわれる直前、影崎は〈学院〉にも姿を現していた。


　神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。


　そんな言葉で、くくってしまっていいものかどうか。


　ふるり、と影崎は唇くちびるの端はしをつりあげる。


「──ユーダイクス・トロイデ」


　と、名前をあげたのだ。


　黒羽とみかんの身体からだがびくりと震ふるえ、影崎は笑みを深める。


「かの錬れん金きん術じゆつ師しを……容疑者と考える向きはありますね」


「違ちがいます」


　と、猫屋敷が即そく言げんした。


「あなたの仕事は、いい加減な裁きを下すことじゃないでしょう」


「かもしれませんね。……ですがまあ、私としてはノルマが稼かせげればいい、というのもありますよ？　それで事件が収拾できるなら、必ずしも本当の犯人は必要じゃない」


　一いち罰ばつ百ひやつ戒かい、ともいう。


　ひとりに強きよう烈れつな罰をくわえ、見せつけることにより、より多くの相手に教訓をもたらすという手法である。


　必ずしも世間の法律に添そわぬ魔法使いたちを、〈協会〉が率いていられるのは、これらの強烈なパフォーマンスあってのことだ。


　影崎は、まさにそのひとりであった。


　魔法使いを裁く魔法使い。その存在こそが幾いく百ひやくの結社をして、〈協会〉軽かろんじるべからずと考えさせているのだ。


「…………」


　数秒、沈ちん黙もくし、猫屋敷は慎しん重ちように口を開いた。


「……おかしな話ですね」


「ほう」


　影崎が無表情に呟つぶやく。


「影崎さん。今、ユーダイクスさんが何の事件の容疑者かは口にしなかったですよね」


「…………」


「そして、影崎さんが派は遣けんされるまでの時間は、いくらなんでも早すぎる。そうでなくても、本当は倫敦の人員が派遣されるところであって、たまたまこちらにいるだけの影崎さんが駆かりだされるようなことじゃない」


　猫屋敷は、ゆっくりと事実を重ねていく。


〈協会〉にしたところで、区分や縄なわ張ばりは存在するのだ。どうしても必要となれば、無視するだろうが、最初から極東担当の影崎を使う必要はない。


　それでもあえて影崎が使われるとすれば──


「それはつまり、あなたの上司の誰かが、個人的にあなたを使って、連続殺人事件を調べているということじゃないですか？」


「…………」


　影崎は答えなかった。


　その表情からは、一いつ切さいの感情が読み取れない。ひょっとすると、百年経たってもこの表情を崩くずさないんじゃないかと、ひそやかに黒羽は思った。


「……だったら、どうなんです？　だからといって、私の権限が変わるわけでもありませんよ」


　影崎の発言を、ひらりと猫屋敷は切り返した。


「その調査、〈アストラルうち〉を使ってみませんか？」


　と、持ちかけたのだ。


「……〈アストラル〉を？」


「〈アストラル〉は魔ま法ほう使い派遣会社です。必要だというなら、〈協会〉にだって派遣してさしあげましょう。ええ、魔法使い連続殺人事件だってかまいません」


　それが、猫屋敷の切り札だったろう。


　現状の情報不足を、〈協会〉のそれをもって補う。同時に、〈協会〉からしても、表ざたにならずに使える〈アストラル〉は有効な手段のはずだった。


「…………」


　実際、影崎をして、数瞬は黙だまらせたのだ。


　どのような反応を取るか、瞬まばたきもせず猫屋敷が見つめていると、影崎の視線はすっと青年陰おん陽みよう師じの背後を向いた。


「……以前、葛城の鬼おにの際、黒羽さんに同じ提案をされましたね」


「え？　あ、は、はい」


　自分に水を向けられるとは思わなかったので、黒羽は目を白黒させてうなずいた。


　葛城家の鬼の事件のときだ。〈協会〉も無断では立ち入れぬ葛城の土地を前に、黒羽は影崎への貸しだし魔法使いレンタルマギカ派遣を申し出たのである。


「あれは、なかなか面おも白しろい体験ではありました」


　抑よく揚ようなく、影崎が言う。


　なぜだか、どこかしら懐なつかしむ風にも黒羽には聞こえた。


　それから、影崎はこう続けたのだ。





「ですが、今回は無用」





「えっ──」


　思わず、黒羽の喉のどを驚きよう愕がくが滑すべり出る。


「二度も同じことで手を打っては、それはただの馴なれ合いというものでしょう」


　にんまりと、影崎の唇くちびるを笑えみが刷はいた。


　相変わらず何の感情も窺うかがえないのに、こちらの背筋がぞくりと冷えるような笑みだった。


「あなた方が連続殺人事件とやらを追うのは勝手。ですが、こちらの調査に干かん渉しようしたり、不用意に現場へ踏ふみ込むようでしたら……その責任は〈アストラル〉で取っていただくことになります。場合によっては、明日の審しん議ぎにも影えい響きようするでしょうね」


「明日?!」


「ええ。〈アストラル〉が滞たい在ざいしている一週間の間に、最も都合の良い日時を選ぶと言ったでしょう？　つい先ほど、審議を明日と決定しましたので、じきに〈協会〉から正式な連れん絡らくがあると思います。万が一、代表者が欠席される場合は、それも評点に加味されるでしょうから、どうぞご注意くださいませ」


　それは、露ろ骨こつなまでの脅おどし。


　たとえいつきが戻もどってこなくとも、審議は実行するとそういう意思を伝える言葉。


「では……明日の審議も楽しみにしてます」


　平へい凡ぼんな革かわ靴ぐつが、踵きびすを返した。


　裏路地を使い、影崎の姿が闇やみの向こうへと消えたのである。


　しばらくして、


「……厄やつ介かいですね」


　と、猫屋敷が漏もらした。


「にゃあ」


「うにゃあ」


　白虎と青龍が心配げに鳴き──こともあろうに、それにも気がつかぬように、猫屋敷は続けたのである。


「明日の審議。ユーダイクスさんの疑いに、社長の誘ゆう拐かい。あげく異国の地で、影崎まで敵に回るとあっては……厄介以外の何物でもありません」


　淡たん々たんとした猫屋敷の声が、黒羽にはひどく切実な響ひびきを湛たたえているように思えた。





　──しとしとと、雨が降り始めていた。





　　　　２




　最前から降り始めた雨が、教会を激しく叩たたく。


　その音が激しすぎて、ただでさえ朽くち果てた建物は、ますます廃はい墟きよとしての色合いを濃こくしていくようだった。そうでなくともロンドンは幽ゆう霊れいの巣そう窟くつとして有名だが、こんな教会ならなおさら申し分ないだろう。


　そんな、ぎしぎしと軋きしむ廊ろう下かに声が生まれた。


「──ま、待ってよ。やっぱり穂波や猫屋敷さんに協力してもらった方が……」


　ラピスの背中を、いつきが必死で追いかけているのだ。


　片手には、ユーダイクスの首を抱かかえたままだった。


　預けられはしたものの、どうにもすることができず、仕方なく抱えているものだ。早くナップサックか何かを手に入れないと、まともに通りに出ることもできない。


　ぴたり、とラピスの足が止まった。


「ラピスちゃん」


　いつきが、ほっと息をついたところで、


「信用できない」


　と、ラピスはそっぽを向いたのだ。


「ラピスが信用できるの、あにさまといつきだけ」


「…………」


　いつきが、言葉を無くす。


　そういえば、そういう少女だった。


　もともと、少女といつきが出会ったのは、ユーダイクスも〈アストラル〉も関係ない偶ぐう然ぜんからだ。その偶然から、いつきはラピスと心を通わせるようになったが──あくまで、それは少年と少女だけの関係である。


　つまるところ。


　少女が心を開いているのは、伊庭いつきという人間個人であり、〈アストラル〉という組織ではないという話。


「……はあ」


　と、いつきはこっそり息をついた。


（……ごめん、穂波。アディリシアさん）


　内心でふたりに謝って、


「分かった。じゃあ、早く犯人を捕つかまえて、審議までに終わらせよう」


　と、いつきは胸を叩き──情けないことに、こほこほとむせかえる。


　しかし、ラピスの瞳ひとみは大いに輝かがやいたのである。


「……うん！」


　と、嬉うれしそうにうなずいた。


　この少女が、そんなにはっきりと感情を表すのは初めてだったので、いつきの方が驚おどろいてしまうぐらいだった。


　少し、間をおいて、


「でも……その前に訊きいていい？」


　いつきが、おそるおそる持ちかけた。


「どうやって……ユーダイクスさんは身体からだを奪うばわれたの？」


　その言葉に、少女の顔が翳かげりを帯びた。


「あ、その、嫌いやだったら……」


「あにさまは……魔術決闘フエーデで負けた」


「え……？」


　一いつ瞬しゆん、いつきにはその言葉が理解できなかった。


「魔術決闘フエーデって……じゃあ、ユーダイクスさんが納なつ得とくずくで戦って……それで負けたってこと？」


　こくり、とラピスがうなずく。


「前から、あの人たち、あにさまに接せつ触しよくしてた。ラピスの体調管理や必要な呪物フエテイシユを提供する。その代わりに自分たちに協力しろって」


　少年は、片手に抱だいたユーダイクスの首を見下ろす。


　この錬れん金きん術じゆつ師しの強大さは、嫌というほど知っている。


　かつて、アディリシアの掩えん護ごまで含ふくめた、〈アストラル〉の全力で立ち向かい、それでもなお敗北しかけた相手。


　いや、実際、一度は敗北したのだ。


　最終的に勝ちを拾えたのは、僥ぎよう倖こうの積み重ねと──


（……これの……おかげ）


　いつきが、眼帯に触ふれる。


　妖精眼グラム・サイト。


　この魔ま眼がんに頼たよらなければ、おそらく〈アストラル〉は無む惨ざんに敗北し、いつきがここにいることもなかっただろう。


　なのに、そのユーダイクスが正面から敗れたのだとしたら──。


「…………」


　いつきが、奥歯を嚙かみしめる。


　喉のどまで出かかっている怯おびえを、必死で閉じこめる。


「一体、あの人たちって……」


　と、訊いた。


「分からない。いつも話すときはあにさまとだけで、ラピスが教えてもらえるのは結果だけだったから。それに、あにさま……本当は魔術決闘フエーデなんて嫌がってた」


「じゃあ……なんで」


　いつきの問いに、ラピスは一瞬逡しゆん巡じゆんした。


「……あの人たち、材料を持ってるっていうから」


「何の材料？」


「それ」


　ラピスの指があがった。


　白磁のごとき人差し指が自分をさしても、いつきには何のことか分からなかった。


「え？」


「いつきの、眼帯」


「っ！」


　眼帯に触れたままの指が、びくりと震ふるえた。


「僕の……眼帯」


　壊こわれかけた眼帯だ。


　一度は破は壊かいされ、修復されながらも、次に壊れればもう直せないと言われた眼帯。


　これがあって、やっといつきは『伊庭いつき』でいられる。その眼帯をつくったひとりが、ユーダイクスだったのだ。


「それの材料が欲しかったら、自分たちに協力しろって。あにさま……それを嫌がって、魔術決闘フエーデにしたの。でも……引き替かえに賭かけられるものは自分の身体しかなかったから」


「で、でも、ユーダイクスさん、錬金術師なんでしょ。いろんな呪物フエテイシユとかつくれるじゃない。何も自分の身体なんて賭けなくても──」


「ううん」


　ラピスがかぶりを振ふる。


「それ、あにさまは自分のものだって思ってなかった」


　静かに、少年が思いもしなかった事実を語る。


「エジプトに行ってから、あにさま、いろいろ研究したり、つくったりしてた。でも、それ全部、〈アストラル〉に送るつもりだった」


「〈アストラル〉に……」


　茫ぼう然ぜんと、いつきは呟つぶやいた。


「いつきが、あにさまに言った」


　さらに、ラピスはこう続けたのだ。





「──伊庭司に胸が張れるような、伊庭司が胸を張れるような、そんな人であってくださいって。だから、あにさまにとって、そうすることが一番の当たり前だった」





「…………！」


　いつきの胸が、ひどくざわめいた。


　言葉にならない。


　ただの呻うめきにさえ、なってくれない。


　それは、確かに自分が告げた言葉だった。





　──『あなたは……父さんに胸が張れるような……父さんが胸を張れるような……そんな人であってください……』





　ユーダイクスと戦った最後、朦もう朧ろうとした自分が口にした台詞せりふ。


　あの錬れん金きん術じゆつ師しは、そこに何を見いだしたのだろう。


　ラピスとともにエジプトへ渡わたり、何を考えていたのだろう。


　少年の眼帯をつくるため、自分の身体からだまでも魔術決闘フエーデの景品にして、そこまでさせたのはどんな情熱だったのだろう。


　──ひょっとすると。


　期待して、くれたのだろうか。


　いつかは──伊庭いつきが、伊庭司に『続く』ものになると、そう考えていてくれたのだろうか。


「……そっ、か」


　それだけを、絡からまる舌で必死に呟いた。


　どうしようもなく、視界が滲にじんだ。


　悲しくなくても、怖こわくなくても涙なみだが出るのだと、当たり前のことをいつきは思い知った。心臓から伝わるさざ波が、小さな自分の何もかもを洗い流してしまうようだった。


　何度となく、自分の左目を拳こぶしで拭ふく。


　切なかった。


　悔くやしかった。


　恥はずかしかった。


　ろくに成長できてない自分が、ユーダイクスの覚かく悟ごに比べて何もかも到とう達たつできていない自分が、どうしようもなくもどかしかった。


「……ごめん、なさい」


「いつき、何を謝る？　いつきが謝ることなんか何もない」


　不思議そうに、ラピスがきっかり三十度首を曲げた。


「うん。……でも、ごめんなさい」


　眠ねむれる自動人形オートマタの首を持ち上げ、溢あふれる想おもいとともに謝罪する。何度謝っても、絶対に足りない気がしてならなかった。


（────っ？）


　不意に、気がついた。


　もう一度、ぐっと涙を拭き、少女へと向き直る。


「そ……そうだ。ラピスちゃん、これまでの事件について資料とか持ってる？」


「……？　それは、集めてるけど」


　ラピスが不思議そうに眉まゆを寄せる。


　すると、いつきは──この少年には珍めずらしいことに──力強くうなずいたのだ。


「……だったら……僕も、役に立てるかも」





　　　　＊





　しとどに降る雨は、〈学院〉の瀟しよう洒しやな洋館も濡ぬらしていた。


　空気さえじんわりと冷え込み、室内の温度は急に三月まで戻もどったかのよう。穂波の滞たい在ざい用に与あたえられた一室も、どこかしら寂さびしげに沈しずんで見え、窓には淡あわい霜しもが降りていた。


「……いっちゃん」


　その窓に触ふれて、穂波は呟く。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは、深い憂うれいに沈んでいた。


　さまざまな手を尽つくしたが、結局、いつきの行く手を追うことはできなかったのだ。


　マクレガー教授もまた、ひとまず治ち療りようを終えたようだが、いまだ安静状態から脱だつしてない。


（……あたしは、また人に迷めい惑わくをかけてばかり）


　ひそかに唇くちびるを嚙かむ。


　それから、振ふり返った。


　部屋の扉とびらが開かれ、金きん髪ぱつの少女が姿を現したのだ。


「どうしたん、アディ？　ノックもしないで」


　親友のただならぬ雰ふん囲い気きに、穂波が眉を寄せる。


　すると、少女はゆっくりとかぶりを振って、こう答えた。


「〈アストラル〉の審しん議ぎが……明日だと言われましたわ」


「そんな……っ！」


「確かに、一週間の間に都合の良い日時をって言われましたけど。……明日だなんて、いつきが攫さらわれたのにつけこむようなものですわ！」


　アディリシアが激げつ昂こうする。


「じゃあ……あたしらは……」


「社長が出られません。理由も言えない……では通りませんわ。それに……イツキはあの目ですのよ？」


　弱々しく、アディリシアはうつむく。


「今回の連続殺人事件というのは……魔ま法ほう使いの身体の一部を奪うばってるのでしょう？　だったら、イツキほどうってつけの相手がほかにいまして？」


　妖精眼グラム・サイト。


　魔法使いであれば、誰だれもが欲ほつする伝説の魔眼。猫屋敷から聞いた連続殺人事件を起こすような偏へん執しつ狂きようが、その魔眼を求めぬわけがあろうか。


「でも、攫ったんはラピスなんやから、そんなこと……」


「そもそも……あのラピスは本物ですの？」


「…………っ」


　アディリシアの言葉に、穂波は息を詰つめた。


　事件を起こした錬れん金きん術じゆつ師し──ユーダイクスが偽にせ者ものだとすれば、ラピスもまた偽者であって不思議はあるまい。そしてラピスが本物でなければ、いつきをどう扱あつかってもおかしくはない。


　いつきを殺したって……おかしくはない。


「もしも……イツキが殺されたなら、あなたはどうしますの？」


　アディリシアのそれは、穂波と同時に自分にも問いかけるような言葉だった。


「…………」


　穂波は沈ちん黙もくする。


　ふたりの間に、硬かたくて鋭するどい緊きん張ちようの糸が張りつめ──やがて。


「……ラピスは、本物や」


　と、少女は告げた。


「どうして？」


　どこかすがるように、アディリシアの碧へき眼がんが揺ゆれる。


「……最初から、社長が狙ねらいやったとは思えへん。あんなタイミングで社長が出てくるんは、いくらなんでも予想できへんし。やったら……源書（オリジナル・グリモア）を取ったついでに、偶ぐう然ぜん出会った社長を巻き込んでしまったって見た方が現実的や」


「じゃあ、どうしてイツキを?!」


「多分やけど、ラピスは社長とユーダイクス以外を信用してへんかったから。そやったら、あの社長のことやし、そのまま別の事件に巻き込まれるのは十分ありえる。明日が審議やっていうのは、あたしらにとっても寝ね耳みみに水やったわけやしね」


　穂波の冷静な分ぶん析せきが、状じよう況きようをひもといていく。


　ある意味で、この分析力と沈ちん着ちやくさこそ、魔法以上の少女の『力』であった。〈アストラル〉の危機を何度も救い、支えてきた能力だった。


　少し、間をおいて、


「……ズルイですわ」


　と、アディリシアはため息をついた。


「あなただけ、そんな風に冷静だと、私も思うままに怒おこれません」


「前は、あたしが皆みなを振り回したんやもん」


　穂波の微び笑しようが淡くなった。


「…………」


　アディリシアは、瞼まぶたを伏ふせた。


　去年の、〈竜りゆう〉の事件のことだというのは、言わずとも分かった。


　あのとき、先走った穂波は〈アストラル〉と戦うことになった。一度はアディリシアとも魔術戦せん闘とうをかわし、命のやりとりをするところまで行った。


　だから、こそ。


　あのときの悔かい恨こんが今も心臓に刺ささっているからこそ、穂波は──アディリシアの親友ライバルは、同じ過あやまちを犯おかさない。


（……本当に、あなたは今も進んでるのですわね）


　穂波は、アディリシアとは違ちがう。


　いつも完かん璧ぺきであろうとするソロモンの姫ひめとは違って、このケルトの魔女は何度も失敗し、何度も迷い、そのたびに少しずつ強くなる。ともに〈学院〉で学んでいた頃ころから、少女のそんな姿が眩まぶしかったなんて──絶対に口にはしないけれど。


　でも、それでいい。


　人生なんて、少しばかり長すぎる。


　競い合う相手がいないと、きっとつまらないだろう。


「何？」


「何でもありませんわ」


　しれっと、アディリシアが首を横に振ふる。


「ふーん、ホントに？」


「本当に！」


　今度は強く、少女が唇くちびるを尖とがらせる。


　ふたりして微苦笑した後、穂波はすっと胸むな元もとに手をやった。


「社長がどんな事件に巻き込まれてるんかは分からへん。でも、社長が戻もどるまでの間、あたしらはあたしらで最善を尽つくす。社長が帰ってくる場所を守るのが──あたしらの戦いや。アディは、どう思う？」


「……一応、賛同しておきます」


　それが、密ひそやかなふたりの誓ちかいであった。


　ついで、審しん議ぎに向けていくつかの打ち合わせを始めるため、アディリシアが退席した。


「……さて」


　残った穂波は、部屋の椅い子すに座って、思考を再開する。


（いっちゃんが帰ってくるまで……〈アストラル〉はあたしらが守る）


　そのためにも、今はできるだけ休息しなければならない。


　審議のためにも、いつきが見つかったなら救出するためにも、力は必要だ。そのときに疲つかれ果てていては、お話にもなるまい。


（でも……殺人事件っていうんは……）


　胸むな騒さわぎがしていた。


　何か、大事なことを見落としているような気分。


　連続する殺人事件は、奪うばわれていった魔ま法ほう使いのパーツは、何を意味しているのか。


「…………」


　穂波は、窓から雨雲を見上げる。


　その雨だけが事件の全ぜん貌ぼうを知っているような──そんな不思議な気持ちにとらわれたのだった。





　　　　３




　夜が、更ふけてゆく。





　いつもなら、まだ多くのロンドンっ子が闊かつ歩ぽする時間だろう。


　だが、今こ宵よいのロンドンに限っては、道行くものはわずかであった。


　激しい雨のためだ。


　夕暮れから降り始めた雨は、すぐに猛もう威いを増して、滅めつ多たに見られぬ豪ごう雨うと化した。あまりの勢いに建物は白く煙けぶり、街の光さえ朧おぼろに滲にじんでいる。


　そのくせ、分厚い雨雲の切れ間から、時々月が垣かい間ま見えた。


　英国にあっても、月だけは変わらない。


　その表面に刻印されたものを、餅もちつきする兎うさぎと見ようが、大きなカニと見ようが、はたまた女性の横顔と見ようが──月という天体そのものには何の変化もないというように。


　そして、その月を砕くだかんばかりに、巨きよ大だいな砦とりでが屹きつ立りつしていた。


　それは、英国で知らぬものとてない建造物であった。


　いわく、女王陛下の宮きゆう殿でんにして要よう塞さい。


　──ロンドン塔とう。


　一○七八年、征せい服ふく王おうウィリアムによって建造された砦は、世にも血ち塗ぬられた歴史を持つ。


　初期こそは砦であり、後に国王が使用する宮殿となったのが──同時に、身分の高い政治犯を幽ゆう閉へいするための、呪のろわれた場所とも変じていったのだ。


　十四世紀にはあるスコットランドの英えい雄ゆうを車裂ざきの刑けいに、十五世紀後半にはランカスター朝最後の王を断罪。十六世紀に至っては女王陛下すらをも幽閉した。とりわけ、姦かん通つうと魔術の罪を犯したと捏ねつ造ぞうされた第二王おう妃ひは怨うらみも深く、現代においてすらその幽霊を見たという証言に事欠かない。


　幽霊の都市と言われるロンドンにおいて、なおその頂に君臨する建物こそが、このロンドン塔だったのだ。


　今や、その煉れん瓦が塀べいも白い尖せん塔とうも等しくきつい雨に打たれ、砦は鬼き哭こく啾しゆう々しゆうとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。


　──と、


「…………」


　雨の飛沫しぶきの中、ふたつの影かげがさざめいた。


　砦の外がい郭かく部分に配置された、尖塔のひとつである。


　その頂上あたりで、びくびくと身体からだを震ふるわせる少年と、燃えるような真しん紅くの髪かみをなびかせた少女とが寄り添そっていたのだ。


　無論、いつきとラピスであった。


「……こ、これってやっぱり……不法侵しん入にゆうだよね……？」


「しっ」


　と、ラピスが人差し指を可か憐れんな唇へあてる。


「……いた」


　その人差し指を、下方へ突つき出した。


　その延長──がらんとした中庭を、白い靄もやが渡わたっていく。


　よくよく見れば、それが白いインバネスだと気がついたろう。


　二メートル近い巨きよ軀くの頭部には、人骨を模した仮面をかぶっていることも。


「……う、わっ」


　いつきは、必死で叫さけびを押さえ込んだ。


　本当に……その身体がユーダイクス・トロイデのものであることを、少年は右目で把は握あくしてしまったからだ。外見や単なる印象ではなく、その内側を流れる呪じゆ力りよくによって、少年の右目は識別してしまった。結果、知人の肉体が他人に使われているという状じよう況きように、途と轍てつもない違い和わ感と吐はき気をいつきは覚えてしまったのである。


「っ……」


　奥歯を嚙かみしめ、嘔おう吐と感をこらえた。


　仮面の巨漢は、悠ゆう々ゆうと中庭の坂を上がり、中ちゆう核かくたるホワイト・タワーへと侵入していく。


　深夜の上、豪雨もあって、中庭には警備の姿が見られない。どのようにして、砦の内側へ入ったのかはしれぬが、巨漢の歩みを止めるものは誰ひとりとしていなかった。


　そのまま、巨漢の姿が飲み込まれた後、


「……いつき、すごい。あいつ、ホントにここにいた」


　ラピスが、かすかに息を飲んだ。


　この少女の、こんな表情はあまり珍めずらしいので、いつきは恐きよう縮しゆくより先に瞬まばたきしたぐらいだった。


「い、いや、呪力を視みただけだから」


　あわてて、両手を振ふる。


　ユーダイクスは言った。





　──『元の身体との糸パスがかろうじて残っているから、朧おぼろに行動が読めるというだけだ』





　つまり、ユーダイクスの首と身体の間には、いまだ呪力の糸パスが残存している。


　だったら、いつきはその糸パスを視るだけでよい。


　ほかの人間にはいざしらず、少年の右目にとってはたやすいことだった。このロンドン塔へやってきたのは、夜に乗じて、ラピスの翼つばさを使っただけのことだ。少年の右目が単純な視力や光の反射に依よらない以上、空から見下ろせば、なおさら呪力の行きつく先は明らかである。


（……だけど）


　気になることが、あった。


　びしょびしょのスーツをぎゅっと握にぎり、水を絞しぼりながら、いつきは考える。


　ラピスの見せてくれた資料と、連続殺人事件の被ひ害がい者しやたち。


　ロンドン塔という、この場所にこびりついた呪力の質。


　また、今の仮面がまとっていた呪力の流れ。


　うまく言えないのだけど、それらはつながっている気がした。


　少年の右目ですら容易には見とおせない、闇やみの底。


（なんだろう……）


　どこかで、視た気がする。


　この呪力を、この感覚を、いつきはどこかで知っている気がする。


　いつきの知識では、それがいかなる意味を成すのかは分からない。だが、ひどく禍まが々まがしい胸むな騒さわぎだけは、胸をついて離はなれなかった。


（穂波か、猫屋敷さんなら……）


　あのふたりなら、なんて言うんだろう。


　自分の勉強不足が身にしみた。もう少し、穂波の魔ま術じゆつ講座をちゃんと受けていれば、あの流れの意味するところも分かったかもしれないのに。


「いつき？」


　ラピスが、隣となりから呼びかけた。


「あ」


「まだ、あいつ追える？」


「あ……うん。多分」


　右目の疼うずきに従って、いつきが人差し指を滑すべらせた。


　ホワイト・タワーの、さらに東側の一点。


　一いつ瞬しゆん、目を細めて、ラピスはきゅ、と少年の手を自分の腰こしに引き寄せる。


「つかまって、いつき」


「う……うん」


　言葉にしたがって、少女の腰あたりを抱だいた。


「もっと強く」


「あ……は、はいっ」


　できるかぎりの力で、きゅうっと抱きしめた。ラピスの身体からだは細すぎて、そうすると折れてしまうんじゃないかと心配になるくらいだった。


　が、少女の方はやっと満足したみたいにうなずいて、背中に翼を広げたのだ。


　霊エーテル体の翼。


　そのはばたきとともに、ふたりの姿がゆっくりと地上近くへ降りていく。


　雨に打たれながら、地面へと降り立ち、


「……えと……こっち」


　眼帯を押さえて、いつきが誘ゆう導どうする。


　ホワイト・タワーとは言うものの、かつての白しろ漆しつ喰くいは完全に剝はがれ、むしろ茶色っぽい石いし壁かべが今の豪雨に耐たえている。増築・改築を繰くり返され、二十以上を数える砦とりでの塔の中でも最初に建築された──まさしくロンドン塔の中ちゆう核かくとなる建築物。


　さきほどの巨きよ漢かんが開け放していた扉とびらから、慎しん重ちように身体を滑り込ませる。


　幸い、心配していた警備や警報は鳴らなかった。


　いや。


　静かすぎた。


　現代のロンドン塔は観光客にも開放されており、それほど堅けん固ごな警護状態にはない。だが、仮にも王室の宝物さえ貯蔵した世界遺産が、これほど無防備なこともありえなかった。


「…………っ！」


　いつきの、足が止まる。


　冷え切った石の廊ろう下かに、幾いく人にんもの人ひと影かげが倒たおれていたのだ。


　あわてて駆かけつけてみれば、それはチューダー調風の衛視服を着た衛兵ビーフイーダーと、現代的な防ぼう弾だんチョッキに身を固めた警備員たちであった。


　かろうじて生きてはいるようだが、全員意識は無い。


「なん……で」


　少年が戦せん慄りつしたところで、突とつ然ぜん、ラピスが声をはりあげた。


「いつき、鼻ふさいで！」


「…………っ！」


　きつい臭においが鼻び孔こうを刺さす。


　幸い、ラピスの警告が早かったのと、ほとんど消えかけていたために、一瞬意識が飛びかけるだけですんだ。


「硫い黄おうの一種。ほとんど検出されないけど、術者の意思に応じて敵を昏こん倒とうさせる。錬れん金きん術じゆつではたまに使う」


　それが、巨漢がこの砦へ忍しのび入った方法でもあったろうか。


　おそらく、カメラなどの設備に対しても、何らかの対策を講じたものであろう。科学と根をひとつにする錬金術であれば、こういった工作はお手のものだったはずだ。


　同時に、これほどの魔術を扱あつかう輩やからが何をしようとしているかを思い、いつきの全身は総毛立った。


「急いで……追いかけないと……」


　と、眼帯を押さえる。


　呪じゆ力りよくは、まだ残留していた。


　細い柱が両側に並んだ観光客用の廊下を外れ、普ふ段だんは閉へい鎖さされているらしい、妙みようにおどろおどろしく狭せまい通路へと出る。


　ぞくり、と悪お寒かんが強くなる。


（な……っ）


　いつきが、きつく眼帯を握にぎった。





【見ロ】





　嬉うれしそうに、右目が喋しやべったのだ。


　おそらく、こちらの通路の方が、ロンドン塔の魔ま術じゆつ面においてより根幹にあたるのだろう。


　蓋ふたをされ、閉鎖され、忘れ去られた──しかし、永遠に朽くちることはない、憎ぞう悪おと怨えん嗟さにまみれた『力』の渦うず。


　その呪力を搔かき分けるようにして、いつきは通路を進む。


　やがて、地下への階段が現れ、その階段を躊ちゆう躇ちよしながら降りていったところで、


「視えるか」


　そこに、重い声がした。


「────っ！」


　愕がく然ぜんと、いつきが顔をあげる。


　石と鉄に覆おおわれた、ひどく寒々しい空間だった。


　電灯は無い。


　巨漢が携たずさえているランタンだけが、唯ゆい一いつの明かりである。


　その明かりに照らされて、白いインバネスはむしろ闇やみに同化しそうな気配を漂ただよわせていた。


「……この先は、かつて拷ごう問もんに使われた地下室につながっていてな。凄せい惨さんさといくつかの事情から、いまだ観光用にも開けられていない。無論、魔術に生きるものにあっては、それこそが本当のロンドン塔とも言える」


　人骨を模した仮面が、ゆっくりと独語する。


　その性質や口調さえ、ユーダイクスに似ていた。単にユーダイクスの身体からだを使っているから、ということでは納なつ得とくしきれない相そう似じ。


「あな……たは……」


「〈アストラル〉の首領。お前の目なら、ここの澱よどみも見えるのだろう」


　呻うめいたいつきに、仮面はすっと視線を向けた。


「僕の……ことを？」


「知らぬわけにもいくまい」


　仮面からは、一いつ切さいの表情が読み取れない。


　声こわ音ねからも、あらゆる感情が抜ぬけ落ちていた。揺ゆらぎがないともいえる。人というより、生物が持ち合わせるべき何かを、巨きよ漢かんは完全に欠けつ如じよしていた。


「ここに……何をしに来たんですか？」


　それには、巨漢は答えなかった。


　代わりに、視線を少年の隣となりへと移した。


　小さな拳こぶしを握って、ラピスが身構える。


「よもや、こんなところで出会うとは」


　仮面は、ゆっくりと少女に語りかけた。


「夜の散歩とは言うまいな。小さき人ホムルス」


「あにさまの身体……返せ」


　淡たん々たんと──しかし、確かに憎にくしみを込こめて、ラピスが呟つぶやいた。


「おかしなことを言う。この身体は、正当な魔術決闘フエーデの結果として得たものだ」


　白いインバネスの鎖さ骨こつあたりを押さえ、仮面の巨漢は続ける。


「だが、私は君も欲しかった。ホムンクルスでありながら、人と変わらぬ身体を持ち、試験管の外でも生きられる例外中の例外。あのユーダイクスが残した傑けつ作さくなれば」


　傑作と、仮面の巨漢は言った。


　まるで、かつてのユーダイクスのように。


　ホムンクルスであるラピスに、意思も心も認めない言葉を、よりにもよってユーダイクスの身体で投げかけた。


　それが、少女には許せなかったものか。


「あにさまの身体、返せっ！」


　ラピスの手が跳はねた。


　黒いツーピースのスカートから指が手た挟ばさんだのは、小さな試験管。


　それが地面に叩きつけられるや、激げき烈れつな変化を起こした。もうもうとこぼれた煙けむりは、たちまち獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの姿を取り、鉄板程度は軽く引き裂さけそうな牙きばを剝むきだした。


　ユーダイクス譲ゆずりの錬れん金きん術じゆつ。


　すなわちそれは、人工精霊エレメンタリイを加工し、護衛のための獣けものとなす術であった。


　声もなく、予備動作もなく、煙えん獣じゆうが大地を蹴ける。


　しかし、その煙獣に対して、仮面の巨漢は低く笑ったのだ。


「筋はいい」


　と、声が漏もれた。


「だが……それだけだ」


　インバネスが打ち振ふられる。


　すると──その服自体に細工がされてあったものか──巨漢の手も触ふれぬのに、内側のフラスコがこぼれたのだ。


　自然と硝子ガラスの蓋ふたが落ちる。


　ごぽり、と垂れたのは緑の粘ねん液えきだった。


　それ自体が生命を持つかのごとき、アメーバ状の粘液。


　俊しゆん敏びんな煙獣の跳ちよう躍やくに対して、粘液はぐちゃりと不定形の触しよく手しゆを伸のばした。


　交こう錯さくは一いつ瞬しゆん。


　粘液を切り裂き、石いし床ゆかに舞まい降りた煙獣は、再び巨漢へ向かおうとして、びくんと身体を震ふるわせた。


　爪つめの先に、ほんの少しだけ粘液が付着しており──その爪から、煙獣全体が徐じよ々じよに緑へ変色していったのだ。


　いいや、腐くさっていった。


　人工精霊エレメンタリイでできた霊エーテル体の身体が、たちまち浸しん食しよくされ、ありえないことにどろどろと腐ふ敗はいしていったのである。


「っ──！」


　さらに、ラピスの指がふたつの試験管を取り出し、放ほうり投げる。


　空中で相打った試験管は、その中身を混合し、凝ぎよう固こした槍やりの雨となって巨漢に降り注いだ。


　今度は、巨漢は避よけもしなかった。


　インバネスを打ち振るう。


　その表面に、油のような何かが塗と布ふされているのをいつきは視みた。触れた瞬間、氷の槍はすべてインバネスの上を滑すべり、石の壁かべだけを大きく穿うがった。


　ばかりか、大おお股またで歩み寄った巨漢は、そのまま少女のかぼそい右みぎ腕うでをつかんだのである。


「同じ錬金術であれば……私が押し負ける道理もあるまい」


　いともたやすげに、巨漢は片手で少女をつりあげる。いかなラピスが軽いとはいっても、数十キロの肉体を片手で持ち上げるのに、巨漢は力みさえしなかった。


「まして……この身体は魔術決闘フエーデで正式に譲り受けたものだ。返すとかどうとかは、この場合には不適切だろう。不服ならば敗北したできそこないに言うべきだ」


「でき、そこない……？」


　ラピスが身をよじる。


「ろくに役目も果たせぬ自動人形オートマタをほかにどう呼べばいい」


「────っ」


　途と端たん、いつきの頭が沸ふつ騰とうした。


「ラピスちゃんを、離はなせ──！」


　一歩、前へ出る。


　考えるよりも、身体の方が先に動いていた。


　ゆえに、恐おそれも怯おびえもなく、何万回と繰くり返した動作をいつきの身体が自然に選ぶ──。


「あああああああっ！」


　劈へき拳けん。


　間合いの外から相手を奇き襲しゆうする、五行拳のひとつ。


　死神の鎌かまを思わせて、いつきの掌てのひらが巨きよ漢かんへと振り落とされる。しかし、その掌が鎖さ骨こつ近くに食い込んでも、仮面は微び動どうだにしなかったのだ。


「愚おろかだな、少年」


　ユーダイクスと同じ声。同じ口調。


　なのに、決定的に何かが違ちがった。


　とても大切な、絶対に違ってはならない何かが、ユーダイクスとは異なっていた。


「あなたは……誰だれだ……」


　怯えを閉じ込め、いつきが問う。


「ユーダイクスだ」


「馬ば鹿かなこと言うな！　ユーダイクスさんの身体だけ使っておいて、こんな仮面なんかかぶって──！」


　拳こぶしを引き、いつきの足取りは弧こを描えがいた。


　せめて、一いち撃げき。


　そうすれば、ラピスだけでも逃にげられると信じて。


　以前、眼帯を外したときそうしたように……精せい一いつ杯ぱいの呪じゆ力りよくを右手へ集中する。どうすればいいのかも分からぬまま、ただひたすら夢中に、自分の眼帯を握にぎりしめた。


　瞼まぶたに思う。


　同じ戦術を使ったトモダチを──葛城の地で共きよう闘とうした守り人・紫し藤とう辰たつ巳みの技わざを。


「っああああああ！」


　繰り出されるは、鑽さん拳けん。


　石の床を踏ふみしめ、少年の膝ひざから上半身を螺ら旋せん状に突つき抜ぬける、ロケットのごとき『力』。劈へき拳けんで蓄たくわえた呪力を、金生水と相乗し、巨漢の仮面に炸さく裂れつさせる！


　手て応ごたえは、あった。


　拳を受けた仮面に、ひびが入ったのだ。


　ひびは瞬またたく間に広がり、蜘蛛くもの巣を思わせて、仮面の上を走った。同時に、つりあげられていたラピスも手放され、がくりと床に伏ふした。


　その仮面の中身に、ラピスをかばおうとしたいつきが、愕がく然ぜんと目を見開く。


「それ……って……」


「ユーダイクスと言っただろう。あの名は、あいつだけの固有名ではない」


　ああ。


　ユーダイクスの身体を奪うばった以上、巨漢もまた自動人形オートマタであろうということは分かっていた。


　──だが、これは。


　仮面の下に、肌はだはなかった。


　肌どころか、骨も、筋肉も──鼻も、眉まゆも、唇くちびるも、歯もなかった。


　唯ゆい一いつ、眼がん窩かには代わりとなる水すい晶しよう球きゆうが埋うめ込まれており、口にあたる部分にはがらんとした空くう洞どうが覗のぞいていた。


　歯車とぜんまいが複雑に絡からみ合った、まるでからくり時計の内臓のような素す顔がお。


「私も……ユーダイクスだ。かの錬れん金きん術じゆつ師しがつくりあげた、一連の自動人形オートマタの一体だ」


　厳おごそかに、巨漢が語る。


　仮面が壊こわれたためか、その言葉に混じって、ごおごおと耳ざわりな音が聞こえた。


「一連の……自動人形……」


「それで言いにくければ、〈礎イエソド〉と呼べ。〈螺旋なる蛇オピオン〉ではそう呼ばれてる」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉……！」


　その名に、再びいつきが身じろぐ。


「どうして……〈螺旋なる蛇オピオン〉はこんなことを……！」


「理由を求めるか、〈アストラル〉の二代目」


　巨漢──〈礎イエソド〉と名乗った自動人形オートマタは軽く肩かたをすくめる。


「魔ま法ほう使いとしては、珍めずらしくもない話だ。あるいは、誰もが考えるおとぎ話の果てだ」


（…………）


　自動人形オートマタの言葉の意味は分からない。


　ただ、圧あつ倒とう的な息苦しさに、いつきの意識が遠くなっていく。からくりの素顔から吹ふきつける強大な呪力が、少年を右目から麻ま痺ひさせるようだった。


「この際だ。お前を収しゆう穫かくしても、問題にはなるまい」


　開いた手が、いつきへと向かう。


　影かげが顔を覆おおっても、少年はぴくりとも動けなかった。ただ、このまま自分は連れ去られてしまうという、どうしようもない確信だけが胸を閉とざしていた。


「眠ねむるがいい。愚かな二代目」


「…………ぁ」


　刹せつ那な、





「──何をしてる、馬鹿（Dummkopf）」





　と、高い声がロンドン塔とうの地下に落ちたのだ。


　声とともに、背後の階段を、小さな石が転がってきた。


　ごく平へい凡ぼんな、どこにでもありそうな石の表面には、こんな文字が刻まれていたのである。


　[image: ]





「汝なんじはヘラジカ。汝は角。汝は庇ひ護ご。──されば守れ、アルギズ！」





　刻まれた[image: ]の文字から、平べったい『角』が盛り上がった。


　世界最大を誇ほこるヘラジカのそれのごとく、手の平状の『角』は幾いく重えにも重なって広がり、たちまちいつきを覆って、〈礎イエソド〉を弾はじき飛ばした。


　いつきもまた尻しりもちをつき、そのまま後ろの階段を見上げる。


「──オルト……くん？」


　少年が呻うめいた。


　自分たちがやってきた階段の上に、分厚い革かわのコートがなびいていたのだ。


　持ち主の小こ柄がらな身体からだとはまるで似合わない、耳当て付きの黒い帽ぼう子し。そこからこぼれる、亜あ麻ま色の髪。


　オルトヴィーン・グラウツ。


　一ヵ月半前に入社した、ルーン魔術課の新入社員がそこに立っていたのだ。


「……ふん」


　鼻を鳴らし、オルトヴィーンは巨きよ漢かんを見み据すえる。


「こいつが愚おろかだとか、言ったよな」


　ぶっきらぼうな声で問う。


「……ああ、そう言った」


「まったく、お前の言う通りだよ」


　と、オルトヴィーンは吐はき捨てた。


「こいつはどうしようもないお人ひと好よしだし、頭の腐くさってる世間知らずだし、一度や二度痛い目にあっても変わらないし、いちいち助けるだけの価値なんてまったくない」


　実にけったくそ悪そうに、幼い少年は言う。


　エメラルドグリーンの瞳ひとみには、正しよう真しん正しよう銘めい、伊庭いつきを罵ば倒とうする色しかない。放ほうっておけば、一時間でも二時間でも言いつづけそうなぐらいである。


「……だけどな」


　と、オルトヴィーンは帽子を深くかぶった。





「僕以外のヤツがこいつをいじめているのを見ると、無む性しようにいらいらするんだ。馬鹿（Dummkopf）」





　ぎり、と白い歯を嚙かみしめて、オルトヴィーンが告げる。


　ルーンの申し子と、自動人形オートマタの錬金術師──ふたりの身体から迸ほとばしる呪じゆ力りよくが、地下の空間にせめぎあい、拮きつ抗こうする。


「…………」


　いつきは、固い唾つばを飲み込んだ。


　遠く、雨の音が聞こえた。


　分厚い石を隔へだてた地下ですら聞こえるほどの、異様に激しい雨であった。




第４章　魔法使いの審議




　　　　１




　その朝は、ロンドンの歴史を振ふり返っても、ひどく稀まれな時間となった。


　スコールを思わせる豪ごう雨う自体は、さして珍めずらしいものではない。メキシコ湾わんからの暖流と偏へん西せい風ふうの影えい響きようを受け、この都市は冬でも温暖で雨の多い気候である。まして夏季となれば、屋根が抜ぬけるかと思うような雨は、ロンドンの風物詩といってもいい。


　だが、それは一時間かそこらのことなのだ。


　一日の間に何度となく雨と晴れを繰くり返す、移り気なはずのロンドンの天気は、今回ばかりはいつまで経たっても降り止まなかった。


　ばかりか、時間が経つほどに、さらに猛もう威いを増すようですらあった。


　最近に起きた、六十年ぶりの洪こう水ずいを思ったものも市民にはいたし、実際、ＢＢＣをはじめとした放送局も、それらの災害への注意を喚かん起きしはじめていた。


　不気味に吹ふき始めた風が、この都市に起こりつつある異変を告げるようだった。


　ごおごおと。


　ごおごお、と。


　ごおごお──、と。


「……嫌いやな、風やね」


　と、穂波・高瀬・アンブラーも呟つぶやいた。


　魔ま術じゆつの霧きりに包まれた〈学院〉でもまた、その雨と風の音は響ひびいていた。


〈学院〉の、一ひと際きわ古い塔とうである。


　内部は吹き抜けのホールとなっており、すり鉢ばち状に多くの席が設けられている。大学の階段教室にも似たカタチであるが、席のひとつずつに複雑な紋もん様ようや呪文スペルが刻まれているのは、さすがに〈学院〉の設備であった。


　穂波も待機しているその席のひとつに、煙けむりのような光が灯ともったのだ。


　ほう、ほう、と朧おぼろな光があちこちに凝こっていく。


　ヒトガタをした光であった。


　霊エーテル体である。


　遠方の魔法使いが、それぞれ儀ぎ式しきによって投射させた、純じゆん粋すいな霊エーテル体。


「……ひどい雨ですな」


　と、常連らしい霊エーテル体が告げた。


「この豪雨で、電話網もうの断線があったそうだ」


「我らには関係のない話だ。科学の徒には、精々働いてもらえばいい」


「どうせ、彼らが我らの境地に届くことはない。凡ぼん俗ぞくには凡俗なりのやりかたでコストをかけてもらうのが、世界の在り方だ」


　嘲ちよう笑しようする声は、魔法のみを頼たよりとする、芯しんからの魔法使いたちのものであった。〈協会〉の会議へ出席する以上、誰だれもがそれなりの名を成した魔法使いであろう。


「…………」


　穂波はその中に加わらず、静かにホールの一席で座していた。


　すると、背後から、可か憐れんな人ひと影かげが歩み寄った。


　黄金の薔ば薇ら細工にも似た、鮮あざやかな造作。男女を問わず惹ひきつける、優美な容姿と振る舞まいは、〈協会〉の会議においてすら褪あせることがなかった。


「アディ」


「やはり、イツキは帰ってないそうですわ」


　アディリシアがかぶりを振る。


　少女の横顔には、憔しよう悴すいの色が濃こかった。


　おそらく、昨夜は眠ねむれなかったのだろう。目の前で奪うばわれた想おもい人の姿を、ずっと忘れられなかったのかもしれない。


「…………」


　穂波にも、痛いほど分かった。


　同じ気持ちだからこそ、どちらも口には出さず、ただ沈ちん黙もくに想いを溶とかした。


（いっちゃん……）


　不安が、胸に揺ゆれる。


　いつも、あの少年はふたりの中心にいた。


　どちらに近いこともなく、どちらから遠いこともなく、ごく当たり前にふたりの真ん中へと入り込んでいた。


　……これ以上近寄れないのも、そのためだろうか。


　このバランスを壊こわしてしまうと、二度と元に戻もどれなくなるような……そんな予感が、ふたりの少女を押しとどめていた。


　人は、笑うかもしれない。


　魔女というより、ただの思春期の女の子みたいな、他愛たわいないこの想いを。


　だけどきっと、他愛ないからこそ守りたいと──身も魂たましいも魔術に捧ささげた自分たちだからこそ、このくだらない心だけは何物にも代え難がたいと、そうふたりとも考えているのであった。


「ホナミ」


「うん、分かってる」


　固い面おも持もちで、穂波がうなずいた。


　そのときには、すでに魔女の表情に戻っていた。


　俗世の想いを切り捨ててしまえることは、ふたりの少女にとって幸せだったかどうか。


　ひとつ息をついて、


「何にしても……社長が間に合わんのやったら、ここがあたしらの戦場や」


　セーラー服の胸むな元もとに手をあて、きゅっと穂波が唇くちびるを嚙かむ。


「そうですわね」


　と、アディリシアも同意した。


　そのとき、ざわ、とホールの霊エーテル体たちの気配が一変した。


「……もう、ですわね」


　壇だん上じようへ、視線を向ける。


　新しく、影が落ちていた。


　目の覚めるような、蒼あおいスーツ。


　獅し子しのたてがみを思わせる、金きん髪ぱつのオールバック。


　魔法使いを世界の王とするならば、彼こそは王の中の王と言えよう。ただそこに佇たたずむだけで、〈学院〉のホールは、彼のための城と化す。居並ぶ熟練の魔法使いたちさえ、王の言葉を待って、ただ忠実に立ちつくした。





「では──審しん議ぎの前に、定例会議を始めましょう」





　さざめく雨音の中、〈協会〉の副代表──ダリウス・レヴィが告げたのであった。





　　　　＊





　豪ごう雨うは、もはや弾だん丸がんであった。


　ならば、絶え間なく打ち続ける騒そう音おんは、弾たま切ぎれを忘れた機き関かん銃じゆうか。


　アスファルトは泥どろの川となり、狭せまい裏路地には渦うずさえ巻いた。人間に限らず、鳥や犬いぬ猫ねこの姿さえ街からは消え失うせている。いや、生物に限らず、多くの鉄道やタクシーもあまりの雨に運転を見合わせていた。


　雲と飛ひ沫まつによって、灰色に染まった世界。


〈ホテル・リンボ〉のロビーから見える景色も、そんな風だった。


「……いつき君、帰ってきませんでしたね」


　天窓を見上げて、黒羽が呟つぶやく。


〈学院〉での審議には、穂波とアディリシアに出席してもらい、黒羽たちはいつきの帰き還かんを待つことになったのだ。


　実際、攫さらったのがラピスであれば、それなりの交こう渉しようの後、少年が何事もなかったように戻ってくる可能性もあったが……丸一日経たったとなれば、それも難しくなっていた。


　しかも、この豪雨だ。


「……お兄ちゃん社長、この雨で迷っちゃったのかなあ」


　ソファに埋うもれたまま、みかんも膝ひざを抱かかえている。


　その隣となりに白虎と朱雀が乗って、慰なぐさめるように少女の手を舐なめていた。


　普ふ段だん、〈アストラル〉事務所の庭を荒あらしてはみかんに怒おこられる二匹ひきだが、少女が打ち拉ひしがれたとき、一番心配するのもこの二匹であった。


「なんか……すごい怖こわい」


　真っ青な顔を、みかんはうなだれさせる。


　いつも潑はつ剌らつとした少女だけに、その落差が痛々しかった。


「このまま……お兄ちゃん社長、帰ってこなかったらどうしよう……」


「みかんちゃん……」


　黒羽の声も、わずかに掠かすれた。


　ひとりぼっちだった時間は、この幽ゆう霊れい少女も長かったからだ。それだけに、みかんが味わっている辛つらさを、我が身のように感じてしまった。


（いつき……くん）


　少年の顔を、思い出す。


　あの少年の欠けつ如じよがどれほど重いか、いまさらになって思い知った。あるいは、いまさらになって思い出したのかもしれなかった。


　この一年間で、忘れかかっていた寂さびしさを。


（……ううん）


　かぶりを振ふる。


　忘れていたんじゃない。


　あの少年が、埋めてくれていたのだ。みかんや黒羽──ほかの誰だれにも埋められなかった寂しさを、あの少年の持つ何かが包んでくれた。


　単なる優やさしさとは言い切れない、少年だけの持つ何か。


　だからこそ。


　頼たより切っちゃいけないと、黒羽は思う。


　黒羽まなみは、黒羽まなみとして強くならなきゃいけない。


　でないと、あの言葉に向かい合えない。





　──『みかんさんもそうですが……社長とは、案外黒羽さんが一番長い付き合いになるんじゃないかと思いまして』





　とても嬉うれしかった、嬉しすぎてすぐに理解できなかった言葉。


　それにふさわしい自分へ、黒羽はなりたかった。


（うん……！）


　強く、うなずく。


「そ、そうだ、みかんちゃん。いつきくん、絶対見つかるよ」


「……どうして？」


「ええとその……ほら！　ひょっとしたら……オルトくんが捜さがしてくれてるかもしれないし！」


「……オルくんなんか、役に立たないもん」


　ぷい、とみかんが顔をそむける。


　それでも、ほんの少しだけ、表情に生気が戻もどった。


　ささやかな希望でも、無いよりはずっといいと、黒羽は知っていたのである。


　みかんが膝もとの白虎や朱雀にかまいはじめたのを見て、少女は胸をなでおろし──


「……社長の居場所なら、分かったかもしれません」


　と、ロビーの中央から声が生まれたのだ。


「猫屋敷さん」


　ロビーの中央で、青年は丸テーブルに両手をつき、深くため息をついていた。


「どうして……今まで気が付かなかったんでしょうね」


　テーブルの上には、いつのまにか大量の資料が積まれていた。


　昨夜から、〈ホテル・リンボ〉の書物庫をひっくりかえし、あるいはインターネットを駆く使しし、あるいは古い馴な染じみへ電話をいれて、猫屋敷は事件の調査を続けていたのだ。


　最初は黒羽たちも手伝っていたのだが、英語の読めないふたりではろくな助けにならず、こうしてまんじりともせず、いつきを待っていた次し第だいである。


「これ、天気図ですか……？」


　資料の一枚に、黒羽が首を傾かしげた。


　よく天気予報で見かけるそれだった。もっとも、地図は英国中心に描かかれ、書きこまれた文字も英語の専門用語となっており、黒羽には判読できない。


　そういえば、天気図を読めることはいまや魔ま法ほう使いの基き礎そ教養であるとか穂波に聞いた気がするが、いまだ黒羽はそこまで至っていなかった。


「あっ」


　急に、ひらめきが黒羽の霊エーテル体を走った。


「じゃあ、この雨が魔法のせいだとか……！」


「それは無理ですよ」


　と、猫屋敷は苦く笑しようした。


「魔法といっても、現実に関係なく、あらゆる現象を引き起こせるわけじゃありません。それじゃただの奇き跡せきですからね。あくまで現実をふまえ、その現実の少しだけ外に流れるエネルギーを左右することが、魔法の論理です」


「じゃあ……」


「考え方が、逆です」


　きっぱりと言い、猫屋敷は続けた。


「それに、要は、少しだけの範はん囲いならいいんです」


「少し？」


「ラニーニャ現象の影えい響きようから、最近の倫敦は雨量を大きく増やしてますからね。今の倫敦は、もともと不安定な状じよう況きようなんです。そして、大量の雨が降ることが決まっているなら、あるタイミングで一気に降らせてしまうことは不可能じゃない」


「…………」


　黒羽は、大きく目を見張る。


　つまり、一ヶ月でゆっくり降るはずの雨を、たった一日で降りきらせてしまうことならできると、猫屋敷は言っているのだ。


　しかし、それだって、言語に絶するほどの超ちよう常じよう現象ではないか。


「世界各地に、雨あま乞ごいの呪じゆ術じゆつや伝説は多いでしょう。本来降らない地域に雨を降らせることに比べれば、降ることが決まっている地域に降らせるなんて、ずっと簡単なことです。みかんさんの実家だって、やっていたことでしょう？」


　水を向けられて、みかんが何度か、ぱくぱくと口を開いた。


「や、やってたけど、こんなメチャクチャなのしてないよ！　おばあちゃんだって、こんなのできるかどうか分からないのに！」


「まあ……規模がけた違ちがいなのは間違いないですが」


　呆あきれ半分な声で、青年がつけたした。


　説明はできても、それだけ異常な事態なのは確からしかった。まるで、開発当時の核かく爆ばく弾だんのようだ。理論はできても、その破は壊かい力りよくを信じられない科学者のように、猫屋敷は額を押さえる。


「そして今回の場合、その雨を使って、もうひとつの魔術が仕し掛かけられています」


「もうひとつ？」


「ええ。──こちらの、計算が成り立ちます」


　新たな資料を、青年が持ち上げた。


　何人もの写真とプロフィールが記述されたファイルだった。


「それって……」


「連続殺人事件の被ひ害がい者しやと、詳くわしいプロフィールです」


「そ、そんなのどこから！」


「ひさしぶりの倫敦だったもので、機密資料を流してもらうのに手間がかかりましたよ。〈協会〉も情報統制を仕掛けてたようですしね。まあ、蛇じやの道は蛇へびで、それなりになんとかなります。怪かい奇き的な連続殺人事件となれば、完全に隠かくすのも不可能ですし」


　ふんぞりかえった猫屋敷を、黒羽は愕がく然ぜんと見つめた。


　前から、魔法使いどうこうを除いてもとんでもない相手であると、知っているつもりだった。


　が、今回は極きわめつけである。


　日本ならいざ知らず、異国の地であるロンドンで、この青年はどんなコネクションを広げているのだろう。


「とまれ、こちらがプロフィールから計算した、彼らの属する黄道十二宮です」


「十二宮？」


　きょとんと訊きき返した黒羽に、猫屋敷が微び笑しようする。


「つまり、生まれの星座ですよ」


「あ、そっか」


「厳密には、いくつかの相アスペクトを重ね合わせて、より厳密な計算を行ってます。ある種の魔術では、この生まれの星座によって、特定の部位に呪力を見いだすようになるんですよ」


「特定の、部位？」


「白羊宮では頭ず蓋がい骨こつ、金牛宮では喉のどの骨、双ふた子ご宮では肺、巨きよ蟹かい宮では胃か乳ち房ぶさ……」


　ゆっくりと、猫屋敷は詠えいじていく。


「そして、あの占うらない小屋の主人は……天てん秤びん宮の腎じん臓ぞう。ええ、十二の部位をそろえ、しかもすべて一流の魔ま法ほう使いから奪うばったとなれば、来るはずだった豪ごう雨うを早めるぐらい可能でしょう。そして、もうひとつの使い方もできるはずです」


「それって……」


「倫敦の『瀉しや血けつ』ですよ」


　短く、猫屋敷は言った。


　そのまま立ちあがり、


「ジェロームさん」


　と、横合いのフロントへ呼びかける。


　いままで気配を感じさせなかったが、骸がい骨こつにしか見えないホテルの主人は、変わらずフロントに座っていた。必要時以外はひっそりとまぎれているのも、ホテルとしてのサービスなのかもしれない。


「昔教えてもらった通路は、そのままになってますか？」


「……まあ、そのままはそのままだがの。あまりおすすめはせんぞ」


　骸骨が顔をしかめる。


　ほとんど骨と皮だけの顔に、細かい皺しわができる。そうすると、映画のＣＧみたいなユーモラスな表情になった。


「ありがとうございます」


　と、猫屋敷が頭を下げた。


「猫屋敷さん、どうするつもりなんです？」


「計算が確かなら、この魔術を発動するためには、いまだ欠かせない一点があります」


　黒羽の質問に答えながら、猫屋敷はテーブルの下に手をやった。


　そこで眠ねむっていた黒くろ猫ねこの玄武が、「……にあ」と短く鳴く。


「このタイミングで、社長とラピスさんが無関係ということはないでしょう。だったら、あのふたりも……ユーダイクスさんに化けていた錬れん金きん術じゆつ師しも、同じ場所にいるはずです」


　自らの式神たる四匹ひきの猫をそばに集め、〈アストラル〉陰おん陽みよう道どう課課長・猫屋敷蓮は断言したのであった。





　　　　２




　──テムズ川が、うねっていた。





　ロンドンと海とをつなぎ、多くの人々を見み据すえてきた、雄ゆう大だいなる川。


　およそロンドンという都市は、この川を起点につくられたといってもよい。


　古代、ローマ軍がテムズ川北岸にロンディニウムという名前で都市をつくったときより、この川だけはずっとロンドンを見守ってきた。


　時には交通の要所となり、時には産業革命に巻き込まれて大きく汚お染せんされ、時間の流れによってまた清せい浄じようさを取り戻し、しかしいかなるときにも、テムズ川はロンドンの象しよう徴ちようとしてそこにあった。


　そして今。


　テムズ川は、荒あれ狂くるっていた。


　防ぼう波は堤ていも人工河川も足りぬほどの豪雨を、ただの半日そこらで注ぎ込まれ──必然、川は黒く染まり、苦しむようにうねくった。





　──あたかも、それは苦く悶もんする竜りゆうとも見えた。





（〈竜〉……？）


　ぼんやりと、少年思う。


　それは……〈竜〉なのか？


　少年の知っている〈竜〉とは違ちがう。


　極東の──布留部市という土地に棲すまう〈竜〉とは比べものにもならない。遥はるかに大きく、遥かに強大で、そして遥かに老いていた。


　今、その〈竜〉が血を流しているのだ。


　突とつ然ぜんの豪雨に耐たえられず、膨ぼう大だいな『力』を溢あふれさせている。テムズ川の氾はん濫らんという現象の裏で、そういう呪じゆ力りよくが流出している。


　視界が変わる。


　少年が溢れた『力』に気がついたことで、視界が組みかえられたのだ。


【見ロ、視みロ、観みロ】


　右目がさえずる。


　嬉うれしそうに、喜ばしそうに。


　悦えつ楽らくをともなって、変わった視界は、暗い闇やみの底だった。


　どこかで川とつながった、古い石に包まれた空間。そこに佇たたずむ、白いインバネスをまとった錬金術師。


　錆さびついた声が流れるとともに、〈竜〉はさらに『力』を垂れ流す。





【アレガ……竜ノ血ダ……】





　そして、その血を──『力』を受け取っているものは──もっと遠くのどこかで──


（ど、こ……）


　また、視界が移る。


　霧きりに包まれた、瀟しよう洒しやな洋館たち。


　上空から見れば、時計を模して並んでいる十二の塔とう。


（これは……）


　そう、これは──〈学院〉の──








「ああああああ……！」


　自分の絶ぜつ叫きようで、いつきは眠りから浮ふ上じようした。


　一いつ瞬しゆん、自分の寝ねている場所が分からなかった。どうやら軒のき先さきらしいことまでは分かっても、それが先ほどの、ロンドン塔の中庭だと気づくにはさらに数秒かかった。


「うるさい」


　と、冷たい声が降り落ちた。


「せっかくペルスのルーンで隠かくれてるのに、また見つかるだろうが。無能なら無能なりにおとなしくしておけ、愚図（langsamer Mensch）」


「隠れ、て……？」


　ぼんやりと、目を開く。


　すると、隣となりにオルトヴィーンが座っていた。


「オルト……くん？」


「聞こえてるなら、さっさと起きろ」


　胸むなぐらをつかまれ、無理矢理引きずり起こされる。


　途と端たん、凄すさまじい雨音が耳についた。石の屋根を叩たたく雨あま粒つぶは、永遠に続くドラムと変わりなかった。


「いつのまに、外に……」


「もちろん、お前がだらしなく寝ている間にだ」


「あ……」


　やっと、記き憶おくがつながった。


　オルトヴィーンが現れた直後、〈礎イエソド〉と名乗った錬れん金きん術じゆつ師しは、気絶したラピスを抱かかえ、身を翻ひるがえしたのである。


　追おうとしたいつきに、錬金術師はインバネスを打ち振ふった。


　そこから、現れたのは……


「あれだけ雑ざつ霊れいを振りまかれちゃな。……お前をあの地下通路から引きずり出すだけでも、えらく手間がかかった」


　オルトヴィーンが、横合いのホワイト・タワーを振り返る。


「雑霊……」


　つられて──凄まじい激痛に、いつきが右目を押さえた。


　そちらの目には、世界が白く染まって視えた。


　恐おそろしいほどの量の霊エーテル体が、ホワイト・タワーから湧わき出ていたのである。


「あれ、て……」


「腐くさっても、倫敦塔だ。雑霊から性質たちの悪い悪あく霊りようまでよりどりみどり。あの錬金術師、その霊たちを片かた端はしから自分の使い魔アガシオンに加工しやがった」


「…………っ」


　似たような魔ま術じゆつを、いつきは見たことがある。


　人工精霊エレメンタリイ。


　かつて、ユーダイクスも使っていた、錬金術師がつくりだす精霊たち。


　雑霊と第五要素エーテルに呪力を混ぜ合わせれば無限につくれるとユーダイクスは豪ごう語ごしていたが、まさしくその通りの出来事が、今のロンドン塔に起きていた。


「さっきの警備員たちとかの話だと、地下から有毒ガスが出たってことで、とりあえず閉へい鎖さしたらしい。本当なら、すぐに警察が来るところなんだろうが、この豪雨のせいで動けないんだろ。肝かん心じんの宝ほう物もつ殿でんあたりには物的被ひ害がいも無かったし、後回しにするのもまあ当然だ」


「……そっか」


　と、いつきは眼帯を握にぎったまま、息をついた。


（ラピスちゃんは……連れ去られたまま……）


　奥歯を嚙かむ。


　助けられなかった。


　自分がいることは、結局何の足しにもならなかった。どころか、オルトヴィーンが駆かけつけてくれなければ、間ま違ちがいなく共とも倒だおれになっていたろう。


　胸を塞ふさぐ思いに耐たえ、少年は顔をあげた。


「そうだ。オルトくん、ありがと」


「は？　何だ？」


「いやその、オルトくんが来なかったら、きっと僕、あの霊たちに食べられちゃってたし」


　申し訳なさそうに、いつきが頰ほおを搔かく。


「で、でも、よく僕がここにいるって分かったね。ラピスに連れられたから、僕も自分がどこにいるのかあまり分かってなかったのに……」


「…………」


　黙だまって、オルトヴィーンはいつきのスーツの胸元へ手を突つっ込んだ。


「あ痛っ！」


　びり、と音をたてて、布地が裂さける。


　すると、ポケットの縫ぬい目から、ころりと小さな石が転がり出たのだ。


「あ」


　と、いつきが目を丸くした。


　石の表面には、さきほども見た[image: ]というルーン文字が刻まれていたのである。


　アルギズと呼ばれる、ルーン文字。


　いつきの目には、その文字は『庇ひ護ご』と読めた。


「こ、これって……」


「絶対、お前は勝手にどこかへ行くと思ってた」


　と、オルトヴィーンが独語した。


「え……？」


「ホムンクルスの娘むすめだとかどうこうとか関係なく、どうせ、お前はどっかでトラブルに巻き込まれるだろうと思ってた。ああ、倫敦だって関係ない。そもそも、お前がなんかに巻き込まれるのはいっつもだろうが、馬鹿（Dummkopf）！」


「あ、あ、は、はい！」


　あわてて、何度となくいつきがうなずく。


　要するに、いつきのトラブルに備えて、あらかじめ追つい跡せき用の呪物フエテイシユを仕し掛かけておいたということだった。


　いろんな意味で、正しく伊庭いつきを理解した行動ではある。オルトヴィーンが〈アストラル〉に入って一ヶ月余りだが、これほど効果的な対策は穂波にもアディリシアにも打てまい。


「それと、〈協会〉の審しん議ぎは今日の正午だ」


「ええええええええええっ！」


　いつきの叫さけびが、さらに高くなった。


「……も、もう、何時ぐらいなのかな。雨で分からないけど、なんか夜明けはだいぶ過ぎちゃってる気がするし……」


「急げば、ぎりぎりで間に合うかもしれない」


　オルトヴィーンの声が、すっと冷たくなる。


　こちらの心臓を刺さすような、冷たさ。


「どうする気だ？　社長」


　それは、つまり選べということ。


　いつきが、〈アストラル〉の審議へと向かうのか。


　あるいは、あのホムンクルスの娘を──ラピスを救うために、もう一度ロンドン塔とうへと潜もぐるのか。


「……向こうには、誰だれがいるの？」


「少なくとも、穂波先せん輩ぱいとアディリシア先輩はいるはずだ。お前が見つかった時点で連れん絡らくを取るつもりだったが、携けい帯たいは死にっぱなしだし、さっきの霊れいのおかげで使い魔アガシオンを飛ばすにも状じよう況きようが不安定すぎた」


「…………」


　周囲を捜さがし、いつきは横に落ちていたナップサックを開いた。


「──、なんだそれは！」


　オルトヴィーンの視線が、いつきの手に釘くぎ付づけとなった。


　そこには、ユーダイクスの首が持ち上げられていたのだ。


　結局、その首を隠かくす場所も見あたらず、近くのデパートでなけなしの金を払はらい、このナップサックを購こう入にゆうしたものである。


　首だけとなったユーダイクスは何も語らない。


　自動人形オートマタとしての機能を、完全に停止しているのだろう。





　──『あなたは……父さんに胸が張れるような……父さんが胸を張れるような……そんな人であってください……』





　いつきの言葉に、ユーダイクスは応こたえてくれた。


　ならば、いつき自身はどうか。


　ユーダイクスに胸を張れるような、ユーダイクスが胸を張れるような、そんな伊庭いつきになれているか。


（……絶対に、なれてない）


　いつきは自答する。


　自分には何もかも足りてない。一年余りもかけて、ろくな成長もできてやしない。


　ならば。


　そんな自分になるためには、どうしたらいいのか。


「……審議は、ふたりに任せる」


　と、いつきは口にした。


「いいのか？」


「そ、そう言われると……また分からなくなっちゃうんだけど……」


　困った風にうつむいて、「だけど」といつきは続けた。


「だけど……こっちは僕らにしかできないと思う。穂波とアディリシアさんなら僕なんかいなくても上手うまくやってくれるし、ラピスちゃんをこのまま放ほうっておいたりできない」


　きっぱりと、そう言ったのだった。


「……さっき、あの〈礎イエソド〉とかいう錬れん金きん術じゆつ師しに負けたところだろう」


「うん」


　淡あわく、少年が笑った。


「でも……今は、オルトくんがいるもの」


「…………っ！」


　オルトヴィーンが絶句する。


「……お、前！」


　激げつ昂こうして立ち上がり──急に力を失って、その場にまた座り込んだ。


　思い切り深いため息が、激しい雨音に溶とける。耳当て付きの帽ぼう子しの上から、何度となく頭を搔かきむしった。


　それから、


「分かった」


　と、オルトヴィーンは漏もらした。


　本当に脱だつ力りよくしきったあげくに、やっと呟つぶやいたという風な返事だった。


「こんな馬鹿（Dummkopf）でも社長には違ちがいないからな。ああ、従ってやるさ。ボクが社員で、お前が社長だから仕方なくな」


　仕方なくを強調して、顔をあげる。


「……で、ほかにもあるんじゃないのか？」


「え」


「ホムンクルスの娘むすめを助けたいから……てのは本当だろ。でもな、倫敦塔とうであれだけの錬金術師が動いてるとなれば、半はん端ぱな理由じゃあるまい。お前、何も知らないのか？」


「ユーダイクスさんの身体からだを使って……魔ま法ほう使いの殺人事件を起こしてるっていうのは聞いたけれど……」


　いつきの説明を、オルトヴィーンは静かに聞く。


　ひととおりユーダイクスと〈アストラル〉の関係をさらい、〈礎イエソド〉と名乗った錬金術師の組織に至ったところで、その眉まゆがぴくりと動いた。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉……か」


　と、呟く。


「知ってるの？」


「いや。そういうわけじゃない。……他ほかは？」


「ええと、ちょっと夢で……気になるものは見たけど」


「……何を？」


　オルトヴィーンの瞳ひとみが真しん剣けんさを帯びた。


　いつきの妖精眼グラム・サイトを知っての反応だった。単なる夢といえど、少年の右目を考えれば、一いつ笑しように付せるものではない。


「テムズ川が凄すごく荒あれてて……黒くてうねってて……ああそうだ……まるで……布留部市のときの……」


「布留部市のときの？」


　訊きき返されて、いつきはやっと思い至った。


　夢の中では、気が付いていた事実。


　そして、このロンドン塔にこびりついていた呪じゆ力りよくや、あの錬金術師が纏まとっていた呪力に覚えた既視感デジヤ・ヴの理由。


　知らないわけがなかったのだ。


　布留部市でも、いつきはあの土地の〈竜りゆう〉と接せつ触しよくしている。


　そう、あの夢は……


「〈竜〉……かもしれない」


　と、声が震ふるえた。


　妖よう都とロンドンの〈竜〉──。


　布留部市ですらあれほどの『力』を誇ほこっていた〈竜〉は、かつて世界一の帝てい国こくさえなしえた英国首都において、どれほどの変化を起こすのか。


「……倫敦の〈竜〉ペンドラゴンか」


　ふん、とオルトヴィーンは鼻を鳴らした。


「なるほど。〈螺旋なる蛇オピオン〉とやらの狙ねらいもそこか。……なら、やりようによっちゃ、〈協会〉に恩のひとつぐらい売りつけられるかもな」


「そ、そういう意味じゃないんだけど」


　いつきの制止に鼻を鳴らし、少年は赤い革かわのコートを翻ひるがえした。


　すでに閉へい鎖さされた、雑ざつ霊れいの湧わき出る塔へと。


「あいつ、追えるんだな、社長？」


「あ……うん。まだ、ユーダイクスさんと糸パスはつながってる」


　うなずくと、オルトヴィーンは冷ややかに笑った。


「──なら、突とつ破ぱするぞ」


　小さく、言った。





　もう一度、ホワイト・タワーへと──まずはオルトヴィーン・グラウツが先せん陣じんを切ったのであった。





　　　　＊





　定例会議を終え、ホールはさらに霊エーテル体の数を増やしていた。


　審しん議ぎのため、新たな魔法使いたちが現れたのだ。〈協会〉から依い頼らいされた魔法使いたちは、次々と〈学院〉のホールへ霊エーテル体を投射してくる。


　ちなみに、正式なやりとりは英語だが、漏もれ聞こえる雑談にはフランス語やドイツ語、はたまたアラビア語も混じった。この場にいつきがいたら、さぞ狼狽うろたえているだろうと想像し、少しだけ穂波はおかしくなった。


　中にひとり、見覚えのある影かげがあった。


（ジェロームさん）


　穂波が、顔をあげる。


　その視線に気づいてか、一いつ瞬しゆん少女と視線を合わせてから、骸がい骨こつの首は横へ振ふられた。


「……そっか」


　と、小さく呟つぶやいた。


　隣で、アディリシアも意味に気がついて、唾つばを飲み込んだ。


（猫屋敷さんも……来れないってことやね……）


　本当に、アディリシアとふたりだけで審議に臨むこととなったわけだ。


　予想はしていたが、ますます苦しいことにはなる。


　覚かく悟ごを固め、ふたりの少女は息を整えた。


　魔術も交こう渉しようも基本は同じだ。強い意志と柔じゆう軟なんな思考力──つまるところは、どのような状じよう況きようでも落ち着いた呼吸をできているかどうか。


「ホナミ、なんでしたら後ろで休んでます？　動どう揺ようしてる味方よりは、黙だまってる人形の方がよほど役に立ちますけど」


「ふん。誰だれかさんみたいに、場慣れしてるわけやあらへんもん」


　ふたりして、これが最後だろうと軽口を叩たたき合う。


　それから、すっと視線を下ろす。


「では──〈アストラル〉の審議を開始しましょう」


　ホールの中央で、ダリウス・レヴィが宣言した。





　　　　＊





　──同じ頃ころ。





〈学院〉を擁ようする、ロンドン南東の森。


　その近くを走る、一本の細い道路だった。


　市内と変わらず、激しい雨が降り注ぐ中、アスファルトの上に朧おぼろな人影が浮うかんでいる。


　道路に立つものは、その人影ひとりだけだった。あまりの豪ごう雨うのためか、車の一台も走っておらず、道路はほとんど川と変じている。


「本当……こういう雨は……健康に……悪いよねえ……」


　けほけほ、と人影は咳せき込む。


　青白い肌はだに、分厚いくまをつくった青年だった。


　独特の黒い帽ぼう子し。仕立ての良いチュニックの上から、黄色い長衣ローブを纏まとった格好は、中世の医者のスタイルだった。ほかなら仮装としか思えないだろう姿が、この青年にだけは妙みようによく似合った。


　あるいは、この雨につられて、古い幽ゆう霊れいが迷い込んだようにも見えた。


「うん……うん……瀉しや血けつは……うまくいってるようだね……。ご苦労様……本当にご苦労様……〈礎イエソド〉……」


　青年が、自らの手の平を覗のぞき込む。


　そこに、小さな真しん鍮ちゆうの像が揺ゆれていた。


　否。


　実際に、揺れていたのだ。


　青年の手にある像は、まるで生きているように動いたのである。


　奇き怪かいな、自分の尾おをくわえた真鍮の蛇へび。[image: ]の記号のカタチをした、ある魔ま術じゆつにおいてはウロボロスとも呼ばれる蛇の像は、その鱗うろこを蠢うごめかせ、目玉をぎょろりと剝むいた。


「うん……これなら……問題ない……」


　蛇の像を握にぎりながら、青年は微笑ほほえんだ。


「さあ……始めようか……」


〈螺旋なる蛇オピオン〉のひとり。


　メルキオーレと名乗った青年は、鬱うつ蒼そうと茂しげる森へ──〈学院〉へ歩を進めたのであった。
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「…………ぅ」


　ラピスが、呻うめきを漏もらした。


　意識の回復と同時に、ホムンクルスの身体からだが自分の居場所を検けん索さくする。渡わたり鳥の方向感覚やダウジングと同じ、地磁気や呪じゆ力りよくによる現在位置の測定。


　地下七十メートルあたり、と出た。


　ロンドン塔とうの噂うわさによくあがる地下空間でも、およそ最高深度と思われる地点。


「…………」


　白いインバネスは、そこに佇たたずんでいた。


　人間離ばなれした巨きよ軀くの前には、石造りの井戸が設けられている。


　地下に井戸があるというその奇怪な事実より、ラピスにはもうひとつのことが気にかかった。


「……いつき、どうした？」


「目を覚ましたか」


　巨漢が振ふり返る。


　仮面を失ったからくりの顔。


　歯車とぜんまい、水すい晶しよう球きゆうとがらんとした空くう洞どうでつくられた不気味な表情にも、ラピスは微び動どうだにしなかった。


　もう一度、まったく同じ口調、まったく同じ声で尋たずねる。


「……いつき、どうした？」


「〈アストラル〉の二代目なら、後からきたルーン魔術の使い手に連れていかれた。もとより、今回、あの少年を確保する必要は無い」


「……そうか」


　と、ラピスが肩かたの力を抜ぬいた。


　少女にとって、それが最も重要な事こと柄がららしかった。もとより、ホムンクルスである自分の身など計算には入ってない。ただ、あの少年を巻き込んでしまったことだけは、すまなく思っていた。


「何、してる？」


「治ち療りようだ」


　と、〈礎イエソド〉は井戸を見下ろした。


「治療？」


「ここは……倫敦で最も深い井戸だ」


　石の表面に、さまざまな紋もん様ようの刻まれた井戸だった。


　どれほどの歴史を経たものか、その紋様のいくらかが分厚い苔こけによって内側から割れてしまっている。外側に黒くこびりついたのは、何度となく浴びせかけられた人血であると、ラピスの感覚は訴うつたえていた。


　そして、もうひとつ。


　目には映らぬが、凄すさまじい呪力がその井戸から滾こん々こんと汲くみ上げられており──この瞬しゆん間かんも、隣となりに置かれた真鍮の像へその『力』が流れていったのだ。


（……蛇の、像？）


　[image: ]に身体をねじらせ、自らの尾をくわえた蛇。


　ウロボロスともいわれる、多くの魔術的象しよう徴ちように使われるカタチだった。


「今……この井戸から、その像へ呪力を移している」


　疑問に思ったラピスへ、〈礎イエソド〉は言う。


「……それ、何の井戸？」


「もとは、拷ごう問もん用につくられた井戸だ。どこまでも深く人間を下ろし、その閉へい鎖さ性による恐きよう怖ふと、溺でき死しの恐怖とを同時に味わわせるための設備だ。倫敦でも最大の深さを持つに至ったのは、その用よう途とのための必然にすぎない」


　結論づけ、だが、と〈礎イエソド〉は続けた。


「だが……本来の目的ではなくとも、それは、この井戸が倫敦で最も古い地層にアクセスしているということだ。土地に沈しずんでいった最も古い死を、この井戸は汲み上げている」


　あるいは、先住民たるケルトの死を。


　あるいは、征せい服ふく者しやたるローマ人の死を。


　あるいは、その後から侵しん入にゆうしたゲルマン人の死を。


　長い長い歴史の果てにロンドンという土地は存在し、その積み重なりの末に、〈竜〉もまた顕けん現げんする。


　ならば、今汲み出されているのは、まさしく『死』そのものであった。


「雨、そのために降らせた？」


　ラピスが訊きく。


〈礎イエソド〉は、小さくうなずいた。


「この土地の〈竜りゆう〉は老いている。ゆえに、一度に限界を超こえて注ぎ込まれれば、その分の何かを溢あふれ出さざるを得ない。ここは、そのために最も適切な場所だった」


　今、ロンドンを襲おそっている豪ごう雨うが、まさにこのためのお膳ぜん立だてにすぎなかったと、そう〈礎イエソド〉は言っているのだった。


「じきに、溢れ出た『力』は、すべてこのウロボロスへと移植される」


　真鍮像の頭へ、〈礎イエソド〉は触ふれた。


「その『力』は〈協会〉ひとつを叩たたくには十分だろう。──魔ま法ほう使いにとって、新しい世界の幕開けだ」


　その言葉に、魔法使いなら誰だれもが打ち震ふるえるだろう。


　新しい『力』によって古い『力』が滅ほろぼされる──それはつまり、革命ということだ。魔法使いの世界を真に揺ゆり動かし、革あらためんとする意志の顕あらわれ。


　しかし、


「──噓うそだ」


　と、ラピスは口を挟はさんだのだ。


「何が、噓だと？」


「お前、そんなのどうでもいいって思ってる」


　それは、同じ種類の自動人形オートマタにつくられた、ホムンクルスとしての勘かんだったろうか。


「…………」


　はたして、〈礎イエソド〉は振り向いた。


「……私は自動人形オートマタだ。主あるじに従うだけが存在意義レーゾンデートルだ。ならば、当然のことだろう」


「昔、あにさまもそう言ってた」


　また、ラピスが口を開く。


「自動人形オートマタだから、自分の願いなんて持たないのが当然だって。人形にできることは、結局主の命令にうなずくだけだって」


「その通りだ」


「でも、今のあにさまならそんなこと言わない」


〈礎イエソド〉を前に、なおラピスが抗こう弁べんする。


「自動人形オートマタだからって、ホムンクルスだからって、誰かの言うことを聞くだけが役目じゃないって、ラピスは知ってる」


　それは、いつかラピスの通った道。


　はじめて、創造主である兄に逆らったときのこと。





　──『ラピスは、あにさまとずっといる』





　そう言って、ラピスはたった一度だけユーダイクスに逆らったのだ。


「…………」


〈礎イエソド〉は、ただ無感情に少女を見み据すえた。


「……ならば、お前の兄が壊こわれただけだ」


「違ちがう……！」


　ラピスが悶もだえる。


「あにさまは……壊れてなんかない……！　誰にも……そんなこと……！」


　言いかけて、ラピスは猛もう然ぜんと振ふり向いた。


　この部屋へと連なる、いくつかの扉とびらのひとつだった。


「…………」


　同じくして、〈礎イエソド〉も振り向いていた。


　ふたりの視線の交わるところに、新たなふたつの人ひと影かげが浮ういていた。


「また会ったな。がらくた人形」


「ラピスちゃん……！」


　オルトヴィーンといつきが、その扉から姿を現したのだ。


　だが、雑ざつ霊れいのはびこる地下をくぐりぬけてきた代だい償しようはいかほどだったものか、ふたりとも服のところどころが破れ、いつきに至っては完全に顔色を失っていた。


「……よく、抜ぬけてきたと言うところか」


「ああいうのは得意なんでね。くだらない妄もう霊れいなら、片かた端はしから喰くわせてもらったぜ」


　対象的にやたらと血色の良いオルトヴィーンの唇くちびるには、鋭するどい牙きばが光る。


「ほう」


　興味深げに〈礎イエソド〉が呟つぶやいたとき、





「──社長だけじゃありませんよ」





　と、新たな声が響ひびいた。


　オルトヴィーンたちがやってきたのと反対側の扉だった。


「ええ？」


　いつきの視界で、そっと扉が開いた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～～～～～あ」


　四匹ひきの猫ねこの鳴き声に続き、品のよい草ぞう履りが石の床ゆかを踏ふんだ。


　ロンドン塔とうに似合わぬといえば、これほど似合わぬ人影もあるまい。


「ううん、異国にあっても、猫の声の美しいこと。びろうどよりも滑なめらかに、金こん剛ごう石せきよりも鮮あざやかに。ああ、これほどの美にあってはもはや賞賛さえ愚おろかしい。なぜ、私の身は人間などという負け組に生まれついてしまったのでしょう……！」


　広げた扇せん子すに、平安風の羽織。あげく肩かたや懐ふところに猫を抱かかえた、いぶし銀の髪かみの青年。


　すう、とその青年がこちらへ微び笑しようしたのである。


「──や、これは社長。ようやく合流できました」


　猫屋敷蓮が、そこに立っていた。


「いつきくん！」


「お兄ちゃん社長！」


　さらに、黒羽とみかんまでもが背後から現れたのだ。


「黒羽さん、みかんちゃん、なんで……」


「……みかん」


　ラピスもまた、呆ぼう然ぜんと顔をあげた。


「ラピス」


　一いつ瞬しゆんぶうたれたみかんの声が、ホムンクルスの少女の状態を見て、はっと息を飲む。


　きっ、と自動人形オートマタを睨にらんだ。


「ラピスに何をしたの?!」


「…………」


〈礎イエソド〉は答えない。


　ただ、ゆっくりと前に出た。背後の──今も呪じゆ力りよくを汲くみ出している古き井戸をかばうようにして、白いインバネスを翻ひるがえす。


　二メートル近い巨きよ軀くも相まって、その姿は難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでとも見えた。


「どうやら……大おお詰づめですね」


　ひどく冷ややかに、猫屋敷が囁ささやいた。
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　ぴたりと正午をもって、審しん議ぎは開始された。


　魔法使いの世界において、多くの場合、会議は効率よりも形式を尊ぶ。


　実効性・実用性のみについていえば、科学の方が上なのだから、格式や伝統へのこだわりが強くなるのは必然だったろう。


　つまるところ、新参者への風当たりは強くなる、ということだ。


「──首領の、伊庭いつきはどうなさいました？」


　弄いらうような声が、ホールの一席からかけられた。


「あたしが〈アストラル〉の代表として出席しています。証人として、〈ゲーティア〉のアディリシア様にも来ていただきました。審議の手続き上は問題ないはずです」


　穂波が、きっぱりと言い返す。


　感情を抑おさえ、ポイントだけを摑つかんだ発言。無む駄だに言葉を重ねれば、こちらの弱みを露ろ呈ていするだけだと、痛いほど分かっている。


「ほう。〈アストラル〉の首領殿どのは、審議にも参加できないほど多た忙ぼうの身であったかな」


「余談でしたら、審議に関係ないと思いますが」


　す、と副代表の方へ視線をやる。


「認めます。議事録から削さく除じよを」


　副代表の声が、ホールを渡わたった。


　すると、急に世界は静まりかえった。


　副代表の行こう為いによって、この審議で〈アストラル〉を真面目に取り扱あつかうことを、その場の全員が認にん識しきしたのだ。少なくとも、極東の一結社を呼びだして、好きなようにいたぶっていいという、そんな場ではないと理解したのだった。


　ゆえに、次の発言までに、少し間があった。


「──先に、聞いておきたいことがあります」


　さきほどとは別の声だった。


（……〈山の徒と弟てい〉）


　イスラム圏けんで名を馳はせた、〈協会〉でも最有力たる結社のひとつ。


　アラーニャ・ターリブという名前しか知らないが、集まった魔ま法ほう使いの中でも際立った影えい響きよう力りよくを持つことは間ま違ちがい無い。


「最近、倫敦で起きている魔法使いの連続殺人事件についてです」


（……来た）


　と、穂波は歯は嚙がみした。


　格上げどころか、〈アストラル〉の解散すらありうる、致ち命めい的なポイント。


　ひとつ処し方を間違えば、取り返しのつかなくなる質問。


「事件の被ひ害がい者しやが魔法使いのみという関係から、〈協会〉が情報統制を敷しいていますが、すでに皆みな様さま、噂うわさはお聞き及およびかと」


　ここで一いつ拍ぱく、声はおいた。


　霊エーテル体の、こちらを見つめる気配。


「その犯人が、〈アストラル〉に所属する錬れん金きん術じゆつ師し──ユーダイクス・トロイデに酷こく似じしているという話がありますが」


「ユーダイクス・トロイデはすでに〈アストラル〉を離はなれています。彼の持っていた〈アストラル〉の経営権二割も、一年前の時点で私に譲じよう渡とされてますわ」


　これは、アディリシアが答えた。


　しかし、声は退ひかない。


「たとえ、現段階で〈アストラル〉を離れていたとしても、組織としての信用性には関係します。〈アストラル〉側は今の事件について認識されているのですか？」


「事件については、〈アストラル〉でも調査してます」


　穂波が言う。


「否定はなさらないので？」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、発言をためらった。


　否定してしまえば、万一犯人がユーダイクスであった場合、どうしようもなくなる。〈アストラル〉はかつての構成員の性向も把は握あくできない結社として、笑いものとなるだろう。


　この場合、曖あい昧まいに流してしまうのが得策だ。調査中ですともう一度言えば、相手もこれ以上は追つい及きゆうできまい。


　だから、


「……否定します」


　と、穂波の口は答えていた。


「ホナミ？」


　アディリシアが振ふり返る。


　その表情から、穂波と同じ思考をたどったのが読み取れた。だから、穂波がこういう応こたえをするとは思わなかったのだろう。


　なのに、


「あたしの知っているユーダイクス・トロイデは、そのような犯罪は行いません」


　と、穂波は繰くり返した。


〈山の徒弟〉の気配に、不思議と柔やわらかなものがにじんだ。


「どうしてです？」


「社長なら、きっとそう言うからです」


　穂波は、まっすぐに霊エーテル体を見つめ返した。


　今はいないけど、あの少年がいつもそうしていたように。


　臆おく病びようで怖こわがりで、逃にげまわってばかりいる少年が、しかし大事なものを守るときだけは、そうしていたように。


「あたしは、社長を信じてます。やから、社長の信じてるユーダイクスも信じてます」


　はっきりと、告げる。


　それが〈アストラル〉だと胸を張る。自分の属している、世界で一番の結社だと言い放つ。


　だから、ホールの誰だれもが穂波を注視した。


〈山の徒弟〉も、〈協会〉の副代表ダリウス・レヴイも、アディリシアさえも、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの少女を見つめた。魔法使いとは信じられない、夢のようなことを言う少女に見入った。


　そのときだった。


　突とつ然ぜん、凄すさまじい衝しよう撃げきが塔とう全体を揺ゆるがしたのだ。


「な……っ！」


「地じ震しん?!」


　霊エーテル体はともかく、実体の穂波とアディリシア、それに様子を見守っていた〈学院〉の魔法使いは、床ゆかに手をついた。


　それが、単なる自然現象でないことはすぐ明らかとなった。


「〈学院〉の……結界が……！」


　誰かが、呻うめいたのだ。


　ホールの天窓から、創設以来絶えることの無かった〈学院〉の霧きりが──結界が消えていったのが見えたのである。


　そして、ホールに高らかな歌声が響ひびき渡わたった。







　──ロンドン橋落ちる（London bridge is falling down,）


　　　落ちる、落ちる（Falling down, falling down,）


　　　ロンドン橋落ちる（London bridge is falling down,）


　　　マイ・フェア・レディ（My fair Lady.）







「マザー・グース……？」


　アディリシアが、流りゆう麗れいな眉まゆをひそめる。


　イギリスの童どう謡ようの中でも、とりわけ有名な歌であった。







　──木と泥で作れ（Build it up with wood and clay,）


　　　作れ、作れ（Wood and clay, wood and clay,）


　　　木と泥で作れ（Build it up with wood and clay,）


　　　マイ・フェア・レディ（My fair Lady.）







　再び、ホールに衝撃が走った。


　今度は天てん井じようが砕くだけ、激しい硝子ガラスと石の雨を降らせた。その向こう側から、巨きよ大だいな生物が姿を現したのだ。


　蛇へびだった。


　天使のごとき、白い翼つばさをはばたかせる真しん鍮ちゆうの蛇。


　頭だけで数メートルもありそうな鼻先で、ひとりの青年が歌っていたのである。







　──木と泥じゃ流れる（Wood and clay will wash away）


　　　流れる、流れる（Wash away, wash away）


　　　木と泥じゃ流れる（Wood and clay will wash away）


　　　マイ・フェア・レディ（My fair Lady.）







　歌い終わり、青年は自分の胸へ手をやった。


「……これは……ご機き嫌げん麗うるわしく……〈協会〉の皆みな様さま方がた」


　けほけほ、と咳せき込む。


　ひどく病弱そうな顔色なのに、瘦やせた身を包む長衣ローブと帽ぼう子しは中世の医師のスタイル。曖あい昧まいに笑って、彼はホールの魔ま法ほう使いたちへと告げた。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の……〈永遠ネツアク〉の座……メルキオーレと……申します……。どうぞ……お見知りおきを……」
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「どうして、ここだと思った？」


〈礎イエソド〉の問いは、簡潔だった。


「瀉しや血けつでしょう？」


　と、猫屋敷は訊きき返す。


「ほう」


「中世以降、近代まで乱用されてきた医い療りよう技術ですね。汚よごれた血を抜ぬき取ることで、患かん者じやの生命力を活発化させる。あなたがたのやろうとしていた儀ぎ式しきは、つまるところ倫敦の〈竜りゆう〉の瀉血と見ました」


　この場合、〈竜〉とは、土地を流れる霊脈レイライン──とりわけ長い時間を経て、独特の意識を持つに至った霊れい的てき現象のことだ。


　ならば、〈竜〉の瀉血とは、霊脈レイラインによどんだ呪じゆ力りよくを抜き取ることにほかならない。十数分前、ラピスが指し摘てきした通り、ロンドンを襲おそう豪ごう雨うも、このロンドン塔とう地下での儀式も、〈竜〉の瀉血を行うための儀式だったのである。


「そう考えれば、ふさわしい場所は限られます。こんな豪雨を無理矢理注ぎ込んで、その上で瀉血に適したポイントはわずかしかない。およそ汚れた血の集まる場所で、倫敦塔ほどふさわしい場所がほかにありますか？」


「……なるほど」


　と、〈礎イエソド〉もうなずいた。


「なら、ここにはどうやって？」


「ああ、それも簡単ですよ」


　猫屋敷はひらひらと扇せん子すを振ふって、種明かしをする。


「最初、倫敦塔に地下通路をつくったのは、ヘンリー一世という偏へん屈くつな王様でしてね。なにしろ敵が多かったものですから、どこへでも逃にげられるよう抜け道の建設だけは怠おこたらなかった。倫敦に古くから住んでいるごく一部の魔法使いは、その通路を知っていたというだけです」


「……そうか」


　からくりの素す顔がおを上下させ、〈礎イエソド〉は納なつ得とくしたようだった。


　しん、と沈ちん黙もくが落ちた。


「猫屋敷さん……その人、首から下はユーダイクスさんの身体からだで……〈螺旋なる蛇オピオン〉の……〈礎イエソド〉だって」


　横合いからのいつきの言葉に、猫屋敷は眉まゆをひそめる。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉……ですか」


　と、呟つぶやいた。


「ならばなおさら。あなたがたが倫敦の活性化を目的にしてるとは思えません。だいたい、こんな気候を招いたこと自体、〈竜〉を力ずくで汚しているようなものです」


　猫屋敷の視線が、すうと流れた。


〈礎イエソド〉の背後。


　井い戸どのそばへ安置された真鍮の蛇ウロボロスへと。


「そのウロボロス……錬れん金きん術じゆつで使う、双蛇の杖カドウケウスの応用ですね。あの杖つえの蛇へびはふたつでひとつ。なら、同じ真鍮像をもうひとつつくってるはずでしょう」


　ゆるやかに、問う。


「瀉血した〈竜〉の血。あなたは、どこに誘ゆう導どうしているんです？」


　すると、〈礎イエソド〉は軽く喉のどを鳴らした──ような音を出した。


「……革命に。古き枷かせを取り払はらうために」


「〈協会〉?!」


　猫屋敷の表情が変わる。


〈礎イエソド〉の短い言葉が何をあらわすか、青年は瞬しゆん時じに悟さとったのである。


　ひとつ息をつき、猫屋敷はすうと顔をあげた。


「何にせよ、あなたはここで捕ほ縛ばくさせてもらいます。儀式も、ここで終しゆう了りようです」


「いいや」


　インバネスが打ち振られた。


　猫屋敷が反応するより早く、その中のフラスコが真鍮の像へと激げき突とつしたのだ。


　フラスコの溶よう液えきは──いかなる呪力を秘ひめていたか。ウロボロスと呼ばれた蛇の像は、自らの尾おを口から離はなしたのである。


　ばかりか、蛇の胴どう体たいからは白い翼つばさが生まれた。


「えええっ……！」


　愕がく然ぜんとしたいつきの前で、たちまち真鍮の蛇は何十倍にも身体を巨きよ大だい化させた。


　奇くしくも、時を同じくして〈協会〉を襲った蛇と同じ異形。


　地下室を破は裂れつさせかねないほど膨ぼう張ちようした蛇は、そのまま石造りの天てん井じようを破って、地上へと脱だつ出しゆつしたのである。


「もはや、瀉血は十分だ。あの蛇ウロボロスさえあれば、私の役目は果たしたことになる」


　黒々と開いた地上への破は砕さい孔こうを見上げ、〈礎イエソド〉は低く呟いた。


　その孔あなから、早くも雨あま粒つぶがこぼれ始めていた。地上をうねっていた濁だく流りゆうは逃げ場を見つけてなだれこみ、即そく席せきの滝たきと化した。


　その中を、ずるりと自動人形オートマタの錬金術師が歩み出る。


「後は……お前たちを足止めすればいい」


　対して、


「──社長」


　と、猫屋敷は目を離さずに言った。


「社長は皆みなと一いつ緒しよに、さっきの蛇ウロボロスを追ってください」


「で、でも、猫屋敷さんは……」


　躊ちゆう躇ちよするいつきに、青年はかぶりを振る。


「問題ありません」


　と、断言した。


「私、一対一で負けたことは、一回しか無いんですよ」


　ふわりと、猫屋敷は微笑ほほえんだのであった。


　それは、この一年余りの間、青年陰おん陽みよう師じと付き合ってきた社長や黒羽や、また三年以上付き合ってきたみかんをしても初めて見る、あまりに優やさしい笑えみだった。


　優しすぎて、こちらの時間を止めてしまう笑み。


　さあ、と青年は促うながした。


「社長、御ご命令を」


「……分かりました」


　観念した風に、いつきがうなだれる。


　すぐに、こう付け加えた。





「──猫屋敷さん、絶対、後で会いましょう」





「はい、了りよう解かいしました」


　微笑したままの青年は、かすかにうなずいたのであった。





　　　　＊





　ホールは、たちまち阿あ鼻び叫きよう喚かんの図となっていた。


　霊エーテル体で現れていた魔ま法ほう使いたちの半分ほどが、蛇ウロボロスの放射する途と轍てつもない呪じゆ力りよくを受け、崩くずれさったのだ。


　霊エーテル体ということは、呪力の影えい響きようをもろに受けてしまうということでもある。極度に強きよう烈れつな呪力を受ければ、よくて気絶、悪ければそのまま死に至ることもある。


　だが、仮にも〈協会〉の会議へ出席を許された練達の術者たちが、こうもなすすべなく、ただ相あい対たいしただけで倒たおれゆくとは。


　いや。


　そもそも、〈学院〉の結界が破は壊かいされる自体、想定の範はん囲い外がいなのだ。


　教育機関として中立を保つ〈学院〉だが、その立場を保つため、結界にはとりわけ細心の注意が払はらわれていた。単純な強度だけでいえば、世界でもこれに勝まさる結界は数えるほどしか存在すまい。だからこそ、多くの魔法使いたちも安心して、無防備な霊エーテル体で出席することを肯よしとした。


　その結界を、真しん鍮ちゆうの蛇はチーズのごとく引き裂さいてしまったのだ。


「ああ……はかない……」


　蛇ウロボロスの頭上で咳せき込みながら、メルキオーレと名乗った青年は呟つぶやく。


「呪力の総量が……違ちがうのです……。たかだか人間の分際では……ああ、ただの魔法使いの限界では……この蛇を見ただけで崩れ落ちる……まるで……塩の柱みたいだ……」


「それどころじゃないでしょう」


　陶とう然ぜんと謳うたう青年に、応こたえがあった。


　こちらも顔を青白く染めて、アディリシアが立ち上がったのだった。


「その蛇……まるで呪波汚お染せんの塊かたまりじゃありませんの」


「当然……でしょう……」


　くすくす、と青年が笑う。


「倫敦の……汚よごれた呪力の……集まりです。……何千年と染しみついた……血の結けつ晶しようです。……それが……呪波汚染とならないはずがない。一級とはいかずとも……準一級レベルには……到とう達たつしたと思いますよ……」


　声は掠かすれ、ホールを見回す。


　すでに、会議は崩ほう壊かいしていた。


　無事だった霊エーテル体のほとんどは離はなれ、〈学院〉から出席していた者たちも遠巻きに見つめるのみだ。もとより〈学院〉の者は魔術戦せん闘とうに慣れてない学究肌はだが多い。足早に避ひ難なんするのは、むしろ賢けん明めいと言えよう。


　破壊された天てん井じようから、豪ごう雨うも吹ふきつける。


　そんな中で、


「〈螺旋なる蛇オピオン〉のメルキオーレやって……言うたね」


　今度は、膝ひざをついたまま、穂波が顔をあげたのだ。


　周囲に、穴の開いた小石が落ちていた。


　ケルト魔術で使う護符タリスマン──円石サークルストーンだった。


　呪波汚染に影響されぬため、咄とつ嗟さに穂波はその円石を周囲へばらまいたのだ。すんででアディリシアの身を守ったのもそれであった。


「これでも……〈アストラル〉の審しん議ぎ中やったんやけど、何をするつもり？」


「いえ……それは難しくなく」


　こほん、と咳払いして、青年の瞳ひとみはホールを彷徨さまよう。


　壇だん上じように残った、蒼あおいスーツの壮そう漢かんへと。


「そちらの……副代表の……身み柄がらでも引き取らせていただければ……」


　穂波とアディリシアが──残っていた霊エーテル体さえも、愕がく然ぜんと息を止めた。


〈協会〉の副代表を攫さらう。


　それはつまり、〈協会〉に所属する魔法使い全員を──世界中の七割を敵に回す行こう為いだ。





　──いや、そもそも。





　この場の人間のすべてが、ほぼ同じ事を考えていた。





　──〈螺旋なる蛇オピオン〉とは、何だ？


　──突とつ然ぜん現れたこの青年は、何をしようとしている？





　魔法使いにあるまじきことに、彼らは自分たちのこだわっていた常識を打ち崩され、その場に硬こう直ちよくした。


「……なるほど」


　と、嗄しわがれた笑い声がこぼれる。


　ダリウス・レヴィが、微び苦く笑しようしたのだ。


「いろいろやっているようだったが、最終的には私が目的か。まあ悪くない。テロリストというのはそういうものだろう」


　この期ごに及およんで、壮漢は楽しそうに、たくましい肩かたを揺ゆらす。


「最終的には、何を目的にするつもりだね？」


　その問いに、ゆらりと青年が笑った。


「魔ま法ほう使いの……夢ですよ……」


「夢？」


「誰だれもが思う……おとぎ話。……あまりに……現実離れしてて……皆みなが皆……目をそむけていた……理想の果て。我らは……その夢にのみ従う者……」


　狂きよう気きじみた響ひびきが、声にはこもっていた。


　かつて、十字の理想を掲かかげ、領地回復レコンキスタを目指した軍隊もそうだったろうか。


「いかがです……素す直なおに……我らと来ていただけますか……」


　青年の、悪魔じみた誘さそい。


「なら……」


　と、ダリウスが応じようとしたときだった。


「……いいや」


「……ええ、反論がありますわ」


　ふたつの声が、反旗を翻ひるがえしたのだ。


　穂波とアディリシアが、一歩前に出たのだ。


「先に訊きくことがあります」


「……ほう」


「その蛇へびは……倫敦の汚よごれた呪じゆ力りよくの集まりだと言いましたわね」


「……ええ……そう言いましたね……」


　メルキオーレと名乗った青年が、その首を上下させる。


「でしたら……魔法使い連続殺人事件を起こしていたのもあなた？　今考えてみれば……身体からだの一部を奪うばわれた魔法使いたちは、あまりに星座と一いつ致ちしてましたわね。これだけの豪雨を受ければ……魔術都市としては老いている倫敦の霊脈レイラインに無理が来るのも当然」





　──『ある種の魔術では、この生まれの星座によって、特定の部位に呪力を見いだすようになるんですよ』





　猫屋敷の言葉だった。


　青年の台詞せりふから、ふたりの少女は猫屋敷と同じ結論に至ったのである。


「あなた……よりにもよって、倫敦から瀉しや血けつしましたわね」


　アディリシアの言葉に、青年は軽く呻うめいた。


「さすがに……アディリシア・レン・メイザース……」


　てらいのない賛辞を、口こう端たんへとのぼらせる。実際、青年は本気で感動していたのだった。魔法使いとして、優すぐれた知識への賞賛は本能に根ざしたものでもあったろうか。


　さらに、穂波が訊いた。


「事件の現場でユーダイクスさんを見たというのも、あんたらの仕し業わざ？」


「それは……簡単ですよ」


　掠かすれた声で、青年は答える。


「ユーダイクス・トロイデ……という錬れん金きん術じゆつ師しは……私たちへの……協力を拒こばみましたから。……ゆえに……正当な魔術決闘フエーデをもって……その身体を……徴ちよう発はつさせて……いただきました……」


「身体……を?!」


　少女が絶句した。


「今は……我らの同志が使わせて……もらってます……。質問の……答えにはなりましたかね……？」


「うん、なった」


　穂波がうなずいた。


　その蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが──今や、極地の氷山を思わせて凍こおりついていた。抗あらがうものすべてを屠ほふらずにおかぬ、絶対零れい度の瞳ひとみ。


「つまりは、その汚れた蛇で〈協会〉の副代表を攫さらうために……あたしらをダシに使って、ユーダイクスさんまで傷つけたというわけやね？」


「ああ……そういう見方も……ありますか……」


　困った風に、青年の顔がしかめられた。


「…………」


　たった今、審しん議ぎの場で、少女は口にしたばかりだった。





　──社長を信じると。


　──だから、社長が信じているユーダイクスも信じると。





　ここに、答えは示された。


　しかし、少女の胸を炙あぶるものは、潔白が示された喜びではなく、仲間を傷つけた者に対する激げき怒どの感情であった。


「……なら、いかがします？」


「こうするんや！」


　穂波の叫さけびが、ホールに響ひびいた。





「我は乞うハイル！　力の円えん錐すいのもと、天にも地にもあらざる霊樹の加護をもて、北東の災わざわいを貫つらぬけ！」





　放たれるは、ヤドリギの投げ矢。


　絶大な呪力を秘ひめ、ケルト魔ま術じゆつの中でも、あらゆる基き礎そから奥おう義ぎにまで浸しん透とうした秘ひ儀ぎ。まともにくらえば、いかな魔ま獣じゆうといえどただではすまぬそれを前に、蛇ウロボロスは小さく息を吸った。


　蛇ウロボロスの口から噴ふき出た吐と息いきが、瞬しゆん時じに投げ矢を溶とかしたのだ。


（水の……元素エレメント?!）


　万物融解剤アルカヘストにも似た、霊エーテル体さえ分解する『力』。


　蛇ウロボロスの吐息はそれらの性質を秘めて、少女のヤドリギを破った。


「…………」


　もちろん、穂波は予想していた。


　これほどの呪波汚お染せんとなれば、半はん端ぱな魔術は通じない。核かくとなる部分を、渾こん身しんの魔術で砕くだかない限り、何度でも蛇へびは再生するだろう。


　だが、今はそれで良かった。


「アディ！」


　友を呼ぶ。


　同時、朗々と詠えい唱しようが響き渡わたったのだ。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the ChiefPrince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　ごう、と風が巻いた。


　魔力強度でいえば、ソロモン王の魔術はこの場に集まった魔法使いたちの中でも、ほぼ最大を誇ほこる。〈協会〉の会議中ゆえ、魔神の霊エーテル体を遠ざけてはいたが、改めて喚かん起きすれば、時間も場所も飛び越こえて七十二柱の魔神は到とう来らいする。


　ならば、穂波は少しだけ、喚起の時間を稼かせげばよい。


　視線だけで、ふたりはそれらの計画を話し合ったのだ。





「来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」





　アディリシアの詠唱とともに、その脇わきへ鋼鉄の鎧よろいを纏まとった騎士が顕けん現げんする。





「来たれグラーシャ・ボラス！　三十六の軍団を制する、力強き伯はく爵しやく！」





　ついで、翼つばさ持つ狼おおかみ。


　アディリシアの支配する中でも、戦いくさに特化した血ち塗ぬられた悪あく霊りようたち。


「溶かせ……」


　メルキオーレが、蛇ウロボロスに命じる。


　魔神が喚起された以上、穂波だけでも確実に滅ほろぼそうとしたのだろう。


　だが、穂波の身体からだは加速し、その吐息を避さけて、天てん井じよう近くまで一瞬で登り詰つめた。


　ラピスの時の失敗をふまえ、こっそり足元に隠かくしていた箒ほうきを持って、少女は蛇の頭上へと飛ひ翔しようしたのだ。





「我は乞うハイル！　力の円錐とヤドリギの加護もて、南東の災いを疾とく討うち滅ぼさん！」





　再び放たれたヤドリギは──半ばで弾はじけ、散さん弾だんとなって降り注いだ。


「エリゴール！　グラーシャ・ボラス！」


　同時に、騎士エリゴールと翼持つ狼グラーシヤ・ボラスも跳はねた。


　すべて、狙ねらいは蛇ではなく、メルキオーレへ！


「おお……！」


　蒼そう白はくたる青年は、低く呟つぶやいた。


　ふたりの魔女の、心奪うばわれるコンビネーションのためだったか。





　二柱の魔神とヤドリギの散弾は、先んじて蛇ウロボロスの主あるじを潰つぶすべく、猛もう烈れつな勢いで襲おそいかかった。





　　　　＊





　いつきたちの身体は、ロンドンの上空にあった。


　豪ごう雨うの中、少年たちの身体が揺ゆらいでいる。浮ふ遊ゆうする身体は、関節のあちこちをロープで固定された操あやつり人形みたいな感じで、見ているだけでも危なっかしかった。


「……く、黒羽さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　と、いつきは隣となりの少女へ呼びかけた。


「大丈夫……です。なんとか……みんなぐらい……っ」


　黒羽は、青白い顔でうなずいて見せる。


　少女の騒霊現象ポルターガイストが、いつきたちを浮遊させているのだ。


　真鍮の蛇ウロボロスがつくりだした破は壊かい孔こうから、ロンドン塔とう地下を脱だつ出しゆつしたのも同じ要領である。


　しかし、数秒程度ならともかく、ある程度の時間全員を浮遊させようとすると、それは多大なる精神力をも必要とした。


「社長」


　と、オルトヴィーンが告げる。


「……見えたぜ、あれだ」


　言われて、いつきは斜ななめ下を見る。


　地上は、変わらぬ豪雨で満たされていた。


　ロンドンのほとんどの通りが浸しん水すいし、まるで水の都のようだ。


　そして、その中を、真鍮の蛇ウロボロスが飛翔しているのだ。もとが真鍮像であるためか、叫さけびも威い嚇かく音おんも無く、ただ虚こ空くうをうねりゆく。その光景は、無声映画サイレントにも似て悪夢じみていた。


「ぐく……っ」


　と、いつきが眼帯を押さえる。


　強きよう烈れつな痛みが、右目を圧したのだ。


　あの地下にあったときはまだしも、巨きよ大だい化し、空へ飛び立って以降、蛇ウロボロスは凄すさまじい呪じゆ力りよくを放っていた。


　そうでなくても、あれほどの呪波汚お染せんをつぎこまれた蛇である。


　霊エーテル体の黒羽が接近しすぎれば、たちまち影えい響きようされ、それだけで倒たおれかねない。


　そうなれば、黒羽に浮遊されているいつきたちも、墜つい落らくする。


「どうし、たら……」


　いつきは、自問する。


　猫屋敷に言われた。


　あの蛇ウロボロスを止めてくれと。


　ロンドンという都市の穢けがれを一身に背負った、あの蛇ウロボロスを止めてくれと。


（そりゃ……そうだ……）


　こんなの、放ほうっておけるはずがない。


　あの〈礎イエソド〉という錬れん金きん術じゆつ師しは、この蛇ウロボロスで革命を起こすとか言っていた。〈協会〉をどうにかするのが目標というのなら、今、審しん議ぎに出ている穂波やアディリシアだって危険ということになる。


（穂波や……アディリシアさんに……）


　あのふたりに任せると、いつきは言ったのだ。


　だったら、自分は自分でベストを尽つくさないといけない。あのふたりに危害がくわわるようなものは、ひとつだって許せるはずがない。


　なら……どうすればいい？


　考えてみれば、こういう状じよう況きようはほぼ初めてだった。いつも作戦をたてるのは猫屋敷か穂波で、いつきは決断するだけの役だった。こんな超ちよう弩ど級きゆうの化け物を相手に、いつきはどんな方法なら打ち勝てる？


「…………」


「足じゃないのか」


　オルトヴィーンが、ぼそりと言った。


「え？」


「ボクらは、黒羽につりあげてもらってるだけだ。こんなんじゃ、蛇ウロボロス退治も何もないだろ。まずは足──機動力から奪うばわなきゃ手の打ちようがないんじゃないのか、馬鹿（Dummkopf）」


　言葉こそぶっきらぼうだったが、アドバイスは真しん摯しなものであった。


　だから、


「……ありがと」


　礼を言って、きっ、と蛇ウロボロスを見み据すえる。


　痛みをこらえ、いつきはもうひとりの魔ま法ほう使いへと社長命令を下す。


「みかんちゃん……相手のすぐ前方から、周囲に渡わたって〈禊みそぎ〉をお願い」


「う、うん」


　緊きん張ちように幼い顔を強こわ張ばらせ、それでもみかんがうなずいた。


「日本じゃないし……どれぐらい保もつか分からないけど……」


　ぎゅっと拳こぶしを握にぎって、不安を振ふり切る。


　すぐ、蛇ウロボロスの方を向く。


「やってみる！」


　その小さな手が、玉たま串ぐしを振り上げた。


　一いつ瞬しゆん、呼吸を止め、唇くちびるから流れ出すは流りゆう麗れいなる祝詞のりと。





「はらいたまい、清めたまう。いわまくもあやにかしこきはらえど大神のおおみいずをこいのみまつり、すべてのまがごとつみけがれをはらいのぞかむと、あまつのりとのふとのりごとのろ──」





　祝詞の終わりとともに、玉串を振り下ろした。


　自分の内側を研とぎ澄すまし、玉串をひとつの刃やいばと思い定めて、その刃にて蛇ウロボロスを切る。


　効果は──あった。


　その〈禊ぎ〉を正面から受けて、真鍮の蛇ウロボロスは真下の公園へと落下していったのだ。


「やった！」


　いつきが歓かん声せいをあげる。


　いや。


　蛇ウロボロスの墜落は、一瞬だけだったのだ。


　鱗うろこは刹せつ那なで反転し、白い翼つばさをロンドン上空に羽ばたかせる。この巨体のどこにという反応速度で、鋭するどい牙きばが打ち並んだ口こう腔こうを開いた。


「っ?!」


「馬鹿（Dummkopf）！　調子に乗るな！」


　オルトヴィーンの声が、遠く聞こえた。





　反転し、万ばん物ぶつを溶とかす吐と息いきを、蛇ウロボロスはいつきたちへ放射したのであった。





　　　　２




　──ロンドン塔とうの地下で、死し闘とうは続行していた。





　片や、自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師し。


　片や、四匹ひきの式しき猫ねこを従えたる陰おん陽みよう師じ。


　ふたりは──いいや、ひとりと一体は、それぞれが自らの呪じゆ力りよくを練り上げ、地下の一室に対たい峙じしている。天てん井じようの破は壊かい孔こうより降りしきる雨も、その呪力を受けると、異形の液体に変じてしまうようだった。


「案外、素す直なおに社長を行かせてくれましたね」


　猫屋敷が、ぽつりと呟つぶやいた。


「どうにもならん」


　と、〈礎イエソド〉はかぶりを振る。


「仮にも倫敦の澱よどんだ血を受け入れた蛇だ。半人前の魔法使いが何人集まったところで、止められるものでもない」


「──いつき、半人前じゃない」


　これは、壁かべ際ぎわからラピスが漏もらした。


　唯ゆい一いつ、少女だけはこの場に残ったものである。


　ホムンクルスの身体からだは、いまだ回復しきっていなかった。そんな状態で蛇ウロボロスを追うより、猫屋敷と〈礎イエソド〉の戦いを見守ることを、少女は選んだのであった。


「…………」


〈礎イエソド〉は、剝むき出しの眼球──水すい晶しよう球きゆうに、少女を映す。


「……黙だまって見ているがいい。お前は、私がこの戦いで唯一得られる品だ」


「人の知り合いを、物扱あつかいしないでいただけます？」


　猫屋敷が口を挟はさむ。


「それを、お前が言うのか」


「私じゃありませんよ。そんな資格、到とう底ていありませんし」


　と、青年陰陽師は微び苦く笑しようした。


「だから、今のは社長の代わりに言ったんです。あの人なら、間ま違ちがいなくこう言ったはずですからね」


　それは、〈協会〉の審しん議ぎで、穂波も口にした台詞せりふだった。


　──ああ、そうだ。


　たとえ、その場に伊庭いつきがいないとしても、少年の存在は確かに〈アストラル〉の全員に影えい響きようを及およぼしている。


　だからこそ、皆みなが胸を張れる。


　自らを誇ほこり、正しい選せん択たく肢しを取ることができる。


〈アストラル〉とは──まさしく、そういう組織であった。


「ならば、ここで終わるがいい」


〈礎イエソド〉のインバネスが翻ひるがえった。


　再び、インバネスの内側からこぼれ落ちたものは、数個のフラスコだった。


　それらは石いし床ゆかで割れるや、互たがいに絶ぜつ妙みようの具合で調合され、たちまち石床に奇き怪かいな沼ぬまをつくりあげた。


　錬金術のつくりだした、泥どろの沼。


「聞いたことはあるか、陰陽師。十七世紀初頭、最盛を極きわめたプラハの錬金術師通りには、時折、見たこともない沼が現れていたと」


〈礎イエソド〉の重い声に何を感じたか、猫屋敷の指が懐ふところに忍しのび入った。


「──疾チツ！」


　再び、猫屋敷は五芒星セーマンを描えがき、その一点から霊れい符ふを放つ。


　繰くり出された霊符は、飛ひ翔しよう半ばで土の雪崩なだれと化した。単なる土石流にあらず、どこに当たろうとその場所を砕くだき、陥かん没ぼつさせる彗すい星せいの礫つぶて。


　いわく、玄げん天てん上じよう帝てい石せき星せい符ふ呪じゆ。


　だが、


「……無む駄だだ」


〈礎イエソド〉が太い腕うでを回すと、そこに白いもやが生じた。


　雑霊である。


　ロンドン塔とうの雑霊より生まれたもやは、土の雪崩を包み込み、互いに相そう殺さいせしめた。


　同時に、搔かき消えた雪崩の中で、さきほどの沼の表面がぬうと盛り上がった。


　そこから、黒い影かげが飛び出したのである。


　骨と牙きばだけでできた──獰どう猛もうなる魔ま魚ぎよが！


「っ──！」


　猫屋敷が大きく床を転がる。


　しかし、それも間に合わなかった。


「猫屋敷！」


　ラピスの叫さけびと、赤い血しぶきは同時だった。


　空中へ飛び出した魔魚の牙は、猫屋敷の羽織を裂さいていた。


　ぼとぼとと、こぼれる血が石床を染める。水たまりみたいに広がってすぐ、天てん井じようからの雨に洗い流された。


　激しい雨の中でも、血の臭においだけは妙に鼻についた。


「──沼の中は即そく席せきでつくられた生態系でな。どのような化け物が生まれるか、私にもそのときまで分からん。どれだけの数が生まれたかも分からんぞ」


〈礎イエソド〉は、何の感情も交えずに話す。


　さきほどの魔魚は、再び沼の中に没ぼつしていた。


　錬れん金きん術じゆつ師しの言葉が本当なら、その沼の中には、さらに恐おそるべき魔物が何匹びきも存在するかもしれない。いくら猫屋敷といえど、そんな魔物たちと〈礎イエソド〉のふたつを、ともに相手できるかどうか。


「……これはこれは。ご講義痛み入ります」


　脇わき腹ばらを押さえ、猫屋敷が唇くちびるを歪ゆがめる。


　その様子を見ながら、錬金術師はゆっくりと続けた。


「あの占うらない小屋で、お前の術は見た」


　瞳ひとみを模した水すい晶しよう球きゆうに、血まみれの猫屋敷が映り込む。


「陰おん陽みよう道どうの魔術特性は──〈陰陽五行の式（Formula Of Five Element）〉。世界でも稀まれに見る精度で呪じゆ力りよくを操あやつる魔術特性だ。なるほど、それなら、たいていの相手とは互ご角かく以上に戦えるだろう」


　呟つぶやきは、低く床を這はった。


「──だが、この場所の私とは相あい性しようが悪い。倫敦塔の雑霊は、第五要素エーテルと呪力を攪かく拌はんするだけですべて私に従う。沼の中の魔物も大層機き嫌げんがいいぞ」


　それは、ある種の必然でもあった。


　どのような戦いにも、相性は存在する。


　陰陽道のそれは総合呪術だけあって、汎はん用よう性に富む。


　対して、〈礎イエソド〉の錬金術は、極めて特化され、触媒カタリストや場所による恩おん恵けいを大きく受けたのである。


　とりわけこの場所では、彼の触媒カタリストとなる雑霊は、ほぼ無限に提供される。


　いうなれば、敵だけが無限の武器と弾だん薬やくを抱かかえているようなものだ。


　陰陽道という魔術系統は──少なくともこの場所の、この時間の、この錬金術師に対しては不利に働いたのである。


「…………」


　猫屋敷の頰ほおを、粘ねばつく冷たい汗あせがたどった。


　失った血によるものか。


　それとも、いつも太平楽なこの陰陽師をして、自分のおかれた状じよう況きように死以外の選せん択たく肢しを見いだせなかったのか。


「さて、まあやれるだけはやってみましょ……」


　途と中ちゆうで、言葉が切れた。


　猛もう然ぜんと足元を見下ろし、青年の顔に動どう揺ようが走る。


　いつのまにか拡大した沼ぬまが、陰陽師の足首までもくわえこんでいたのである。全力で引いても足首は抜ぬけず、じわじわと猫屋敷の身体からだが沈しずんでいく。


「これは……！」


「沼はそれ自体も意識を持っている」


　と、〈礎イエソド〉は呟いた。





「喰くわれて死ぬか、溺おぼれて死ぬか。どちらが好みだ？」





　沼の領土が一気に拡大し──猫屋敷の身体全体を、たちまち沼の内側へと沈み込ませた。





　　　　＊





　蛇ウロボロスではなく、主たる青年メルキオーレへと狙ねらいを定め、ヤドリギの散さん弾だんと二柱の魔神とが殺さつ到とうした。


　外すはずもない距きよ離り。


　回かい避ひできるはずもない速度。


　しかし、騎士エリゴールの槍やりは、青年の胸むな元もとをぬるりと滑すべった。


　しかし、翼持つ狼グラーシヤ・ボラスの爪つめは、青年の肩かた口ぐちからずるりとぬめった。


　数十と雪崩なだれ落ちるヤドリギの散弾さえ、青年の長衣ローブに当たると方向を見失い、つるりつるりと表面を流れたあげく、虚むなしくホールの床ゆかだけを貫つらぬいた。


「えっ……！」


「なんですって……！」


　ふたりの魔ま女じよが、目を見開く。


　青年は、そよ風を受けたように、蛇ウロボロスの頭上に立ったままだった。


「正確には……あなたがたの魔術はすべて命中しました……ただ……僕を覆おおっている『膜まく』に……すべて直前で受け流された……だけです……」


　ぼんやりとした目で、呟く。


　青年の手には、硝子ガラスと思おぼしい筒つつが握にぎられていた。


　その中には、赤黒い溶よう液えきに満たされて、人間の内臓が浮ういていたのである。


「乙おと女め座ざの小腸……護符タリスマンとすれば……あらゆる不ふ浄じようと災わざわいを……避さける力があります……。倫敦に雨を呼んだ……余りですけどね……」


「降霊術……！」


　と、穂波が呻うめいた。


　降霊術。


　もしくは、死霊術ネクロマンシーという。


　生物の『死』から呪力を汲くみ上げることにより、神秘現象を呼び起こす魔術系統。


　ロンドン塔とうから古き『死』を汲み上げ、真しん鍮ちゆうの像へと移し、高度の呪波汚お染せん──蛇ウロボロスとせしめた術式は、この死霊術によるものであった。


「それで……黄道十二宮を全部集めるために、片かた端はしから魔法使いを殺して回って、人のパーツを奪うばってたわけなん？」


「ええ……なかなかの出来だと自負してますよ……。ああ……この内ない壁へきの柔じゆう突とつ起きとか……実に芸術的だと思いませんか……」


　メルキオーレは、愛いとしげに硝子の筒へ頰ずりする。


　そもそも呪波汚染の激しい蛇の頭に乗って、青年が無事である理由がそれだった。


　自分の身を、その内臓でつくりあげた別の霊エーテル体──彼自身が言った『膜』でくるむことにより、汚染を避さけていたのである。


　その『膜』はまた、穂波と魔神の攻こう撃げきをも受け流した。


「エリゴール──！」


　再び、アディリシアが魔神に命令を下そうとする。


　しかし、


「ああ……それは……御ご免めん被こうむりましょう……」


　それより早く、青年が、別の硝子の筒を取り出していた。


　そこには、またも赤黒い内臓が浮かんでいた。





「我は呪のろいとなす……双ふた子ごの肺よ……我と汝なんじの敵を縛しばれ……」





　もしも、この場にいつきがいたなら、硝子の中の赤黒い内臓から、呪じゆ力りよくの糸パスが飛び出すのを見ただろう。


　その糸パスは凄すさまじい速度で空中を走り、穂波とアディリシアの胸元へ──少女たちの肺へと忍しのび込んだのである。


「…………っ」


「…………！」


　途と端たん、ふたりが表情を変えた。


　穂波とアディリシア、ふたりともの呼吸が止まったのだ。


「こちらは……双子座の肺……護符タリスマンでなく……呪いとして裏返せば……敵対する者の呼吸を封ふうじます……」


　その言葉を、最後まで聞くこともできなかった。


　ふたりの魔女は自らの喉のどと胸を押さえ、ゆっくりと膝ひざから崩れ落ちる。


（こん……な……）


　絶息の中で、アディリシアは思う。


　たとえ、青年の言う通りであったとしても、仮にも穂波とアディリシアほどの魔女が、こうもたやすく呪いを受けるとは。


　青年メルキオーレの魔力強度が、こちらの霊れい的てき加護を遥はるかに上回ってなければ、不可能な技わざだった。


（そうや……この豪ごう雨う……！）


　穂波も、自分の胸むな元もとをつかんで、失策に思い至る。


　歴史上稀まれに見る、この豪雨を作り出したのが青年だったのだ。


　だとすれば、蛇ウロボロスに限らず、青年の魔術だとて超ちよう越えつの域に入っていることは明らかだった。


　たとえ、アディリシアの支配する最強の魔神──アスモダイをもってしても、覆くつがえせたかどうか。


（〈螺旋なる蛇オピオン〉……！）


　その名を、穂波は思い知る。


　禁きん忌きとともに語られる結社は、どれほどの『力』を秘ひめているのか。


「さあ……蛇ウロボロスよ……存分にお食べ……」


　青年が、蛇ウロボロスの頭を撫なでた。


　それに応じてか、蛇ウロボロスの呪波汚染はますます勢いを増して、〈学院〉のホールを侵しん食しよくしていく。


　逃にげ損そこねた霊エーテル体や、その場に倒たおれた魔法使いたちもまた、致ち命めい的な呪波汚染に蝕むしばまれていく。


　すでに、蛇ウロボロスは、そこにあるだけでひとつのセカイを滅ほろぼすに足る災わざわいと化していた。







　──煉瓦と漆喰で作れ（Build it up with bricks and mortar）


　　　作れ、作れ（Bricks and mortar, bricks and mortar）


　　　煉瓦と漆喰で作れ（Build it up with bricks and mortar）


　　　マイ・フェア・レディ（My fair Lady）







　陽気でふざけた歌が、再びホールを渡わたる。


　テムズ川の氾はん濫らんに遭あい、何度となく砕くだけたロンドン橋の歌。最後のマイ・フェア・レディは人柱になった女性への鎮ちん魂こんをこめられた言葉だともいう。


　ならば、今、ふたりの魔ま女じよが新しい人柱となるか。


「はかない……悲しい……」


　青年が目を伏ふせる。


（あかん……っ！）


（駄だ目め……！）


　穂波とアディリシアが、両目をつむった。





　蛇ウロボロスが、その巨きよ大だいな尻尾しつぽを持ち上げ、ハンマーのごとくふたりの魔女へと振ふりおろした。





　　　　＊





　激痛は、いつきの背中から胸を貫つらぬいた。


　肺と心臓が裏返るんじゃないかという衝しよう撃げき。全身の骨が残らず悲鳴を上げ、あちこちの筋肉の断だん裂れつする音が聞こえた。スーツの上から、しとどに雨が浴びせかけられ、その雨水に溶とけてしまいそうな気さえした。


「か……は……っ」


「……いつき……くん」


　声が、聞こえる。


　黒羽の声。


　それで、あの空から落下したのだと、気がついた。


　ぎりぎりで、黒羽の騒霊現象ポルターガイストが救ってくれたのだ。でなければ、いくら雨で地じ盤ばんがゆるんでいても、墜つい落らく死しをまぬがれなかったろう。


　公園だった。


　ロンドン南西部に広がるサザーク・パークだ。ロンドン塔とうからグリニッジ天文台──さらには〈学院〉を擁ようする土地までの、中間地点でもあった。飛び出した蛇ウロボロスは、〈学院〉で暴ぼう虐ぎやくを振るうもう一体の蛇ウロボロスと合流しようとしたのかもしれないが、そこまではいつきには分からなかった。


「この……馬鹿（Dummkopf）」


　横合いから、膝ひざをついたオルトヴィーンが、視線だけをこちらへよこす。


「オルトくん……」


「だけど……効き目はあったらしい……」


　くい、とあごをしゃくってみせる。


　そこに、真鍮の蛇ウロボロスが、巨大な胴どう体たいを横たえていた。すぐそばでは半径何メートルにも亘わたって地面が陥かん没ぼつし、泥でい水すいを注ぎこまれて小さな池と化していた。


「そっか……あのとき……」


　と、いつきは瞬まばたきした。


　蛇ウロボロスの吐と息いきをくらう寸前、オルトヴィーンが小石を投げたのだ。


　相打ち覚かく悟ごで放った一撃は、いつきの右目さえ焦こげつかせ、地上の太陽のごとく蛇ウロボロスの身体からだを焼き払はらったのである。


「一応……とっておきなんでね」


　地面で割れた石を見やり、一いつ瞬しゆん、オルトヴィーンの唇くちびるがつりあがる。
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　と、書かれた小石だった。


　いつきには、その文字が太陽ソウエルと読めた。


（本当に……太陽だった……！）


　蛇ウロボロスを葬ほうむった輝かがやきを、いつきは思い出す。


　言葉通り、オルトヴィーンにとっても切り札だったのだろう。


　いつになく少年の身体からは覇は気きが薄うすれ、いつもの毒舌さえ弱々しく聞こえた。


「今のうちに……あの呪じゆ波は汚お染せんを浄じよう化かしちまうぞ。そうすりゃ、〈螺旋なる蛇オピオン〉とやらが何を企たくらんでたか知らないが……全部終わりだ」


　ゆっくりと、蛇ウロボロスの方に歩き出す。


　瞬間、いつきの目に痛みが走った。


「オルトくん──！」


　叫さけびに一瞬遅おくれて、蛇ウロボロスの頭が浮うき上がった。


「っあ！」


　オルトヴィーンが弾はじかれる。


　蛇ウロボロスの頭が、少年の胸をしたたかに打ったのだ。小こ柄がらな身体がボールのようにびしゃびしゃと地面を跳はね、近くの樹木へ激げき突とつする。悶もん絶ぜつした少年へ、蛇ウロボロスはさらに自らの牙きばを開いた。


　しとどに涎よだれを垂らし、その牙がオルトヴィーンを嚙かみ砕くだこうとしたとき、





「はらいたまい、きよめたまう！」





　その動きが、硬こう直ちよくした。


　無論、みかんの〈禊みそぎ〉である。


　ただし、祝詞のりとと玉たま串ぐしだけではない。蛇ウロボロスの周りには、白紙や塩といった幣ぬさ──神しん道とうで使われる呪物フエテイシユもばらまかれたのだ。


「こ、この土地じゃ〈禊ぎ〉弱いけど……弊ぬさも一いつ緒しよに使ったら……」


　泣きそうな声で、みかんが言う。


　神道という魔ま術じゆつ系統は、大きく土地に左右される。


　ゆえに、みかんはあらかじめ幣ぬさを撒まき散らすことによって、土地を清め、その弱点を補強したのである。


　結果、玉串だけでは防ぎきれなかった吐息を、今度の〈禊ぎ〉は見事に止めてみせた。


　──一度だけは。


「あ……」


　みかんの顔が、さっと青ざめる。


　止まったのは、蛇ウロボロスの身体だけだったのだ。


　蛇ウロボロスの口からは、しゅうしゅうと吐息が放たれている。


　それを阻はばむ弊ぬさの紙かみ吹雪ふぶきは、一秒ごとに黄ばみ、ゆがみ、溶よう解かいしつつあった。


（駄だ目めだ……）


　右目の痛みに、いつきは絶望を知る。


　この相手は、あまりにも巨きよ大だいすぎた。


　膨ぼう大だいすぎる『力』は、半はん端ぱな術や機転でどうにかなるものではない。一時は封ふうじられたところで、すぐさま戒いましめを破り、愚おろかな敵対者を葬りさるだろう。


（なら……）


　固く、奥歯を嚙みしめる。


　人差し指が──自然と眼帯へ触ふれた。


「駄目、いつきくん！」


　黒羽が叫んだ。


「こんなの相手に、眼帯取ったら──！」


「…………！」


　そんなこと、分かっている。


　いつきの右目は、相手の呪力に反応する。


　それは、単に強大さだけの問題でなく、その穢けがれにも大きく左右されるのだ。


　今の蛇は、ロンドンの澱よどみを一身に背負っていた。単純に呪波汚染としても、いつきが見た中で最大級。総量でいえば、あの葛城の鬼おにさえ上回りかねない穢れを発している。


　そんなものを認にん識しきすれば、人間の脳などたやすく破は壊かいされるだろう……。


「だけど……！」


　と、いつきは歯は軋ぎしりした。


　どうすれば、いい。


　どうすれば、伊庭いつきは、自分の大切なものを失わないでいられる？


　迷う少年を待たず、ついに幣ぬさの結界が破れた。


「お兄ちゃん社長……！」


　みかんの叫びとともに。


　周囲の木々も地面も、降りしきる雨あま粒つぶさえも溶とかしながら、蛇ウロボロスの吐と息いきが、今度こそいつきたちへ振ふりかかった。





　　　　３




　三つの地点で、すべては終わった。





　──錬れん金きん術じゆつの沼ぬまが、猫屋敷を飲み込んだ。





　──蛇ウロボロスの吐息が、いつきたちを溶かした。





　──もうひとつの蛇ウロボロスの尻尾しつぽが、穂波とアディリシアを挽ひきつぶした。





　終わった、はずだった。


　三つの場所で発生するはずだったいくつもの『死』は──しかし、唐とう突とつに、ある変化を起こしたのだ。





　　　　４




　──まず、ロンドン塔とう地下に。





「ぬ……？」


〈礎イエソド〉が振り返る。


　最初に、ロンドンの瀉しや血けつに使われた井い戸どである。


　瀉血の儀ぎ式しきこそ終わっていたが、注ぎ込まれた豪ごう雨うによって、数日はずっと呪力を垂れ流すはずだった。


　その呪じゆ力りよくが、ぴたりと止まっていた。





　　　　＊





　──次に、蛇ウロボロスの落ちた公園に。





　蛇ウロボロスの吐息は、確かにいつきたちへ振りかかった。


　いつきもみかんも黒羽もオルトヴィーンも、実体や霊エーテル体を問わず、溶かされるはずだった。


　なのに、


「え……？」


「なんで……？」


　信じられないような声。


　いつきとみかんが、自分の身体からだを見る。


　いつきたちの身体には、火傷やけどひとつできていなかった。





　　　　＊





　──最後に、〈学院〉のホールに。





　蛇ウロボロスの尾おが、穂波とアディリシアへ振りおろされる。


　呪力も魔ま術じゆつも関係なく、その重量だけで人間を殺すには十分すぎる武器。ホールの床ゆかを半球状に砕くだき、轟ごう音おんを響ひびき渡わたらせる。


　しかし、


「な……？」


　青年メルキオーレは眉まゆを寄せた。


　蛇ウロボロスの尾が持ちあがったとき、穂波とアディリシアの姿はそのままそこにあったのだ。


　そして、数秒でふたりともの姿が搔かき消えたのである。





　　　　５




「なぜ、瀉血が止まった……？」


　彼に表情があったなら、おそらく眉根を寄せたところだろうが、〈礎イエソド〉の顔にそんなものは存在しなかった。


　こんな短時間で、ロンドンの流血が止まるはずがない。


　今や、この都市の霊脈レイラインは豪雨によって荒あれ狂くるい、怒ど濤とうのごとく渦うず巻まいているはずだった。


「よもや……もう瘡かさ蓋ぶたでもできたか？」


　井戸を覗のぞき込もうと、〈礎イエソド〉は大おお股またに歩みよろうとした。


　途と中ちゆうで、止まった。


「ああ……！」


　ラピスの呻うめきがあがったのだ。


　それで振ふり向いた〈礎イエソド〉は、はじめて声を強こわ張ばらせた。


「……お前、何をした？」


　石の床から、沼ぬまが消えていた。


〈礎イエソド〉がつくりだした魔の生態系が、跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていたのだ。


　なぜなら、





「はらいたまい、清めたまう。いわまくもあやにかしこきはらえど大神のおおみいずをこいのみまつり、すべてのまがごとつみけがれをはらいのぞかむと、あまつのりとのふとのりごとのろ──」





　猫屋敷の謳う祝詞が、〈禊ぎ〉となって沼を浄化していたのだ。


　神しん道とうだけに許された絶対結界。


　万ばん物ぶつの穢けがれを祓はらうその魔術特性が、錬れん金きん術じゆつによって生まれた魔の沼をも退けた。ばかりか、周囲に密集していた雑霊をも薙なぎ払はらい、ことごとく殲せん滅めつせしめた。


「何をした、お前……！」


　もう一度、〈礎イエソド〉が言う。


　陰おん陽みよう師じである猫屋敷が、神道の術を使う不可解。奇き異い。矛む盾じゆん。


　そのすべてを飲み込んで、


「……単なる模倣エミユレートですよ」


　と、冷ややかに猫屋敷は口にした。


「もとより、陰陽道は総合呪術です。根っこを探さぐれば、ありとあらゆる呪術の寄せ集め。神道でも風水でも呪禁道でもなんでもこいです。だったら、ほかの魔術だって再現できないわけがない」


　むしろ、そんなわけがない。


　あらゆる魔術系統には、それぞれの呪波が存在する。源流と性質が近しい魔術ならば、穂波のケルト魔術と魔女術のように共存も利きく。だが、性質のまったく異なる魔術となれば、互たがいに呪じゆ波は干かん渉しようを起こし、最悪の場合には呪波汚お染せんさえ発生させる。


　多くの結社が、内部の魔術系統をひとつかふたつまでに限定するのも、それが理由だ。


　だから、


「お前の言っていることは不可能だ」


　と、〈礎イエソド〉は断言した。


「ですが、私の今の〈禊みそぎ〉、なかなか堂に入ってたでしょ？　まあ、本職のみかんさんには遠く及およびませんが、それなりではないかと。ええまあ、あなたが先ほど言われた、戦いでの相性もいいはずですよ？」


「……どんな詐さ術じゆつかと問うている！」


　怒いかりに似た何かが、迸ほとばしった。


　自動人形オートマタにありえぬ激情とともに、新たなフラスコが栓せんを抜ぬかれる。


　開栓とともに蒸発した溶よう液えきは、〈礎イエソド〉の意思に応じて蒸発し、青年陰陽師を取り巻く毒ガスとなるはずだった。


　しかし。


　わずかに早く、ころり、と小石が転がった。


　滑らかな表面に、不思議な文字が刻まれていた。
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「汝なんじは氷、汝は凍とう結けつ、汝は停止。──されば阻はばめ、イーサ！」





　呪文スペルによって、文字が意味を成す。


　すると、開栓されたフラスコごと、〈礎イエソド〉の右みぎ腕うでは肘ひじまで凍こおりついていたのである。


「ああ、オルトヴィーンさんのを見てて、便利だと思っていたんですが、これはなかなかですね。なんといっても、術式速度と魔ま法ほう強度のバランスが素す晴ばらしい。錬金術みたいに霊れい的てき加護が低い魔ま術じゆつなら、相性バッチリですね」


　猫屋敷が笑う。


　神しん道とうばかりか、ルーン魔術までも用い、なお笑う。


　ついで、鳴き声が湧わく。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～～～～～～～～～～～あ」


　いつのまにか、青年陰陽師の連れていた四匹ひきの猫ねこ──式神が、部屋の四方へと散っていた。


「……それが……手品の種か」


「ご名答。いや正直ぎりぎりでしたよ。陣じんを敷しくのに結構時間がかかるもので」


　と、猫屋敷はうなずいた。


　扇せん子すを翻ひるがえし、芝しば居いがかった声で続けた。


「今こ宵よいの演だし物は、四神相応がひとつ──森しん羅ら万ばん象しようの陣」


　それら四匹の猫は、すべてが呪力の糸パスで結ばれていたのである。


　猫屋敷が神道やルーン魔術を使うたび、それらの糸パスは複雑精せい緻ちに組み替かえられていた。それも、一秒に何千回という、コンピュータにも似た処理速度で変へん換かんされていたのだ。


　この瞬しゆん間かん、四匹の猫は、猫にして猫ではなかった。


　すなわち、天然自然の理ことわりをたった四つに象しよう徴ちようさせた神しん獣じゆう。


　玄武。


　白虎。


　青龍。


　朱雀。


　猫たちの名の由来となった、これら四つの獣けものが組み変わることにより、あらゆる自然現象が──森羅万象が生じると陰陽道では信じられていた。


　ならば、同じ考え方で、魔術を模も倣ほうすることだって不可能ではなかろう。


「魔術戦闘が所しよ詮せんはカードの相性に左右されるなら、すべてのカードを持てばいい。そんな風に考えていたことがありましてね。いささか恥はずかしいのですが、若き日の過あやまちというやつです」


　猫屋敷が、はにかむ風に頰ほおをゆるめた。


　つまるところは、自分の呪力を式神の陣で変換し、ほかの魔術系統と同じような意味を持たせたのだ。


　式神の陣にある限り、猫屋敷はあらゆる触媒カタリストを模倣し、あらゆる術式を模倣し、〈禊ぎ〉やルーンさえも模倣してのけよう。


　世界さえ騙だますことで発動する、模倣魔術の境地。


「だからといって……そんな計算が人間にできると？」


〈礎イエソド〉の声が軋きしむ。


　猫屋敷は、もちろんとうなずいた。


「できますとも。言いましたよね。──私、一対一の魔術戦闘で負けたことは一度しか無いって」


　……ああ。


　この一年を振ふり返れば、猫屋敷が一対一で全力を振るう機会はなかったのだ。


〈アストラル〉の皆みなといるなら、ほかの魔術を模倣する必要などない。数少ない機会は、弟おとうと弟で子しである石動いするぎ圭けいと戦ったときだが、これは戦いの性質上、陰おん陽みよう道どうだけで争う必要性があった。


　ユーダイクス戦では先んじて星の槍やりを受けていたし、葛城の鬼おにの際は一週間の間結界を張り続け、どちらも憔しよう悴すいさせられていた。


　いや。


　だからこそ、一年前のユーダイクスは、最初に猫屋敷の戦力を削そいだのだろう。純じゆん粋すいに青年が力負けしたのは、規格外ともいえる妖精眼フインぐらいなものだ。


　いわば、これがはじめての、猫屋敷蓮個人の全力。


「もうひとつ、教えておきましょう」


　と、彼は付け加えた。


　薄うすく目を開き、猫屋敷は意地の悪い笑えみを浮うかべたのだ。





「今、〈協会〉にいるのは……たったひとり、その私を負かした相手です」





　　　　＊





「何が……起きました……？」


　青年メルキオーレが、瞬まばたきする。


　穂波とアディリシア、ふたりの魔ま女じよは挽ひき潰つぶされた。


　確かに、一度はそれを見たのだ。


　だが、ゆらりと蛇ウロボロスの尾おが持ち上がったとき、ふたりの身体からだは陽炎かげろうのごとく消え去っていた。


「幻げん影えい魔術……？」


「もう、やめたらどうだ」


　不意に、そんな声がかかった。


　その方向へ顔を向け、蛇ウロボロスの上から、メルキオーレはゆったりと笑みを広げた。


「ああ……あなたの仕し業わざですか……」


「キミらがどうにかしたいのは、私だろう……？」


〈協会〉の副代表──ダリウス・レヴィが、ふたりの少女を抱だき上げていた。


　獅し子しを思わせる風格は、ここにあっても変わっていなかった。


　蛇ウロボロスの激しい呪じゆ波は汚お染せんを受けてなお、その王者たる威い厳げんは何ひとつ損そこなわれていない。


　たくましい腕うでからふたりの身体を下ろし、壮そう漢かんは〈螺旋なる蛇オピオン〉の死霊術師ネクロマンサーを見上げた。


「なるほど、私を狙ねらったのなら、この舞ぶ台たいは悪くない。〈学院〉の結界さえどうにかできるなら、内部の護衛はいつもよりずっと少ないし、何より宣伝効果が抜ばつ群ぐんだ。これだけ衆目を浴びている〈アストラル〉の審しん議ぎで攫さらわれれば、さすがに隠いん蔽ぺい工作も不可能だろう」


　そんなことを口にして、ダリウスは太い人差し指を立てる。


「だが、私ひとりをどうしたところで、〈協会〉がどうなるものでもないぞ」


「……非常時の……問題です……」


「……なるほど」


　青年の一言で、ダリウスは察した。


「確かに平時ならともかく、非常時となれば、私の不在が処置を遅おくらせることもある。場合によっては、その一歩が致ち命めい的になる場合もあるだろう。ここから先の動きもいろいろ考えているということか」


　つまり、ダリウスを攫うことも、〈螺旋なる蛇オピオン〉の計画の第一段階に過ぎないということ。


　そこから先。


　この組織は、すでに先の計画を練り上げている。


　ロンドン全土を利用したこの大魔術や、〈協会〉の副代表の誘ゆう拐かい。その先に、一体、どのようなおぞましい未来図を張り巡めぐらせているのか。


「だけど、こう考えはしなかったかな」


　と、ダリウスは訊きいた。


「たとえば、〈アストラル〉の審議を使って君たちが私を襲おそったのではなく、〈アストラル〉の審議を利用して──わざわざ副代表の私が出席すると誘さそいをかけて、〈協会〉の方が君たちを招いたんじゃないか、とは」


「な……？」


　メルキオーレの眉まゆが寄った。


　不可解なまま、壮漢の真意を尋たずねようとする。


「それが……本当だとして……何のためです……？」


「ああ、いろいろあるとも。前々から名前だけはちょこまか出てくるくせに、けして姿は現さない。そんな〈螺旋なる蛇オピオン〉とかいう組織を、この目でちゃんと見たかったとかね」


「…………」


　軽く咳せき込み、青年は目を細めた。


　少なくとも、油断はしていなかった。


　相手は、仮にも〈協会〉の副代表である。


　歴代の人物と比べれば、ダリウス・レヴィにまつわる逸いつ話わは少ない。彼が副代表に就任した経歴はほとんど謎なぞに包まれており、基本的な天使召喚術アルマデールを使うこと以外は判然としない。さきほどの幻影魔術だって、技術こそ高かったが、あくまで基本的な術には違ちがいなかった。


　だからこそ、メルキオーレは万ばん端たんの準備を整えたのだ。


　いかなる妨ぼう害がいが入ったとて、力ずくでそれを打ち破るに足る、巨きよ大だいな『力』を。


　蛇ウロボロスを。


「この蛇へびは、今や倫敦の〈竜りゆう〉と同位です。いかな〈協会〉といえど抑おさえられますか？」


「ああ、簡単だ」


　ダリウスが低く笑った。


　視線が、そのまま青年メルキオーレと蛇ウロボロスの背後へと移る。


「…………っ」


　愕がく然ぜんと、青年は振ふり返った。


　新たな登場人物が、そこに現れていたのだ。


　ほかはともかく、自分が気が付かなかったことが信じられなかった。


　異様にのっぺりとした──何の特とく徴ちようも感じられない人物だった。魔法使いどころか、一いつ般ぱんの人々の群れにまぎれ込んでも、数分で埋まい没ぼつしてしまいそうな、平へい凡ぼんな人ひと影かげ。


　その名前も、メルキオーレは知っていた。


「少し遅れたな、影崎」


　と、ダリウスが言った。


「はい。ロンドンを一周歩いてくるのは、いささか億おつ劫くうだったもので」


　一礼する。


　影崎は、いつも通りだった。


　なにもかもいつも通りに扁へん平ぺいに、なにもかもいつも通りだというように凡ぼん庸ようと、ただそこに立ちつくしていた。〈学院〉の結界を打ち砕くだき、準一級の呪じゆ波は汚お染せんで侵しん食しよくせしめんとする今の状じよう況きようさえ、この男には日常なのかもしれなかった。


　不敵に笑い、鋭するどい歯を剝むき出して、ダリウスは言う。


「〈協会〉の名において、ダリウス・レヴィが第五の契約を許す。──裁け」


「了りよう解かいしました」





「我は呪のろいとなす……双ふた子ごの肺よ……我と汝なんじの敵を縛しばれ……」





　もちろん、メルキオーレも座してはいなかった。


　さきほど、穂波とアディリシアを封ふう殺さつした双子宮の肺の呪術が、影崎にも襲いかかる。


（……かかった！）


　と、手て応ごたえがあった。


　手元の内臓と、影崎の肺とで、糸パスのつながった感かん触しよく。


　影崎もまた、死し霊りよう術じゆつに陥かん落らくしたのだ。いかなる呼吸をも許さず、ゆえにほぼすべての魔ま法ほうを封ふうじた自信がメルキオーレにはあった。


　間断なく、そこに振り下ろされる、蛇ウロボロスの牙きば。


　影崎がいかに一流の魔法使いであろうが、魔法を封じられたところに、この蛇ウロボロスの牙を受けてはひとたまりもあるまい。





　──それは、その通りだった。





　──影崎が、一流程度の魔法使いであったならば。





「…………」


　黙だまったまま。


　呼吸を止めたまま。


　蛇ウロボロスの牙を見つめたまま。


　とん、と影崎は自分の足を床ゆかにおろす。


　それだけだった。


　どんな大げさな身振り手振りも、どんな大がかりな触媒カタリストも必要としなかった。





　瞬しゆん間かん──世界が捻ねじれた





　　　　＊





「何で……何も起きない……」


　泥でい水すいにまみれたまま、オルトヴィーンが、不思議そうに自分の身体からだを見る。


　蛇ウロボロスの吐と息いきは、水の元素エレメントを利用して、万ばん物ぶつを溶とかす呪波汚染と化していた。


　一度で殺されはせずとも、重傷は覚かく悟ごしていた。


　その間に、このコートと手て袋ぶくろの封ふう印いんさえ解けば、まだ戦える自信もあった。


　なのに、どうして。


「…………」


　呆ぼう然ぜんと見上げた先で、まだ変へん化かはとどまってなかった。


　突とつ然ぜん、目の前の蛇ウロボロスが大きく悶もだえ、地に伏ふしたのだ。


　動画を巻き戻もどすようでもあった。あれだけ巨きよ大だいだった蛇ウロボロスの身体は瞬またたく間に縮み、痙けい攣れんし、膨ぼう大だいな呪力を失っていく。わずか数秒の後、残ったのは自らの尾おをくわえた、最初のちっぽけな真しん鍮ちゆう像だった。


「魔術の……失敗か……？」


　大きな魔術であればあるほど、些さ細さいな失敗で『力』を失う。


　この蛇ウロボロスも、そうやって潰ついえたものか。


　だが、


「違ちがう……！」


　と叫さけびが、横合いからあがった。


「社長……！」


「なんだ……これ、なんだこれ……！」


　眼帯を握にぎったまま、いつきが、呻うめいていた。


　この少年には、見えてしまっていた。


「いつきくん……？」


「お兄ちゃん社長……っ?!」


　黒羽とみかんの声さえ、いつきには届いていない。


　少年の右目は、世界に起きた現象を正しく見み抜ぬいていた。黒羽にもみかんにも、オルトヴィーンにさえ見えない真実を、はっきりと見み据すえていた。


　魔術の失敗などではなかった。


　これが、そんななまやさしい理由であるはずがなかった。


「これじゃ……まるで……！」


　いつきは、視みている。


　眼帯を透すかして、雨に濡ぬれる街を見つめている。


　そこにあるのは、凄すさまじく巨大なひとつの手であった。


　血管のひとつひとつが広い道路ほどもあり、指に至っては超ちよう高こう層そうビルを束ねたほどの大きさがあった。掌てのひらは地平線から地平線までを覆おおい、その果てが見えなかった。


　桁けたはずれの巨人の手であった。


　今や、ロンドン全体が、その手におさえつけられている。


　さきほどまで暴れまわっていた数多あまたの霊脈レイラインを、その手が強ごう引いんに押さえつけ、無理やりにとどめてしまったのだと、いつきには分かってしまった。


　蛇ウロボロスの吐息が効果を失い、元の真鍮像に戻ったのも、すべてはその手のためであると、伊庭いつきは知ってしまったのだ。





【見ロ！】





　右目が、叫んだ





【見ロ！　視ロ！　観みロ!!　見ロ視ロ観ロ視ロ観ロ視ロ観ロ視ロ観ロ視ロ観ロ視ロ見ロ見ロ見ロ観ロ視ロ観ロ視ロ観ロ観ロ視ロ観ロ視ロ観ロ視ロ──！！！】





　とめどなく、際限なく、右目が絶ぜつ叫きようする。


　いつきの何もかもを侵しん略りやくして、金切り声をあげつづける。


　右目が、怯おびえていたのだ。


　右目が、歓かん喜きしていたのだ。


　右目が震ふるえ、右目が歌い、右目が嘆なげき、右目が哭ないていた。


　これに比べれば、今までの体験など、塵ちりにも等しいどうでもよいものだと、そう訴うつたえており──いつき自身も納なつ得とくしてしまったのだ。


（これこそが……）





【コレコソガ……■■■■……】





　がくり、と少年の膝ひざが落ちた。


「社長！」


「いつきくん！」


「お兄ちゃん社長！」


　三者三様に、社員たちが駆かけつける。


「見、た……見たんだ……」


　その中心でうなだれたまま、いつきは呟つぶやいた。


「影崎……さんだ……」


「何のことだ？」


　オルトヴィーンの問いさえも遠く、いつきの眼帯からつうと赤いものが流れた。


　血の涙なみだ、のようでもあった。





「あれが……魔ま法ほう使いを裁く……魔法使い……」





　　　　＊





「──何、が?!」


　大地の下でも、異変は明らかだった。


　いつきのように直接呪じゆ力りよくを見ることはかなわずとも、魔法使いであればその変化は感じられたのだ。


　力ずくで嵐あらしが消し去られたような、この凄まじい違い和わ感。


「なぜ……霊脈レイラインが閉じている……」


〈礎イエソド〉の動どう揺ようを見み透すかしたように、答えがあった。


「さきほど、言いました」


　と、猫屋敷が口にしたのだ。


「一対一の魔術決闘フエーデで、かつて私が負けたのはただひとり。そのひとりが〈協会〉にいる以上、あなたがたが何もなしえるはずがありません。──魔法使いを裁く、魔法使いがいる以上」


「魔法使いを……裁く……」


「そして……」


　羽織の懐ふところへしなやかな指をさしこみ、猫屋敷は告げる。


「一応先輩ユーダイクスの身体からだを勝手に使われたことには──私も、いささか怒いかりを覚えているのですよ」


「っ……！」


〈礎イエソド〉の身体が反応する。


　しかし、すでに凍こおりついた右手は動かず、左手では間に合わなかった。


　猫屋敷の指がするりと五芒星セーマンをかたちづくり、その上方の頂点から一枚の霊れい符ふを放つ。


　五行の中でも、最も早く生成された木行からの霊符。


　いわく、九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい符ふ呪じゆ。


　蒼そう天てんの色に塗ぬられた霊符は、飛ひ翔しよう半ばで雷の刃やいばと成りて──〈礎イエソド〉の首と身体とを断絶したのだった。





　　　　６




　瞬しゆん間かん──世界は捻ねじれた





「な……っ！」


　メルキオーレは、その異常を知る。


　その異い端たんを知る。


　その異形を知る。


　広大な世界全体が、影崎のおろした一足に収束されたのだ。


　影崎が一周してきたというロンドン全体が、影崎の足あし跡あとに引っ張られ、無理矢理に呪力をねじ曲げられた。強すぎる重力の結果、空間までも湾わん曲きよくさせるブラックホールのように、影崎の一足は世界を捻ったのである。


「──聖人に至っては、歩いたその足跡さえも神秘となる。中国の古い王様の話だが、知っているか」


　ダリウスが、静かに言った。


「…………」


　無論、メルキオーレも知っていた。


　魔法使いであれば、たいていのものは知っているだろう。


　東洋に生まれたある魔術で、禹う歩ほと呼ばれる技法。古代の天子・禹う王おうの歩き方よりつくられたという、『抱ほう朴ぼく子し』やほかの歴史書にも記された術だ。


　だが、そういう問題ではない。


　どんな技術だとか、どんな儀ぎ式しきだとか、そんな些さ細さいなことはどうでもよかった。


　問題は、そのことによって揺ゆり動かされた、あまりにも膨ぼう大だいな──そんな言葉さえ馬ば鹿からしくなるほどの呪力。


　自分が根こそぎ集めてきた、ロンドンの『死』さえ一瞬で凌りよう駕がする奇き跡せき。


「まさ……か……」


　青年の喉のどは嗄かれた。


　もとより病人の面おも影かげがあったが、いまや瀕ひん死しとばかりに色を失い、細い目を大きく剝むきだしている。


　同時に、青年が立っていた蛇ウロボロスが、崩くずれていく。


　最前まで供給されていたロンドンの呪力を奪うばわれ、ただの真しん鍮ちゆう像へと戻もどっていく。


「まさか……ただの力ずくで……倫敦に積もってきた『死』を……おしのけた……？」


　山を考えればいい。


　海を考えればいい。


　いくら剛ごう力りきだからといって、人間ひとりの膂りよ力りよくで山を動かせるだろうか。


　いくら健けん啖たんだからといって、人間ひとりの身体で海を飲み干せるだろうか。


　影崎のやっているのは、そういうことだ。


　地球を持ち上げる巨人アトラスを、メルキオーレは想像した。比ひ喩ゆぬきで、それだけの『力』がなければ、ありえない現象だった。


　何千年、何千万人分と積もってきた人間の『死』を、無理矢理にはぎとり、ロンドンの地中へと押し込めた。


「つまるところは……」


　と、ダリウスが肩かたを震ふるわせる。


「お前たちがこそこそつくってきた大層な儀ぎ式しき魔ま術じゆつは、ロンドンを一周してきただけの、その男の足跡にさえ及およばなかったと──そういうことだ」


　獅し子しのように、壮そう漢かんは嘲あざ笑わらう。


　自らの軍勢を誇ほこる覇は王おうのように笑い、その唇くちびるを鮫さめのように歪ゆがめる。


「〈協会〉を嘗なめるな」


　刹せつ那な。


　ぼおっ、とメルキオーレの身体が燃え上がった。


　松明たいまつのように、身体からだ全体が炎ほのおをあげて、火の粉を散らした。


　黄色い長衣ローブもチュニックも燃えて、見とれるような赤い炎の中から、青年は長い手を突つき出した。


「ならば、〈協会あなた〉も……」


　嗄れきった声は、しかし、最後だけはっきりと聞こえた。


「……魔ま女じよ狩がりを忘れるな」


　そう、言い残したのである。








　しばし、時間が経たった。


〈学院〉のホールには、静せい寂じやくが戻っていた。


　現在、治ち療りよう班はんがこちらへ向けられており、呪波汚染による緊きん急きゆう性が高いものから、先に運ばれている。〈アストラル〉の審しん議ぎに出席していた霊エーテル体も、自力で戻れるものはすべて帰き還かんしていった。


「──なぜ、殺した？」


　と、ダリウスが振ふり返った。


「いや、さすがにこれは、私も殺せないですよ」


　歩み寄った影崎が、爪つま先さきで死体を転がす。


　すると、焦こげた死体は、さきほどまでの青年──メルキオーレと名乗った青年とは、似ても似つかない矮わい小しような老人と化したのである。


「なるほど……死霊術ネクロマンシーか」


「他人の死体を、自分だと錯さつ覚かくさせた上での遠えん隔かく操作。器用さはなかなかのものですね。さっきの感じだと、本体は多分国外です。フランスあたりだと思いますが」


　影崎が肩をすくめる。


　メルキオーレという青年は、最初から他人の死体だったのだ。


　遠隔から死体を動かして、魔法使いの連続殺人を行い、さらにはロンドンの『死』をも汲くみ上げた。


　どこまでも、『死』と連れん鎖さした魔術であり、事件であった。


「…………」


　しばらく、その死体を見つめ、


「魔女狩り……か」


　と、ダリウスが漏もらした。


　影崎は、ゆらりと頭を上下する。


「ようやく……尻尾しつぽの先ぐらいは見えてきましたか。あのホムンクルスの少女をいれた甲か斐いもありましたかね」


　その発言からすれば、ラピスが〈学院〉に潜せん入にゆうできたのは、影崎の手回しということになる。


　少女がひっかきまわした結果として、たまさか〈螺旋なる蛇オピオン〉の手がかりがつかめればよい。


　おそらく、その程度の考えではあったろうが──逆に言えば、ラピスのことや、連続殺人事件との関かかわりを知った上で、影崎とダリウスは放置していたことになる。


　たかだか十数人の犠ぎ牲せいで、相手の情報が得られるなら安いという考え。


　非道という以上に、空そら恐おそろしくなる思想。


「ですが、よろしいのですか？」


　不意に、影崎が訊きいた。


「何がだ」


「あなたの娘も、巻き込んでしまいましたが」


　ちら、と光のない瞳ひとみが破は壊かいされた床ゆかに流れた。


　穂波が、そこに倒たおれていた。


　気絶しても、ケルトの魔女の横顔はなお凛り々りしかった。


　アディリシアと手をつないでいるのは、最後の最後に、ふたりが互たがいをかばい合った結果だろう。


「関係ない。とうに絶ぜつ縁えんしている」


「……余計なことを申し上げました」


　影崎が背を屈かがめる。


　そのまま、ホールから歩み去っていった。


　後にはダリウス・レヴィだけが残され、彼は一度たりとも、自分の娘むすめを振り向こうとはしなかった。


　代わりに、一言だけ呟つぶやいた。





「魔女狩りの……亡ぼう霊れいか」





　ロンドン全市を揺ゆるがした事件の──それが終幕であった。




終章







　すべてが終わったと、いつきたちが知ったのは翌朝だった。


　さらに一日を待ち、噓うそみたいに空が晴れわたった昼頃ごろ、閉へい鎖さされていた〈学院〉が門もん扉ぴを開いた。


　真っ先に駆かけていき、いつきは教わった治ち療りよう室しつの扉とびらを叩たたいた。


「──穂波！　アディリシアさん！」


　返事も待たず、勢い良く扉を開く。


　ふたりの状じよう況きようは、予想だにしないものだった。


「え……？」


　大きく、目を見開く。


　ペルシャ風のカーペットを基調とした、品のいい部屋だった。


　その中央。ふたつあるベッドの片方で、ふたりの少女が身を寄せ合って、互いの頰ほおと胸むな元もとを触ふれ合っていたのである。


「……イツキ？」


「……社長」


　アディリシアの胸元は気だるげに開き、穂波の白い指はその近くを彷徨さまよっている。逆に、アディリシアの指は、穂波の滑なめらかな頰をゆるりとのたくっている。よくよく見れば、耳はかすかに赤く、上気しているようだった。そうでなくても、これだけ美しい少女ふたりが接近すると、それだけで背徳的な空気が漂ただよってくる。


「え……と……」


　思考は空転。


　言葉は喉のどでひっかかりっぱなし。


「ご、ごめん！　ごめんなさい！」


　謝罪＆回転＆ダッシュのコンボ。


　扉を締しめ、全速力で退散しようとしたいつきの背中を、慌あわてた穂波の声が叩いた。


「ちゃ、違ちやう！　違ちやう！　〈学院〉の薬より、あたしの塗り薬パナケアの方が効き目あるから、お互いに塗ぬってただけで──」


「そ、そうなの?!」


「ななな、何を勘かん違ちがいされてたんですの?!」


　隣となりから、アディリシアも補強する。


　言葉にした少女自身、何を想像したものか、碧へき眼がんは大きく見開かれ、頰はさきほどの倍も赤く染まっていた。


　とまれ、ようやく納なつ得とくして、いつきも帰ってきたものである。


　少し間をおいて、


「ふたりとも……痛くはないの……？」


　と、訊きいた。


「たいしたことあらへん。呪じゆ波は汚お染せんに長時間さらされてたから、念のため、いろいろ検査されてるぐらい。〈学院〉側も、あんな瀉しや血けつによる呪波汚染は見たことあらへんからね。それなりに用心深くやってるみたい。それでも、後半日もあれば無罪放ほう免めん」


「じゃあ、心配は……？」


「イツキ。魔ま法ほう使いにとって、呪波汚染への対策は基本中の基本ですわよ。私たち、それを怠おこたるように見えますかしら？」


「……そっか」


　いつきはうなずいて、細い息をついた。


　それは、ひどく長く続いた。


　とても長い時間の後、


「よかった……」


　それ以上何も言わず、ただ涙なみだを流したのである。


「…………」


「…………」


　ふたりの少女も沈ちん黙もくし、しばらく静せい寂じやくのヴェールが部屋に落ちた。


「……いつもと……逆ですわね」


　と、アディリシアが呟つぶやいた。


「これって……すごいごめんって気分になる」


　穂波も肩かたをすぼめ、小さくため息をつく。


　いつきは、困った風に頭を搔かいた。


「あはは……こっちも、すごい心配した」


「社長は、そういう気分をいつも味わわせてるんやから反省して。というか、社長も結構な怪け我がをしたんやなかったの？　さっき猫屋敷さんから電話あって、だいたい聞いたんやけど」


「いや、僕は……ちょっと打ち身があっただけで……」


「ふうん？」


　穂波の指が、つんと少年の脇わき腹ばらをつついた。


「あ痛ああああああっ！」


　途と端たん、無様な絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたり、悶もん絶ぜつするいつきである。


「ホントもう……」


「……どうしようもなくイツキですわね」


　穂波が片目をつむり、アディリシアがこめかみに指をあてる。もっとも、ふたりとも困ってるというよりは、どこか楽しそうな表情でもあった。


「で、ユーダイクスさんの修理をしてるんやって？」


「ったたたた……うん。父さんの源書（オリジナル・グリモア）だけど、錬れん金きん術じゆつの部分はもともとユーダイクスさんも手伝ってたらしくて、ラピスちゃんもそこだけはちょっと読めたみたい」


「錬金術の部分だけ……か。じゃあ、完全解読できるってわけやないんやね」


　穂波が、顔をしかめる。


　源書（オリジナル・グリモア）の多くと同じく、伊庭司のそれも複雑な暗号化を施ほどこされていた。


　穂波としては、ラピスの補助があれば一気に解読できるのではないかと期待したのだが、そこまでは至らなかったらしい。


「まあ、まだ分からんか。戻もどったら、いろいろ聞かなあかんね」


「あ、うん。審しん議ぎも延期だから、またあるよね」


「期限決めてない延期なんか、信用できたもんやあらへん。実際、〈協会〉もそれどころやないやろし」


「……うん」


　いつきはうなずく。


　会話の通り、〈アストラル〉の審議はとりあえず延期になった。


　あんなカタチで中止したなら、当然のことだろう。むしろ、あの場にあらわれた〈螺旋なる蛇オピオン〉について、現在、世界各地の結社が討議しているらしいが、いつきには詳くわしいことは分からない。


　ただ、ひとつだけはっきりしていることがあった。





「……負けたね」





　と、少年は口にしたのだ。


「…………」


　穂波とアディリシアも何かを言いかけ、言葉を飲み込んだ。


　そう、敗北だ。


　こっちの事情なんか通り越こされ、勝手にダシにされた上、完全に負けた。


　徹てつ頭とう徹てつ尾びどうしようもない、言い訳なんて考えられるわけもない負け方だった。


　今回のいつきは、たまたま幸運から、仲間を失わずにすんだだけ。ほんの少しだけ歯車が狂くるえば、大切な人たちが何人も失われていただろう。


（僕は……！）


　いつきは歯は嚙がみする。


　悔くやしかった。情けなかった。


　偉えらそうなことを言って、何も守れなかった。


　うつむいたまま、拳こぶしが震ふるえた。恥はずかしくて必死にこらえても、熱いものがまた頰ほおをしたたり落ちた。


「イツキ……」


　アディリシアの声に、


「そうやね……」


　と、穂波のそれが重なった。


「負けた。何もせん内に負けて……ただ未熟なだけなんを思い知らされた」


「私も……ですわ」


　アディリシアがうなずいた。


　これだけの屈くつ辱じよくを受けたのは、少女にとっても初めてのことだった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉。


　その構成員と関かかわったとき、いまだにアディリシアは一度も勝利をおさめていない。


　あの妖精眼グラム・サイトのフィンにも、今回の死霊術師メルキオーレにも、アディリシアは敵かなわなかった。天才とうたわれ、自分でもその気になっていた少女は、苦い敗北を何度も味わわせられた。


「強く……なりたいですわね」


　心の底から、アディリシアは──そして三人ともが願ったのであった。







　──今度こそは。


　　　ちゃんと、自分たちの大切なものを守れるように、と。







　　　　＊





　同じ頃ころ、〈ホテル・リンボ〉では、新たな騒そう動どうが巻き起こっていた。


「むううううう～……」


「…………」


　片方は、思いきり頰を膨ふくらませた、ツーテールの巫み女こ。


　片方は、澄すましたままよそを向いている、黒いツーピースの少女。


　当然、みかんとラピスだった。


「いいから、ちょっとは謝りなさいよう！」


「必要ない。いつき、あたしについてきてくれただけ」


「だからって、お兄ちゃん社長を持ってくなあ！」


　ぶんぶんと、みかんが両手を振ふる。


　もっとも、ラピスの方はどこ吹ふく風だ。


　みかんの怒いかりは、いつまでものれんに腕うで押おしなわけで、かくして〈ホテル・リンボ〉のロビーは、けたたましくも一方的な戦国時代を迎むかえているのだった。


「えっと、その、ふたりとも──」


　その中間で、黒羽だけがおろおろと右往左往していた。


　背後から、声がかかった。


「……ほれ」


「あ、ジェロームさん」


　フロントに座ったジェロームは、やはり骸がい骨こつとしか思えない顔で、内線専用の電話を持ち上げていた。


　にんまりと笑って、こう告げたのだ。


「今、あの自動人形オートマタの再起動が終わったとさ」





　　　　＊





〈ホテル・リンボ〉の地下だった。


　魔ま法ほう使い御ご用よう達たしであるこのホテルには、さまざまな呪物フエテイシユを備えた地下倉庫が設けられている。


　その倉庫の隅すみで、白いインバネスを纏まとった巨きよ漢かんは、ゆっくりと瞼まぶたを開いたのだ。


「ご機き嫌げんはいかがです？」


「最悪だ。──お前の顔を見た瞬しゆん間かんからな」


　ユーダイクスは、重々しい声で言う。


　首だけをこきりと曲げ、もう一度、瞼をつむる。


「休きゆう眠みん状態に入ってから、六十八時間と十三分と二十八……九秒か。思ったよりは早かった」


「いまのところ、とりあえずつないでみたという感じですね。うまく動かせるようには、リハビリというか慣らし運転がいると思います」


「お前に説明されなくとも、自分のコンディションぐらい把は握あくできる。……木行符ふ呪じゆで、首を切断したな」


「ええまあ、それが一番早かったので」


「おかげで、ところどころ帯電して駄だ目めになってる。後こう輩はいなら、もう少し配はい慮りよをきかせろ」


「な、なんたる言い草！　後輩いじめ！　そんな体育会系、さっさと前世紀の遺物にしてください！」


　猫屋敷の喚わめきに耳を貸さず、ユーダイクスは目を開きなおした。


　それから、


「……で、何があった？」


　と、訊きいた。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉です。〈アストラル〉の審しん議ぎに乗り込んで、〈協会〉の現副代表ダリウス・レヴィを攫さらいかけました」


　かいつまんで、猫屋敷が現状を説明する。


　数分で終わった。


「……なるほど。では、私の身体からだを奪うばった〈礎イエソド〉とやらは、行方ゆくえ不明となったわけか」


「ええ、探してみましたが見つかりませんでした」


　猫屋敷の符呪によって断絶された〈礎イエソド〉の首は、しかし、そのままどこへやら搔かき消えていた。


　なんらかの術式を用意していたのか、別の仲間に回収されたのか。


　ただ、あれだけの魔法使いが消えた以上、そのまま死に至る──この場合は故障するとも考えにくかった。


「一度、私の身体を使った以上、修復は時間の問題だろう。もともと、自分より新しい型である私の身体データが欲しかっただけらしい」


「同じタイプの、自動人形オートマタでしたね」


「記録上にはあったが、現存しているとは思わなかった。〈螺旋なる蛇オピオン〉という組織は、随ずい分ぶん物持ちがいいらしいな」


「……ユーダイクスさんとの魔術決闘フエーデに勝利したのも、あの〈礎イエソド〉でしたか？　それとも、〈協会〉を襲おそった、メルキオーレとかいう死霊術師ネクロマンサーですか？」


「どちらも違ちがう。だが、言えない」


「どうしてです？」


「それも魔術決闘フエーデの条件として、契約ゲツシユをかわしている」


「……徹てつ底ていしてますね」


　契約ゲツシユは神聖だ。


　ユーダイクスが自動人形オートマタだと知って契約ゲツシユをかわしたなら、それを破れば修復不可能なダメージを負いかねない。


　同時に、それだけでも分かることがあった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉は、まだユーダイクスに対たい抗こうできるほどの魔法使いを残しているのだ。


〈礎イエソド〉。


　また、〈協会〉を襲った死霊術師は、自らを〈永遠ネツアク〉のメルキオーレと名乗ったという。


　その名前からすると、カバラの生命の樹セフイロトに対応しているものだろうか。


　全部で十の座セフイラーのすべてが揃そろっているのか。それ以下の人数なのか。


「……そういえば、社長の眼帯をつくろうとしてくださったんですって？」


　不意に、猫屋敷が話題を変えた。


「…………」


　ユーダイクスの渋じゆう面めんが、ますますしかめられる。


「いや、大変ありがたいのですが、そんなにうちの社長、気に入っていただけました？」


「猫屋敷」


「はあ」


「その余計なことをふきこんだホムンクルス、どうしてる？」


　猫屋敷は目を丸くした。


　この錬金術師が、よもや自分の造ったモノのことを気にするなど、まさしく驚きよう天てん動どう地ちの出来事であったからだ。


　そしてほぼ同時、地下倉庫への階段に、固い声がこだましたのだ。


「あにさま！」


　階段を駆かけ下り、ラピスが錬れん金きん術じゆつ師しの前で止まる。


「…………」


　錬金術師は何も言わなかった。


　まだ首と身体をつなげただけで、自動人形オートマタの身体は動かない。


　ラピスも抱だきつくことはできず──まるで壊こわれ物でも触さわるように怖こわ々ごわと──インバネスの裾すそだけにしがみついた。


　だけど、それだけで、ラピスは唇くちびるをほころばせた。


　やっとのことで親を見つけた迷まい子ごのように、泣き笑いのような表情をつくっていた。


「あにさま……良かった……」


　背後では、一いつ緒しよに追いかけてきたみかんがぷいと視線を逸そらし、黒羽はちょっぴり涙なみだぐんで目め尻じりに指を寄せていた。


「…………」


　その様子に、黙だまって猫屋敷は階段をあがった。


　あがったところの廊ろう下かに、別の人物が待っていた。


「オルトヴィーンさん」


「邪じや魔まかと思ってね。ここで待ってた」


　いつも通り、少年は室内でも分厚い帽ぼう子しとコートに身を包んでいた。


　蛇ウロボロスとの戦いで、最も重傷を負ったのが彼なのだが、最も早く回復したのも彼だった。事件の翌朝には軽々と腕うでを回しており、薬を持っていったジェロームが腰こしを抜ぬかしたものである。


「遠えん慮りよなさらなくても良かったのに」


「うるさい。それより、言われてたこと、調べがついたぜ」


「おお」


「ダリウス・レヴィが副代表になった経歴は謎なぞだけどね。それ以外は、隠かくしてたわけじゃないから案外あっさり分かった。本当かどうか知らないけど、ダリウスが〈魔女の中の魔女〉──ヘイゼル・アンブラーの息むす子こだって噂うわさは、昔は結構有名だったらしい」


「……なるほど」


　と、猫屋敷はうなずき、記き憶おくを思い返した。


　今朝のこと。


　電話で、穂波とした会話だ。


　ひととおり互たがいの状じよう況きようを説明しあった後、猫屋敷はあることを訊きいた。


『ダリウスさんのこと……伺うかがってもかまいませんか？』


『知ってるん？』


『昔、ヘイゼルさんから、そんな感じのことを聞いた覚えがありまして。ダリウスだかそんな名前の息子がいるって。もっとも、思い出したのはつい昨日のことです。まさか、〈協会〉の副代表とは考えもしませんでしたから』


『…………』


『どうしました？』


『父さんと、おばあちゃんが決別したんは、ずっと前の話や』


『決別？』


『何があったかは知らへん。やけど……おばあちゃんは魔法使いとしてのアンブラーの名を、父さんやなくて、直接あたしに譲ゆずった。もう、父さんと会うことはないからって』


『じゃあ、穂波さんも……』


『もう、あたしも覚えてへん。……あれをお父さんなんて呼んでたときのことは』


　穂波の言葉は沈ちん鬱うつで、猫屋敷もそれ以上は訊けなかった。


　仮にも父親をあれなどと呼ぶ理由も、その過去も尋たずねられなかった。


「…………」


　今、猫屋敷は思考する。


〈協会〉の副代表が、穂波の父親であるという事実。


　それもまた、〈螺旋なる蛇オピオン〉から連なる、一連の事件と関係があるのかどうか。


「どう思う？　猫屋敷」


「分かりませんよ。これだけでは」


　オルトヴィーンの問いに、青年は肩かたをすくめる。


　すう、と廊下の窓を向いた。


「……今、汽笛の音がしましたね」


「ああ、テムズ川の倫敦港あたりだろ」


　オルトヴィーンが答える。


　それから、細い眉まゆをひそめた。





　テムズ川の方を見つめたまま、青年陰おん陽みよう師じは、その厳しい眼まな差ざしをずっと崩くずさなかったのであった。





　　　　＊





　──ロンドン港。





　ドッグランズとも呼ばれる港こう湾わん地域である。


　かつての、世界最大の港だった面おも影かげこそ失われたものの、ロンドンは今も重要な港湾都市のひとつだ。とりわけ、ドッグランズがビジネスエリアとして見直されてきた最近は、再び多くの船が行き来するようになっている。


　豪ごう雨うによる被ひ害がいもひとまずは落ち着き、まずは輸送船から業務を再開していた。


　そんな船せん舶ぱくのひとつの、小さな個室だった。


「おお、おお。どうやら、抜け出せたか」


　と、くぐもった声が漏もれた。


　滑かつ舌ぜつのよい声なのにくぐもって聞こえるのは、男が立体型のマスクをしているためだ。


　鍔つば広びろの赤い帽子と、洒落しやれた眼鏡めがね。


　癖くせの強い赤せき髪はつを肩まで伸のばした、ラテン系の男。


　名前をガラという。〈ゲーティア〉に所属しながら、アディリシアとその父親を裏切った男であった。


「少しは感謝してほしいね。生首持って、〈協会〉から隠れるのって結構苦労したんだぜ？」


「もとより、お前の任務は私との合流だったはずだ。私が首ひとつになってるかどうかは結果の問題にすぎない」


　ガラの手の中には、割れた仮面をつけた、人形の首が転がっていた。


〈礎イエソド〉の首だった。


「首ひとつでよく言うこった。ここであんたを壊こわせば、俺のところに空いた座が来るかもしれないんだぜ？」


　にんまりと、ガラが邪じや悪あくな笑えみを浮うかべてみせる。


　首を押さえた両手に、じわりと力が籠こもった。


　しかし、口調ひとつ変えず、〈礎イエソド〉は答える。


「それも関係ない。〈螺旋なる蛇オピオン〉の座は、空く空かないで選ばれるものではない。ふさわしいか、ふさわしくないかだ」


「はん、つまらねえな」


　あっさり、力が抜ぬけた。


　軽く鼻を鳴らした後、


「あれが……〈協会〉の誇ほこる、魔ま法ほう使いを裁く魔法使いってわけ？」


　と、訊きいた。


「見たのか？」


「俺は、市内で感じただけだ。何あれ？　天才とか化け物とか、そういう次元も百万光年ぐらい飛び越こえてるんだけど」


　ガラも、およそ一流といっていい魔法使いである。


　平然と禁きん忌きを踏ふみ越える性質を合わせれば、一流以上と言ってもよい。その上で〈螺旋なる蛇オピオン〉にあれば、さらに強くなれるとも思っている。


　だが。


　あれは違ちがう。


　生き物に許された次元さえも、遥はるかに超ちよう越えつしている。


　魔法使いは〈竜りゆう〉を従えるものであって、断じて〈竜〉をねじふせるものではない。ましてロンドンの〈竜〉ペンドラゴンは別格中の別格だった。そんなことができるなら、そもそも魔法なんて必要なくなってしまう。


「あんなのに守られてるなら、何回やっても同じじゃないの？」


「影崎が出たら退ひけと言われていた。本気での魔術を使わせられたなら、むしろ重ちよう畳じようだとも」


「はあん？」


　眉をひそめ、ガラはすぐ椅い子すにもたれかかった。


「まあ、こっちは成功したんだから、言うことないがね」


　……そう。


　結局のところ、今回の〈螺旋なる蛇オピオン〉は成功したのと同じだ。


〈協会〉の副代表を攫さらうというおまけは失敗したものの──ロンドンでの一連の行動は、最高のパフォーマンスとなった。


　デモンストレーション。


　つまり、魔術の世界において、〈協会〉に牙きばを剝むきうる異い端たんの組織が存在するということ。


　魔法使い自体がすでに異端の存在である以上、このパフォーマンスのもたらす効用は大きい。〈螺旋なる蛇オピオン〉の存在を喜ぶか不快に思うかはともかく、あらゆる魔法使いがその存在を意識せざるを得まい。


　それを成功と呼ばずして、なんと呼ぼう。


　後は──時間の問題だ。


　世界の魔法使いたちが、〈螺旋なる蛇オピオン〉をさまざまに想像し、勝手きままに思い描えがき、当てずっぽうに空想してくれればいい。


　そういう意識の変化こそが、次の段階に必要なのだから。


「まだ、前ぜん哨しよう戦せんだろ」


　と、声が漏れた。


〈礎イエソド〉が視線だけを向け、すぐに目を閉じる。


「これからが……楽しくなるんだよなあ」


　あまりに愉たのしそうで、壊れてしまいそうな笑い声を、ガラはマスクの中でくぐもらせた。





　　　　＊





　穂波とアディリシアが横になった後、いつきはそっと治ち療りよう室しつを離はなれた。


（やっぱり……疲つかれてたよね）


　廊ろう下かを歩きながら、ふたりの姿を思い出す。


　呪じゆ波は汚お染せんがなくとも、魔ま術じゆつ戦せん闘とうによる傷は、身体からだの奥深くまで影えい響きようをもたらす。わざわざ穂波の塗り薬パナケアまで使っている以上、口にしたほどの軽傷ではないだろう。


「…………」


　悔くやしくて、拳こぶしを握にぎる。


　ずきん、と稲いな妻ずまが脇わき腹ばらから背中まで抉えぐった。


　手で触ふれると、その部分が熱を持っている。〈礎イエソド〉や蛇ウロボロスとの連戦によって、少年の身体もまた怪け我がだらけとなっていた。


（でも……）


　こんな痛みなど、関係ない。


　身体の痛みなど、心のそれに比べれば、どれほど安楽なことだろう。


　かすかに熱い息をこぼしながら、庭園へと出る。


　中央には、古い噴ふん水すいと石像。


　その手前のベンチに、蒼あおいスーツを着た、たくましい壮そう漢かんが座り込んでいた。


「……ダリウスさん」


「君が来てると聞いてね」


　と、ダリウスはこちらを振ふり向いた。


　たてがみに似た雄お々おしい金きん髪ぱつが、風に揺ゆれる。


「もう、〈協会〉の方は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「おおかたは終わっている。魔術どうこうよりも、豪ごう雨うによる保険金支し払はらいなどが急務だったが、そちらも八割の試算は済んだ」


〈協会〉となれば、考えることは魔術界だけではすむまい。


　政財界の中ちゆう枢すうへ食い込み、魔法使いとそれ以外と──ふたつの世界を見み据すえながら、最も被ひ害がいの少ない道筋を模も索さくする。


　そういうことも副代表としての仕事なのだろう。


「ひとつ、忠告しておこう」


　ダリウスは、厳おごそかに告げた。


「早く、あの忌いみ児ごと手を切ったほうがいい」


「忌み児？」


「穂波・高瀬・アンブラーだ」


「────っ！」


　いつきの目が大きく見開かれた。


「穂波は、〈アストラル〉の大切な社員です！」


　ぶん、と手を横に振る。


「確かに天才だろう。普ふ通つうなら、結社の宝といってもいい」


　神しん妙みように、壮漢はうなずいた。


「だが、アンブラーの名は災わざわいを呼ぶぞ。〈魔女の中の魔女〉ヘイゼル・アンブラーの名はな」


「どういう意味ですか」


「…………」


　ダリウス、無言。


　だが、その無言にさえ、抗あらがえない『力』があった。


　王者の威い厳げんといってもよい。前に立つだけで、抗えない何かが身体を縛しばる。舌は強こわ張ばり、視界は歪ゆがみ、それこそ魔法のように跪ひざまずきたくなる。


　すとん、といつきの身体から力が抜ぬけた。


「あなたが……〈協会〉の副代表が言うなら、そうなのかもしれません」


　ぽつり、と呟つぶやいた。


　いつきは、大人の理り屈くつを正面から否定はしない。


　その正しさも知っている。葛城家の──みかんの祖母がそうだったように、彼らもまた彼らなりの正しさを持って、否定しきれぬ結論を叩たたきつけてくる。


　だけど。





「だけど、たとえそうでも……穂波は僕たちの大切な人です」





　真っ直すぐに見返して、伊庭いつきは口にした。


「それが、〈アストラル〉のやり方かね」


　と、ダリウスが問うた。


「それが……〈アストラル〉のやり方です」


　と、いつきが答えた。


　いまにも崩くずれ落ちそうな膝ひざで、冷や汗あせをかきまくった顔で、泣き出しそうに震ふるえた声で──それでも言い返した。


「…………」


　不意に、ダリウスは横合いを振り向いた。


　ふたりのどちらにも気づかせず、非人間的なほど平へい凡ぼんな男は、そこに佇たたずんでいた。


「影崎さん……」


「これは、伊庭いつきさま。この度たびはお疲つかれ様です」


　一礼し、ダリウスへと向き直る。


「そろそろ時間ですので、お迎むかえにあがりました」


「分かった」


　ゆらりと、壮漢が立ち上がった。


「……いずれ、また会おう」


　と、最後に言い残す。


　庭園から遠ざかるふたりの背中を見つめ、いつきは胸むな元もとへ手をやった。


（……なんだろ）


　胸むな騒さわぎが収まらない。


　いつものような右目の警告ではなく、いつき自身の直感が訴うつたえていたのだ。





　──嵐あらしは、ついに吹ふき始めたぞ、と。





　だが、それがどのような破は滅めつを招くのか。


　この時点では、誰だれも、推測することさえできなかった。







〈了〉







　あとがき







『レンタルマギカ　妖都の魔法使い』、第二部二巻をお送りします。


　ついに、舞ぶ台たいはロンドンです。


　一巻を書いているときから、いずれはロンドンと思っていたのですが、長い時間をかけてようやく辿たどり着いたことになります。記き憶おく力の良い方でしたら、一巻の序章がロンドンを発たつ穂波のシーンだったことを覚えてらっしゃるでしょうか。





　世界に冠かんたる妖よう都と・ロンドン。


　数々の優すぐれた魔ま法ほう使つかいを育はぐくみ、輩はい出しゆつしてきた都です。


　また、近代の魔術結社はほとんどがこの都市を起点にしています。霧きりの都として、女王の都として、はたまたベイカーストリートに住む世界一の名探たん偵ていの都市として、皆みなさん、なんとなくのイメージは持ってらっしゃるんじゃないでしょうか。


　では、いつきたち、〈アストラル〉の面々がこの都市を訪おとずれたとき、いかなる怪かい異いが待ち受けているのか。


　そして、激動を迎むかえつつある魔術界に、〈螺旋なる蛇オピオン〉の影かげはどう迫せまるのか。


　今回は、そういう話です。


　どうぞ目を離はなさず、最後までお付き合いくださいませ。





　　　　＊





　さて。


　前の巻で発表しましたが、いよいよレンタルマギカ、テレビアニメの放送も間近です。


　この本の正式な発売日が十月一日ですから、早いところでは一週間足らずで第一回が始まることになりますね。


　第一話は、ちょっと先の時系列……『魔法使いのクラスメイト』をモチーフとした話になる予定です。レンタルマギカの公式ＨＰ（http://www.kadokawa.co.jp/sneaker/magica/）などで配信されているＰＶプロモーシヨン・ビデオも、おおよそこの第一話から抜ぬき出してつくられているのですが、ほんっとうにいい出来ですよ！





　実際、今回は、アニメのＰＶに助けられました。


　凄せい惨さんに凄惨を極きわめた修しゆ羅ら場ば中、あのＰＶが入ったＤＶＤが届かなかったら、きっと原げん稿こうを落としてたことでしょう。川かわ崎さき監かん督とくをはじめとしたアニメのスタッフに救われた一冊だといって間ま違ちがいありません。


　このあとがきを書いている頃ころには、もうアフレコも始まっており、三田も時々覗のぞかせてもらっているのですが……こちらもものすごくモチベーションが高い！


　なんというか、声優の皆さんはもちろん、音おん響きよう監督の岩浪さんやスタジオの皆が一丸になった空気で、入っていった僕の方がガチガチに緊きん張ちようしてしまう罠わな。


　脚きやく本ほんの段階でも「いい話にしてもらってるなあ」と思っていたのが、アニメになって動いて声がついて音楽がついてと……何段階もレベルアップしていくのを目の前で見せられて、うわあうわあと間ま抜ぬけな声ばかりあげさせられてしまいました。できあがりが本当に楽しみでなりません。





　ちばテレビ、テレビ愛知、サンテレビなど、各地のＵ局で放送予定ですので、皆さん公式ＨＰをチェックして視し聴ちようしていただけると嬉うれしいです。





　　　　＊





　また、この十月にはレンタルマギカ関連の漫まん画がも二冊発売されます。


　一冊は、あすかコミックスの『レンタルマギカ』第２巻。


　おなじみ成なり宮みやアキホ先生が書かれているコミック版です。この二巻では、原作の一巻『～魔法使い、貸します！』のラストまでが収録されているんですが、小説とはまた違った味が出ていて、連れん載さい中からワクワクしてました。


　レンタルマギカのキャラクターたちが、どんどん成宮さんのキャラとしてこなれていくのが見所です。





　もう一冊は、角川コミックス・エースから出る『レンタルマギカ　form SOLOMON①』。


　こちらは、ＭＡＫＯＴＯ２号さんの手になる──なんとアディリシアを主人公としたスピンオフ作品です！　原作では描えがかれなかった時間や場所、アディリシアの過去に迫る話となってます。これがまた、ＭＡＫＯＴＯ２号さん自身よく読み込んでらっしゃっていて、原作と双そう方ほう読むことでますます面おも白しろくなる仕し掛かけです。





　なんか、いろいろあって目を回してしまいますね（笑）。





　　　　＊





　とまれ、アニメの放送を迎えて、レンタルマギカいろいろ走り出してます。


　皆さんの応おう援えんをいただければ幸いです。





　また、最後になりましたが、再びの体調不良をおして最高の表紙とカラー口絵を描き下ろしてくださったpakoさん、アニメや漫画の考証も快く引き受けて下さった三輪清宗さん、僕やpakoさんのスケジュール管理でいつも冷や汗あせをかいてらっしゃる担当の難波江さん、いろいろ応援して下さった営業の安井さんに感謝を。


　次は、冬頃のイラストコレクション『魔導書大全』か、年末年始恒こう例れいの短編集でお会いできるかと思います。





　　二○○七年九月




森薫かおるの『エマ』を読みながら　　







Ｐ．Ｓ．pakoさん、早く元気になって一緒にアフレコ行きましょうね。




レンタルマギカ


妖よう都との魔ま法ほう使つかい





三さん田だ　誠まこと
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